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「では南なん条じよう様、共に参りましょう――わたくしたちの失楽園へ！」

　面倒な期末試験を終えて迎えた夏休み。部屋の窓からやって来たメイドさんは、オレの手をしっかりと握り、口元を緩ゆるめる。

　そのメイドさんことかおるんはなにやら上機嫌な様子だが、オレは呆あきれて言った。

「失楽園って……お前どこに行くつもりだよ？」

「南条様とならどこへでも参ります」

「……マジで？」

「はい、本気と書いてマジです。南条様と一緒ならたとえ火の中水の中、お嬢様のベッドの中までもついて行く所存です」

「じゃあ留置所でも？」

「ど、どうして留置所なのですか？　ここはわたくしがお嬢様のベッドまでお供することに対して突っ込むところですよ？　大体、確かに南条様はなにかやりそうな顔はしていますが、さすがに留置所まではご一緒できません」

　さり気なく失礼なことを言ったあと、かおるんは薄く笑って「なぜなら」と続ける。

「罪はすべて南なん条じよう様おひとりに押しつけて、わたくしは海外に高飛びするからです」

「……そうか。どうやら、やられる前にやる必要があるようだな」

「や、犯やられる前に犯るだなんて……南条様のエッチ！」

「こら、妙な勘違いをするな、頬ほおを赤く染めるな服に手をかけるな。なにしてるんだよお前は」

「いえ、南条様に喜んで貰もらおうと思いまして……」

　言いながらかおるんは胸元のボタンをひとつ外し、色っぽい微笑ほほえみを浮かべる。

「南条様、わたくしに付き合ってくださるのなら、見せてあげてもいいですよ？」

「さようなら」

「素そっ気けないのにも程がある!?」

　ちょっとだけ傷ついた顔をするかおるん。

　確かに、かおるんの仕草には多少ドキリとはした。

　だが、どうせからかわれているだけだろう。オレは扉に足を向けた。すると、

「ま、待ってください南条様！」

　かおるんは焦ったような声と共に抱きついてきた。そして人の背中に柔らかい双胸を押しつけ、どこか甘えるように言う。

「……わたくしには行くあてがないのです。少しの間だけでもいいので、この家に匿かくまってください。いまでしたら、甘んじてメイド一号の座も牛うし女おんな様にお譲ゆずりします。ですから、せめてメイド二号としてこの家に置いてください」

「いや、メイド云うん々ぬんはともかく、お前聖ひじりの家から逃げて来たんだろう？　うちだとすぐに足がつくぞ？」

　背中になんとも言えない胸の弾力感を感じつつ、オレはかおるんの言葉を思い出す。

　――オレが夏休みの宿題に目を通しているときに、旅行バッグをぶらさげて突然現れたかおるん。彼女は主あるじである五ご行ぎようさんこと聖の父親にイヤがることを強要され、それで逃げ出して来たと話してくれた。

　タイミングが悪いことに、聖は剣道部の合宿で出掛けているため、頼れるのはオレだけだと、かおるんは言う。

　……ちなみに聖はクラスメイトであり、実はオレの許嫁いいなずけだったりする。

　ただ許嫁とはいっても形だけで、正式なものではないと思う。

　しかしとある事情から、聖はオレを誘惑するなどと言い出し、この前も『忍しのぶくんが聖って呼んでくれないとキスする』と迫られたので、それからは彼女のことを名前で呼ぶようにしている。

　まあそれはさて置き、いまはかおるんをどうするかである。

「……とりあえず、うち以外でかおるんを匿える場所を探すしかないな」

　かおるんも困っているようなので、できる限り力になってやりたい。

　オレはわりと真剣に考えていたのだけど、

「むっ、おかしいですね。エッチな本が見当たりません」

　当のかおるんはオレの背中から離れ、興きよう味み津しん々しんな様子で人のベッドの下を捜索していた。

「……おい、かおるん」

「忙しいのであとにしてください」

「あっ、はい、ごめんなさい――じゃねえよ。お前なにやってんだよ」

「いえ、今後の対策のため、南なん条じよう様の好みを研究しておこうかと」

「研究せんでいい。それよりも、お前本当にあてがないのか？」

　確認のためにもう一度訊きくと、かおるんは姿勢を正して首を縦に振る。

「残念ながらありません。五ご行ぎよう家が所有する別荘なら、いくつか知ってはいますが……」

「さすがにそんなところは使えないな。聖ひじりの家から逃げているわけだし」

　と、そこでオレはふと思い出した。

　別荘といえば、確か爺じいちゃんも持ってたな。

「ときにかおるん、お前うちまで歩いて来たのか？」

「いえ、車で来ましたが……」

「そうか。それは好都合だ」

「好都合？　どういうことですか？」

「ああ、オレの爺ちゃんが別荘を持ってるんだよ。そこなら簡単には見つからないだろうし……一緒に行こうか」

　名案だと思ったのだが、かおるんは戸惑ったような表情を見せる。

「えっと、イヤだったか？」

「ち、違います。南条様がここまでしてくれるとは思っていなかったので……その、ご迷惑ではありませんか？　もしご迷惑になるようでしたら、わたくしは――」

「おいおい、ここまで来てなに言ってるんだよ。変な遠慮はするな。困ったときくらい、オレを頼ってもいいんだぞ？」

　かおるんの言葉を遮さえぎり、オレは柔らかく続ける。

「心配しなくても、迷惑だなんて思わないよ。少し待っててくれ。すぐに準備するから」

「……はい、わかりました」

　少し迷った素そ振ぶりを見せたあと、かおるんは小さく頷うなずいた。

　その様子を眺めつつ、オレは旅行バッグを引っ張り出し、身支度をはじめる。

　しばらくはかおるんもオレのベッドに腰掛けて大人しくしていたのだが、数分と経たないうちにベッドに寝転がり、人の枕まくらを胸に抱いて一言。

「……この枕から獣の匂においがします」

「失礼な人だね君は」

　オレは作業の手を止めて軽くかおるんを睨にらむものの、彼女は気にした様子なく、今度は布団の中に入っていった。

「布団からは南なん条じよう様の匂においがしますね」

　心なしか嬉うれしそうな顔をするかおるん。しかし彼女は不意にオレに目を向け、注意するように言った。

「南条様、このあと『メイドスメル』などと言って布団をクンカクンカしないでくださいね。気持ち悪いので」

「いや、頭の中で『南条様スメル』とか言って人の布団をクンカクンカしているかおるんには言われたくない」

「バレていましたか……」

　かおるんはオレの言葉に何故か頬ほおを赤らめる。

「……どうでもいいけど、オレの匂いをかいで興奮するなよ。気持ち悪いからな」

　仕返しとばかりにそう言ってやったのだが、かおるんは赤らめた頬に両手を添え、恥ずかしそうに目を伏せる。

「そんな、キモ可愛いだなんて……」

「おい、誰だれもそんなことは言ってないぞ？　というか、すげえプラス思考だな」

　呆あきれて突っ込んだものの、かおるんはオレに応えず、ベッドに入ったままご機嫌な様子で鼻歌を歌い出す。

　とりあえずオレはかおるんを放置して、旅行の準備を続けることにした……。



　準備を整えたオレは立ちあがって旅行バッグを肩にかける。

「よし、それじゃあ行くか」

　いまだベッドの中にいるかおるんに声をかけると、彼女は名な残ごり惜おしそうな顔をしてベッドから降りて近づいてくる。

「南条様、ハンカチは持ちましたか？　お財布と携帯電話は？」

「全部持った」

「お着替えと歯磨きセットはどうですか？」

「問題ない」

「わたくしに『行ってきます』のキスは？」

「それはいまからする」

　オレが冗談でかおるんに近づいたところ、

「エ、エッチです！」

　かおるんは頬を赤くして後ずさった。

　ちょっと可愛い。

　そこでオレはドアノブに手を伸ばしながら口を開いた。

「それじゃあ、母さんから別荘の鍵かぎを借りてくる。かおるんはリビングで待っててくれ」

「いえ、待つことに疲れましたので、わたくしも一緒に行きます。その際、南なん条じよう様はお母様に『これが俺おれのメイドだ』と、わたくしを紹介するのがよろしいかと」

「……かおるんはついてこないでください。知り合いだと、思われたくないので」

「つれないのにも程がある!?」

　ショックを受けた様子のかおるん。

　オレはそんなかおるんを無視して部屋を出ようとしたのだけど、彼女はどこか拗すねた様子でオレの服の袖そでを掴つかんで離さない。

　どうしてか、その手を振ふり解ほどく気にもなれず、結局かおるんとふたりで母さんの部屋に入った。

　すると母さんは仕事中だったのか、パソコンでなにやら作業をしていた。

「母さん、ちょっといいか？」

　声をかけると、母さんは作業の手を止めて顔をあげる。

「ん？　どうしたのよ忍しのぶ……あら？」

　言葉の途中でかおるんに気づいたようだ。母さんは思い出したように言う。

「あなたは確か……変態メイドだったわね」

「はい、おっしゃる通りわたくしは変態メイドです。ですから、もっと罵ののしるようにそう呼んでください」

　アブノーマルなことを要求するかおるんに、母さんは目つきを鋭くして応えた。

「この卑いやしい変態メイド！」

　途端、かおるんは頬ほおを赤く染めてオレの服の袖をくいくいと引いてくる。

「南条様、わたくし、この方のことが好きになりました」

　母さんは変態メイドに気に入られた。

　きっと母さんもいい迷惑に違いない。

　そう思ったのだが、母さんは特に気にした様子なく口を開く。

「それで、なにか用なの？」

「あ、ああ。爺じいちゃんが持ってる別荘があるだろう？　そこに行くから別荘の鍵を寄越せ。ついでに夏のボーナスも要求する」

「……ルナちゃんならともかく、ボーナスを貰もらえるほど働いていないでしょう、アンタは」

「なにを言う。毎日母さんに素敵な笑顔をプレゼントしてるじゃないか」

　オレは爽さわやかな笑顔を浮かべて母さんに近づいたのだが、

「鬱うつ陶とうしいからこっちにこないで」

　と、軽く頬ほおをはたかれてしまった。

　そこで不満を覚えたオレは、はたかれた頬を押さえて母さんを睨にらむ。

「な、殴ったね！　親にもぶたれたことないのに！」

「……アンタ、あたしをなんだと思ってるのよ？」

「平成の赤鬼？」

　答えた瞬間、蹴けりが飛んできた。

　……かなり痛い。

「まったく、本当に可愛げのない子ね……」

　ため息をつきながら母さんは机の引き出しを開け、別荘の鍵かぎを取り出す。そして財布から五千円札を抜き取り、別荘の鍵と一緒にそれをオレに手渡してくれた。

　なんだかんだ言っても母さんは優しい。

「母さん、アイ・ラブ・ユー」

「はいはい、あたしもよ」

　母さんは適当に言い、今度はポケットからなにやらチケットを取り出し、それをかおるんに差し出した。

「あの、これは？」

「遊園地のチケットよ。あなたもこの前、あたしとなずなに温泉の旅行券をくれたでしょう？　そのお礼にあげるわ。貰もらいものだから、好きに使っていいからね」

　……そういえば以前、うちでルナと聖ひじりとかおるんで花嫁対決をしたとき、かおるんが母さんたちに温泉旅行をプレゼントしたとか言ってたな。

　などと思い出していたところ、かおるんが再びオレの服の袖そでを引いてきた。

「南なん条じよう様、せっかくですから、別荘の前に遊園地に行きませんか？」

「まあ、かおるんが行きたいのなら、付き合うけど……」

　あまり深く考えずに頷うなずくと、かおるんはわずかに頬を緩ゆるめた。そして母さんに「ありがとうございました」と頭を下げ、オレの手を取って歩き出す。

「あっ、ちょっと待って忍しのぶ。ルナちゃんたちの分のチケットもあるけど……」

「それは結構です」

「おい、なんでかおるんが断るんだ――って、こら、手を引っ張るな」

　注意するものの、かおるんは母さんから背を向け、オレの手をぐいぐいと引いてくる。

　そしてかおるんに手を引かれるまま玄関に向かったところ、ちょうど階段から銀髪の美少女、エルニが降りてきた。

　エルニは自分のことを神とか言うちょっと変な奴で、現在は我が家で居候いそうろうをしている。

　そのエルニだが、いままで寝ていたのだろう。服装はパジャマのままで、髪型もいつものツインテールではなくストレートに流しており、頭にはナイトキャップが装備されている。そんなエルニはオレたちに気づくと、欠伸あくび混じりに近づいて来た。

「んん？　かおるん？　なんだ、忍しのぶとふたりでどこかに行くのか？」

「はい、これから南なん条じよう様と共に失楽園へと旅立とうかと」

「……そうか。晩ご飯までには帰ってくるんだぞ」

　エルニは寝ね惚ぼけているのか、目を擦こすりながら小さく手を振る。

　オレたちがエルニに見送られて外に出ると、家の前にはかおるんが乗ってきたであろう車が停まっていた。

　夏の強い日差しを受け、かおるんに促うながされるまま車に近づいたところ、不意にオレの携帯電話から着信音が鳴り響いた。

「おっ、聖ひじりからだ」

　ポケットから携帯電話を取り出すと、かおるんがすっと近づいて来た。そしてこちらに顔を寄せ、そのまま聞き耳を立てる。

　途端、ふわりと心地いい香水の匂においが微かに漂ってきて、少しドキドキした。

　オレはそれに気づかれないように注意しつつ、とりあえずかおるんを無視して電話に出ることにする。

「もしもし、オレだよ、オレオレー。いまちょっと近くの交差点で事故起こしちゃってさあ……」

　ちょっとふざけてみたところ、電話越しに聖が確認するように訊きいてきた。

『あの、なんかオレオレ詐欺みたいだけど……忍くんなんだよな？』

「おう、優しく強く無欲な男、忍君だ。本当はいまうちの前にいる」

「もちろん全裸でな」

　……一応言っておくが、朝っぱらから全裸で外をうろつく趣味なんてオレにはない。

　いまのはオレの物真似をしている変態メイドのセリフだ。

　オレはその変態メイドことかおるんを思いっ切り睨にらんでやったのだけど、彼女は無表情のまま人の物真似を続ける。

「聖、俺おれはいま服という名の虚きよ飾しよくを脱ぎ去り、本当の自分をさらけ出して悟りを開いているんだ。邪魔しないでくれ」

『ええっ!?　外にいるのに裸だなんて……誰だれかに見られたらどうするんだ！』

「ふふ、そのときは間違いなく興奮するだろうな。幼女に見られたいぜ」

『し、知らなかった。忍くんにそんな趣味があっただなんて……』

　驚いたような声をもらす聖に、かおるんはさらに続ける。

「なあ聖、今度俺と一緒に真夜中の公園で露出デートをしようぜ」

『そんなこと急に言われても困る！　困るけど、忍くんがどうしてもって言うのなら、その、頑張る……』

「いや頑張らんでいい。いまのは全部かおるんの冗談だぞ？」

　オレが口を挟はさむと、電話越しに聖ひじりが安あん堵どのため息をもらした。

『よかった。薫かおるさんの冗談か……って、薫さん!?　薫さんがそこにいるのか？』

「ああ、かおるんなら隣にいるけど……聖は本気で露出デートに付き合うつもりだったのか？　意外にエッチだな」

『ち、違う！　私はエッチなんかじゃない！』

　声を大にして否定する聖。

　きっと顔を真っ赤にしているのだろう。慌あわてている姿が目に浮かぶ。思わず頬ほおが緩ゆるんだのだが、

『誤解しないで欲しい！　いまのは忍しのぶくんを誘惑するために言ったんだ！』

　誘惑という単語を聞き、微笑ほほえみが苦笑いに変わる。

　――聖は退魔士だ。主に悪魔の退治や封印を行っており、退魔士としての実績を積み、子供の頃ころかおるんと交わした約束を果たすために日夜努力している。

　それは立派なことだとは思うのだけど、聖曰いわく、『そのためには忍くんの協力が必要なんだ』とのこと。

　まあ協力とはいっても戦力的な意味ではなく、陰おん陽みよう術じゆつを使う際のパートナーとして協力して欲しいということだ。

　しかしその陰陽術は、男性の陽の気を女性の陰の気と混じり合わせて力を得るもので、すなわちエッチなことをする必要がある。

　つまり、聖は仕事のために仕方なくオレを誘惑しているわけだ。

『だ、だから、私は別に露出デートに興味があるわけじゃないぞ！』

「ああ、それはわかったけど……どうしたんだ？　電話なんて珍しいじゃないか」

『あっ、うん。薫さんがそっちに行ってないかと思って電話したんだ。忍くんの近くにいるのなら、代わってくれるかな？』

　思いのほか真剣な声音の聖。

　オレは「いま代わる」と返し、かおるんに携帯電話を差し出す。

「かおるんに代わって欲しいってさ」

「わかりました」

　かおるんは頷うなずき、オレから電話を受け取るや否いなや、

「あぁん……南なん条じよう様ぁ……電話中はだめです……」

　いきなり悩ましい声をあげはじめた。

「ひゃん、そんなところをいじめられたら……んんっ、声、我慢できません。お嬢様に気づかれてしまいます……」

『ふ、ふたりは一体なにをしているんだ!?　家の前じゃなかったのか！』

　携帯電話から離れていても、動揺したような聖ひじりの声が聞こえてきた。しかしかおるんはそれに答えず、「南なん条じよう様、そこ気持ちいいです。あぅっ……もっとしてください……んぁっ……！」と艶あでやかに言い、そのまま電話を切ってしまった。

「――これでよしです」

「いや全然よくねえよ。なんてことをするんだよお前は。絶対に誤解されただろ？」

「大丈夫です。きっとおそらく多分、お嬢様もわたくしの冗談だと気づくでしょう」

　信用できない言葉だなあ……。

「それよりも、聖に家のことを話さなくてよかったのか？　聖ならかおるんの力になってくれると思うぞ？」

「……仮にお嬢様がわたくしを助けてくれるとしても、お嬢様にも立場というものがあります。迷惑はかけたくありません」

　オレの言葉に、わずかに表情を曇らせるかおるん。

「どういう意味だ？」

　気になって訊たずねたのだが、かおるんは質問に答えず、車のドアを開ける。

「南条様、とりあえずいまは遊園地に行きませんか？　事情はあとで説明します」

「別にそれでもいいけど、話したくなかったら、無理に話さなくてもいいぞ」

「……え？」



    

  
    
      



    

  
    
      　少しだけ驚いた顔をするかおるんに、オレは助手席のドアを開けながら続ける。

「事情はどうあれ、オレはお前に手を貸すつもりだ。まあ、大おお船ぶねに乗ったつもりでいろ」

「わかりました。タイタニック号に乗ったつもりでいます」

「相変わらず失敬な人だね君は」

　それだと沈没してしまうではないか、と突っ込むつもりだった。しかし目に飛び込んできたかおるんの笑顔に、思わず言葉が止まる。

　不覚にも、嬉うれしそうに微笑ほほえんだその姿に一瞬見惚れてしまった。

「南なん条じよう様？　どうかしましたか？」

「――その笑顔、プライスレス」

　誤魔化すために格好つけてみたのだが、

「気持ち悪いですよ、南条様」

　かおるんにばっさりと切り捨てられてしまった。

「……もしかして、照れてるのか？」

「どこに照れる要素があるのですか？　バカなことを言ってないで早く行きますよ」

　かおるんは呆あきれたように言い、車に乗り込んでしまう。

　と、そこで、

「あら、忍しのぶさんですか？」

　後ろから鈴を転がしたような美声が聞こえてきた。

　振り返ると、視線の先にはふたりの女性の姿。

　ひとりは我が家の頼れる金髪お姉さん、ルナだ。

　清せい楚そで美しい容よう貌ぼうは見る者を惹ひきつけてやまないだろうが、こう見えてもルナは悪魔だったりする。

　もっとも、そんなことはオレにとって些さ細さいなことである。

　悪魔云うん々ぬんは関係ない。ルナは大切な家族だ。

「なんだ、ふたりで出掛けてたのか」

　言いながらオレはルナの隣に並ぶ赤髪の美少女に目を向ける。

　彼女はルナの義理の妹、マキナ・リーベライ・オランジェロ。半人半魔の悪魔で、我が家の居候いそうろうのひとりである。

　そのマキナは、オレと目が合うと笑顔で近づいて来る。

「忍、どこかに行くの？」

「ああ、どうやらオレはこれから失楽園へと旅立つらしい」

「なによそれ？　よくわからないけど、あたしも連れて行きなさいよ」

　どこか甘えたように言うマキナ。

　ふむ、せっかくだから、ルナとマキナも誘ってみるか。

　などと考えていたところ、不意にかおるんが運転席からオレの手を引いた。そして彼女は強引にオレを車の中に引っ張り込み、素早くエンジンをかけて車を発進させる。

「ちょっと忍しのぶ！　なんで置いて行くのよ！」

「忍さん、どこに行くんですか？」

　すぐにマキナとルナの悲しげな声が聞こえてきたが、車は止まらず、ふたりの姿はあっという間に見えなくなってしまった。

「……ふたりも乗せてやればよかったのに」

「残念ながらそれはできません」

「どうして？」

　何気なく訊たずねると、本気なのか冗談なのか、かおるんはわずかに口元を緩ゆるめて答えた。



「南なん条じよう様とふたりきりでデートがしたいからです」



　……これはいつもの冗談だな。

　オレは胸中でため息をつき、シートベルトに手を伸ばす。

　そこでふと、車を運転するかおるんに目を向けたところ、彼女は頬ほおをほんのりと桜色に染め、小さく微笑ほほえんでいた。



    

  
    
      


第一章　はじめてのわがまま？



　車で一時間ほど走って辿たどり着ついた白しろ崎さきアドベンチャーランド。ここは遊園地と水族館が併設された大型テーマパークである。

　夏休みのせいか、平日でも親子連れやカップルなどでそこそこ賑にぎわっているようだが、かおるんに「車を停めてきますので、先に行っててください」と言われたオレは、入り口前でひとり寂しく入場客たちを眺めていた。

　……かおるん、早くこないかな。

　居い心地ごこちの悪さを感じていたところ、ひとりの女性がセミショートの髪を揺らしてオレに近づいて来た。

　その女性はモデルのように均整の取れた身体つきで、ノースリーブのシャツにしっかりとネクタイを結んでおり、短いスカートから覗のぞく脚線美が目に眩まぶしかった。

　しかも目を見張るような美人さんである。

　……ただ、よく見るとその美人さんはかおるんだった。

　メイド服じゃなかったから、一瞬わからなかったぜ。

「すみません南条様、お待たせしてしまって……」

「いや、それは別にいいけど……着替えたんだな」

　かおるんの私服姿は新鮮で、正直綺き麗れいだと思った。だからついつい彼女を見つめてしまったわけだが、

「南なん条じよう様、そのように凝視しても服が透けて見えることはありませんよ？　あと、いやらしい目で見ないでください。わたくしが興奮したらどう責任をとってくれるんですか？」

　かおるんはいつもの無表情でこちらが興きよう醒ざめするようなことを平気で言う。

「……心配しなくても、誰だれもそんな目でかおるんを見てないぞ？　お前、ちょっと目と頭が悪いんじゃないか？」

「ひどいことを言う人ですね。南条様は口が悪いです。おまけに目付きも悪いです。あと顔と顔面とフェイスも悪いですね」

「顔と顔面とフェイスは同じだ。三つに分けてオレを傷つけるな」

　言いながらオレは軽くかおるんの頭にチョップを入れる。

　すると、かおるんは少しだけ不安そうな顔をして訊たずねてきた。

「もしかして、南条様はわたくしがメイド服を着ていないことが不満なのですか？」

「……は？　なんで急にそんな話になるんだ？」

「いえ、南条様はメイドフェチですから、メイド服姿のわたくしを連れ回して周囲の方々に自慢したいのかと思いまして」

「……むしろ、変態メイドと知り合いだと思われたくないから、隣を歩いて欲しくないな」

「傷つくことをさらりと!?」

　かおるんは拗すねた様子で小さく頬ほおを膨ふくらませる。

「南条様、そんな風につれないことばかり言うと、今後いくら頼んでも『ご主人様』とは呼んであげませんよ？」

「オレはメイドフェチじゃないから別にいい。それにもし誰かにそう呼んで欲しいと思ったら、そのときはルナに頼む」

「……そうですか。やはり、あの方はわたくしのライバルのようですね」

　かおるんはルナのことをライバル視していた。だが正直な話、本物のメイドであるかおるんよりも、ルナの方がメイドとしての能力は高いような気がする。メイド服を着たルナに『ご主人様』なんて言われたらすごく癒されると思う。

　まあそんな妄想はともかく、せっかく遊園地に来たのだから、いつまでも喋しやべってないで早く中に入った方がいいだろう。

「ほら、冗談ばかり言ってないで早く行こうぜ」

　そう促うながし、オレはかおるんとふたりで受付へと向かった。そこでオレたちは母さんから貰もらったチケットを使ってフリーパスを二枚手に入れ、入場ゲートをくぐる。

　園内はかなり広く、メリーゴーラウンドや観覧車、ジェットコースターなどといったアトラクションが目に飛び込んできた。

「かおるんはなにか乗りたいものとかあるか？」

　オレは紳士らしくレディーの意向を伺ってみた。

　しかし当のレディーことかおるんは聞いていなかったのか、近くにいた親子連れをじっと見つめている。

　何気なくオレもその親子連れに目を向けたところ、小さな女の子が甘えるように両親の手をとり、これに乗りたいあれに乗りたいと可愛らしくおねだりをしていた。

　女の子の両親もそれを受うけ容いれているのか、女の子の歩調に合わせてゆっくりとアトラクションに向かって歩いて行く。

　その様子を、かおるんはどこか羨うらやましそうに眺めていた。

「……かおるん？」

　もう一度声をかけると、かおるんは慌あわてて女の子たちから目を逸らす。

「どうかしたのか？」

「……いえ、なんでもありません。早く行きましょう」

　誤魔化すように言い、早足で歩き出すかおるん。

　いつもと様子が違うかおるんに違和感を覚えたが、オレはなにも言わず、彼女の背中を追いかけた。

　しばらくするとかおるんはふと足を止め、メリーゴーラウンドを指差す。

「南なん条じよう様、あれに乗りましょう」

「う～ん、さすがにこの歳でメリーゴーラウンドは恥ずかしいんだけど……」

　オレが渋ったところ、かおるんは人の顎あごを優しく撫なで、妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「ここでは恥じらいを捨ててください、南条様」

「……そう言うお前は少し恥じらいを持て」

　呆あきれて返すと、かおるんはむっと眉まゆを寄せる。

「それではまるでわたくしに羞しゆう恥ち心しんがないみたいではありませんか。南条様は失礼です。これでも花も恥じらう乙女なのですよ。南条様と違って」

「そりゃ、オレは男だからな……。大体、メリーゴーラウンドに行きたいのならひとりで行け。オレはここで見てるから」

「……え？『イキたいのなら我慢しないでひとりでイケ。俺おれはここで嘗なめ回すようにお前を見ててやるから』だなんて……南条様はエッチを通り越して変態です。メリーゴーラウンドをなんだと思っているんですか。あれは三角木馬ではありませんよ？」

　頬ほおを赤くして、そんなことを言うかおるん。

　周囲の人たちの視線がすごく痛かった。

「……わかったよ。一緒に乗ってやるから、変な冗談を言うのはやめろ」

「はじめから素直にそう言えばいいのです。南なん条じよう様は本当にツンデレですね」

「……言っておくが、お前にデレることはないからな」

「そうですか。わたくしだけのツンツン南条様ですね」

　などと話しながら、オレとかおるんはメリーゴーラウンドに向かった。

　そこでオレは木馬たちを見渡したのち、目をつけた白馬の前に立つ。

「ふむ、実に見事な毛並みだ。オレは決めたぜ！　この馬に全財産を賭かける！」

「おとっつぁん、もう競馬はやめて！　いい加減真面目に働いてよ！」

「うるせえ！　女子供は引っ込んでろ！　次こそは一発当ててやる！」

　冗談に合わせて泣きついてきたかおるんを柔らかく振り払い、オレは颯さつ爽そうと馬に跨またがる。そして爽さわやかな笑顔を浮かべ、そっとかおるんに手を伸ばした。

「さあ、お手をどうぞ、マドモアゼル」

「……あの、南条様。ボケるか格好つけるかどちらかにしてください」

　かおるんに注意されてしまったので、オレはしばし悩んだあと、

「心配するな、薫かおる」

　クールに笑い、声を大にして言った。

「今日勝てば借金はチャラやで！」

「ここでまさかのボケ!?」

　かおるんは驚き、半眼でオレを睨にらむ。

「南条様、あまりふざけてばかりいては女性にモテませんよ？　たまにはロマンチックなことも言ってください」

「なんだ、それじゃあ『はい、お姫様』とか言って、かおるんをお姫様抱っこして木馬に乗せればよかったのか？」

「……そんなことをされたら間違いなく爆笑するでしょうね」

　うん、そのときはオレもかおるんにつられて大笑いすると思う。

「まあ、オレにはロマンチックなセリフなんて似合わないということだ。諦あきらめてくれ」

「そうですね。南条様には鬼畜なセリフがお似合いです」

「……なんだと？　メイド風情が生意気な。そういう貴様には淫いん乱らんなセリフがお似合いだ。この豚野郎が」

　かおるんにお似合いだと言われたので、ちょっと鬼畜ぶってみた。

　するとかおるんはぽっと頬ほおを赤く染め、オレから目を逸らす。

「……不覚にも、少し興奮してしまいました」

「あの、顔見知りだと思われたくないから、隣に座らないでね」

「いやです」

　かおるんは微笑してそう返し、オレの隣の木馬に乗った。

　と、そこで運転開始を告げるブザーが鳴り響き、軽快なメロディーと共にゆっくりとメリーゴーラウンドが動きはじめる。

　それを受け、近くにいた子供たちは笑顔を見せたが、さすがにオレは童心に返ることもできず、気恥ずかしさを感じていた。

　そんな中、かおるんは緩やかに流れる景色を眺めて小さく言う。

「……こんな風に遊園地で遊べるなんて、夢みたいです」

「大おお袈げ裟さだな。遊園地くらい、かおるんだって何度か来たことがあるだろう？」

　軽い口調で訊たずねたオレに、かおるんは首を横に振って答える。

「遊園地に来たのは、今日がはじめてなんです」

「……そうなのか？」

「はい。実は子供の頃ころ、ほんのちょっとだけですけど、遊園地に憧あこがれていました」

　そう言って、かおるんは目を細めて笑う。

　そのとき不意に、オレは以前聖ひじりから聞いた話を思い出した。

　人間と悪魔の混血児であるかおるんは、退魔士たちからは道具のように扱われていると、聖はそう言っていた。

　おそらく、かおるんはテレビや漫画の中でしか、遊園地を見たことがなかったのだろう。

　本人は『ほんのちょっとだけ』と言うが……本当はずっと羨うらやましかったんじゃないのか？　だから、先ほど見かけた親子連れをじっと見つめていたのかも知れない。

　そう考えたとき、自分の表情が強こわ張ばるのがわかった。

　だけどオレは拳こぶしを握って無理矢理に笑顔を作り、

「それじゃあ、はじめての遊園地がいい思い出になるように、思いっ切り楽しもうぜ。オレでよかったら協力するぞ？」

　と、かおるんに向かって柔らかく言う。

　するとかおるんは少し驚いたあと、花が咲いたように笑った。

　その笑顔を見つめながらオレは思う。

　今日はかおるんを楽しませようと。



　●　　●　　●



　ジェットコースターから降りたあと、オレとかおるんはほぼ同時に口元を手で押さえた。

　……あれから、『先に悲鳴をあげた方がアイスを奢おごる』という条件をつけ、かおるんと一緒に絶叫系のアトラクションに乗り続けたのだが、なかなか勝負がつかなかった。

　そこで、オレたちはあとのお楽しみと残しておいた白しろ崎さきアドベンチャーランドの名物、大型ジェットコースターに乗ることにしたわけだ。

　正直、オレもかおるんも舐なめてかかっていた。

　しかし、『心臓の弱い方はご遠慮ください』というジェットコースターの注意書きは伊だ達てではなく、オレたちは悲鳴こそもらさなかったものの、さすがにグロッキーである。

「……少し気持ち悪いな」

「南なん条じよう様、世界がわたくしを中心に回っています。いつからわたくしはこんなにも偉くなったのでしょうか？」

「それは三さん半はん規き管かんの異常によって起きる回転性の眩暈めまい、つまり錯覚だ」

　オレは「なぜなら」と胸を張って言う。

「世界はこのオレを中心に回っているからな」

「……それも錯覚だと思いますよ」

「まあ、そうだろうな」

　頷うなずき、オレはかおるんと同じように足元をふらつかせてゆっくりと歩く。

「それにしても、結局勝負がつきませんでしたね」

「……今回はオレの負けでいいぞ」

　どこか残念そうに言うかおるんに、オレはそっぽを向いて続ける。

「アイスぐらいなら奢おごってやるよ」

「……南条様、いまわたくしの好感度がグッと上がりましたよ」

「現金なやつだなあ……」

　思わずオレは苦笑する。

「だけどまあ、かおるんは非攻略対象キャラだからな。好感度を上げても意味はないか」

「そんなことはありませんよ。南条様の気持ち次第でわたくしの攻略ルートは拓ひらけます」

　……ん？　気持ち次第？　この前はお金次第とか言っていたような気がするけど……まあいいか。

　オレは肩をすくめてかおるんの言葉を聞き流す。

　と、そこで不意に後ろから複数の足音が近づいてきて、



「――薫かおるさん！」



　凛りんとした声が響いた。

　振り返ると、そこには黒髪のクールビューティー、五ご行ぎよう聖ひじりの姿。

　彼女の傍そばにはルナにマキナにエルニ、おまけに妹のなずなまでいる。

「どうしてお前らがここに……？」

　驚くオレに応えるように、聖は一歩前に出る。

「忍しのぶくん、私は薫さんに話があって――」

「ちょっとメイド！　エルニから聞いたわよ！　失楽園に旅立つってどういうことよ！」

「そんな爛ただれた関係はよくないと思います！」

　聖ひじりに最後まで言わせず、マキナとルナが不満げに叫ぶ。

　するとエルニとなずなもそのあとに続いた。

「忍しのぶ！　せっかくだからわたしたちとも一緒に遊ぼう！」

「お兄ちゃん、わたし観覧車に乗りたい！」

　……エルニとなずなはただ単に遊びたいだけのようだった。

　そんなうちの連中に、聖は控え目に声をかける。

「あの、みんな、私は薫かおるさんに大事な話があるんだ。だから、少しの間だけでいい。静かにしててくれるかな？」

　聖がお願いするように言った瞬間――かおるんがオレの手を取って走り出した。

「あっ、お兄ちゃんとメイドさんが逃げちゃうよ！」

「ふふ、鬼ごっこだな忍。いいだろう――三分間待ってやる！」

「なに悠長なことを言ってるのよエルニ！　早く忍たちを追うわよ！」

　などと言って騒ぎ出すなずなとエルニとマキナよりも早く、

「ど、どうして逃げるんだ、薫さん！」

「忍さん待ってください！」

　オレたちを追いかけてくる聖とルナ。

　一方、かおるんはオレの手を掴つかんだまま振り返ることなく走り続け、園内のゲームセンターに入った。そしてクレーンゲームの陰に身を隠し、そのまま息を潜める。

　……ふむ、特に抵抗しないでついてきてしまったけど、どうしてかおるんは聖から逃げたんだ？

　疑問に思ったオレは、小声でかおるんに声をかけてみる。

「よかったのか？　聖の話を聞かないで」

「いまは南なん条じよう様とデート中ですから、お話はあとで聞くことにします」

「え？　デート中？　お前、本気でオレとデートするつもりだったのか？」

「はい。私服に着替えたのも、デートのためですよ」

　……なんてこった。全然気づかなかった。

「だけど、なんで急にデート？」

「……実は、以前お嬢様と南条様がデートしている様子を見て、わたくしもデートというものを経験してみたいと思ったのです」

「そ、そうか……」

　微かに頬ほおを赤く染めるかおるんに戸惑いつつ、オレはさらに訊たずねた。

「でも、どうしてその相手がオレなんだ？　かおるんくらい美人なら、相手なんていくらでもいるだろう？」

「そんなことはありませんよ」

　小さく首を横に振って、

「悪魔のわたくしと遊んでくれる男性なんて、南なん条じよう様くらいです」

　かおるんは消え入りそうな声でそう答える。

　その言葉が、胸に痛かった。

　だからオレはかおるんに手を伸ばし、優しく頭を撫なでる。

「……えっと、なんですか、急に」

「いや、こんな美人とデートができて光栄だと思ってな」

「な、ななな南条様、いまの冗談はあまり面白くありませんよ？」

　珍しく顔を真っ赤にするかおるん。

　そんなかおるんの頭を撫でながら、オレはしっかりと告げる。

「いまのは冗談なんかじゃないぞ？　かおるんとデートができて、オレは嬉うれしいよ」

「……え？　あ、あの、その……」

　さらに赤くなるかおるんに、オレは柔らかく続ける。

「それに言っただろ？　はじめての遊園地がいい思い出になるように、思いっ切り楽しもうって。オレなんかでよかったら、いくらでも付き合うよ」

「……本当ですか？」

「イケメン紳士、ウソつかない」

　相変わらず、恥ずかしくて最後まで真面目にやれないオレだった。

　そんなオレを見て、かおるんはため息混じりに言う。

「……あの、イケメンでも紳士でもない人にそう言われても信用できませんよ？」

「帰る！　イケメン紳士もう帰る！」

　憤ふん慨がいして叫び、オレは立ちあがる。

　すると、かおるんは慌あわてた様子でオレの腕に抱きついてきた。

　途端、形のいい美乳が二の腕で柔らかくたわみ、腕を通して程良い胸の弾力感とぬくもりが伝わってくる。

　それだけでも落ち着かないのに、かおるんはさらに強く抱きつき、不安そうに言うのだ。

「ごめんなさい南条様。いまのは冗談です。謝りますから、行かないでください」

「あ、ああ。オレも冗談だから気にしなくていい。それよりも早く離れろ。目立って見つかったら――」

　まずいと言う前に、ゲームセンター内の通路を歩いていたエルニとなずなと目が合った。

　ふたりはオレに気づくと笑顔で駆け寄って来て、

「忍しのぶ～」

「お兄ちゃん～」

　と、声をあげてそのまま抱きつこうとした。

　そこでオレがひょいとふたりの抱ほう擁ようをかわしたところ、エルニとなずなは同時に振り返り、揃そろってきょとんとした表情を見せる。

　ただ、ふたりとも再び笑顔を浮かべ、もう一度抱きつこうとしてきた。

　しかしここで捕まるわけにもいかないので、オレは再度ふたりを避ける。

　その結果、エルニとなずなは目に涙を溜ためてしまった。

「忍しのぶが二度も避けた！　ひどい！　これはいじめだ！」

「そうだよ！　いじめだよ！　お兄ちゃん、いじめかっこ悪い！」

「待て、早合点するな。いまのはいじめじゃない。オレなりのコミュニケーションだ」

「そんなバッドなコミュニケーションはいらないよ！」

「そうだそうだ！　そこに愛はあるのか!?」

　エルニにそう問われ、オレは適当に返した。

「ひと欠片かけらぐらいだったらあると思うぞ」

「ならばよし！」

　……いいんだ。

　少し驚いていると、なずなが控え目にエルニの服の袖そでを引いた。

「エルちゃん、そんなのよくないよ。きっとお兄ちゃんはわたしたちへの愛をなくしちゃったんだ。頑張って愛を取り戻さないと」

「……なずな、心配しなくても、オレは別に愛をなくしたわけじゃない。愛はいつもこの胸の中にある。なくしたのは野性だ」

　オレがそう答えると、エルニは納得したように頷うなずいた。

「確かに、忍は出会ったときよりも少し丸くなった気がする。でも、それでいいのか忍！あの頃ころのお前を取り戻せよ！　しのむんはどこに行ってしまったんだ！」

「しのむんはもう卒業したんだ。これからは愛しさと切なさと心強さを売りにして生きていく。というわけで、さらばだ」

　言いながらオレはかおるんの手を取り、ふたりに背を向けて走り出す。

「……あっ、お兄ちゃんがまた逃げちゃった」

「忍！　鬼ごっこはもう飽きたぞ！　わたしたちとも遊んでくれ！」

　すぐになずなとエルニが追いかけて来たが、オレは心の中でふたりに謝り、かおるんの手を引いて急いで園内へと飛び出す。そして走る速度をあげてふたりから逃げ続けた。

　そんな状況の中、かおるんはどこか嬉うれしそうに言う。

「こうしていると、なんだか愛の逃避行みたいですね」

「こらこら、ふざけてないでさっさと逃げるぞ。早いところふたりを撒まいて、デートの続きといこうぜ」

「はい」

　かおるんは繋つないだ手をぎゅっと握り返し、微かに口元を緩ゆるめて頷うなずいた。



　……しばらく園内を走り回っていたオレとかおるんだったが、タイミングよく人混みに紛れることができ、エルニとなずなをやり過ごせた。

　遠ざかっていくエルニたちの背中を見送ったあと、オレはさっきの言葉通りかおるんにアイスを奢おごり、ベンチに腰を落ち着かせる。

　そこで一息ついていたところ、かおるんが近くにあったアトラクション――お化け屋敷を指差した。

「南なん条じよう様、次はお化け屋敷に入りましょう」

　言葉と共に、かおるんはいきなり腕を組んできた。

「な、なんだよ急に」

「いえ、デートならこれぐらい普通かと思いまして」

　しれっとそう返し、かおるんは腕を組んだままオレを引っ張って歩き出す。

　ぷにぷにと二の腕を刺激する胸の弾力感に動揺しながらも、オレは平静を装ってかおるんに続いた。

　と、そのとき、

「――こんなところにいたのね」

　背後から鋭い声が聞こえてきた。

　あの声はマキナだ。ということは……みんなに見つかってしまったのか。

　そう考えたオレはため息をついて振り返った。

　しかし予想に反して、視線の先にはマキナの姿だけしかない。

「……あれ？　みんなはどうした？　はぐれたのか？」

「違うわよ。二手に分かれて忍しのぶを捜してたの。あとで合流したエルニは、『忍が遊んでくれないからヒーローショーを見に行く』とか言ってどこかに行っちゃったけど……」

　言いながらマキナは眉まゆを寄せ、かおるんを睨にらむ。

「それより、なんであんたが忍と腕なんか組んでるのよ。早く忍から離れなさい」

「いやです。いまは南条様とデート中なんです。邪魔しないでください」

　近づいてきたマキナに、かおるんはきっぱりと断った。

　するとマキナは「デ、デート？」と驚き、何故かオレに詰め寄って来る。

「ちょっと忍！　デートってどういうことよ！　あたしには全然そんなことしてくれないのに、なんでメイドとはデートするのよ！」

「いや、あの、なんというか……」

　マキナに気け圧おされ、言葉を濁にごすオレ。

　そんなマキナの様子を見たかおるんは、からかうように言った。

「もしかして、マキナ様は嫉しつ妬としているのですか？」

　途端、マキナは頬ほおを赤く染める。

「い、いきなりなに言い出すのよ。あ、あたしが忍しのぶなんかに嫉妬するわけないでしょう！」

「……『なんか』とはひどい言い方です。マキナ様は南なん条じよう様のことが嫌いなのですか？」

「嫌いだなんてひとことも言ってないでしょう！」

　声を荒げるマキナに、かおるんは小さく笑って返す。

「それでは、やはりマキナ様は南条様のことが好きなのですね？」

「ええ。――じゃなくて！　なんでそう両極端なのよ！　忍のことは、その、好きとか嫌いじゃなくて……」

「ただ、身体が火ほ照てって仕方がない？」

「そうそう、忍を想うと切なくなって夜に――って、違うわよ！　エッチなこと言わせないで！」

　得意の乗り突っ込みを見せるマキナに、かおるんは再びからかうように言う。

「本当は南条様のことを想って夜にエッチなことをしているんじゃないですか？」

「バ、バカなこと言わないでよ！　まだしてないわよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「……まだ？　ということは、これからする予定があるということですね？」

「ないわよ！　そんなことあるわけないでしょう！　変なこと言わないで！」

　顔を真っ赤にしながら、必死な様子で否定するマキナ。

　かおるんはそんなマキナを軽く無視してオレの腕を引く。

「南なん条じよう様、エッチなツンデレに構わず、デートの続きをしましょう」

「誰だれがエッチなツンデレよ！　デートなんてさせないからね！」

「……むっ。どうして邪魔をするんですか？」

　かおるんが不満げに訊たずねると、マキナはオレの手を取って答えた。

「あんたみたいな変態メイドと一緒にいたら、忍しのぶが道を踏み外すかも知れないからよ！巴ともえさんだって、『忍はメイドに弱いから、変なことをしそうで心配だわ』って言って、車であたしたちをここまで運んでくれたんだから！」

　……うん、ルナたちが母さんの手を借りて遊園地に来たことはよくわかった。

　しかし、誰がメイドに弱いんだと、変なことなんてするかと、オレは強く言いたい。

「……マキナ、その巴さんはどこに行った？　奴に言いたいことがある」

「巴さんなら近くの喫茶店に行ったわよ。仕事の続きをするんだって」

　答えながらマキナはオレの手を強く引く。

「それよりも忍、早くみんなと合流しましょうよ。聖ひじりも、このメイドのこと捜してたわよ」

「えっと……」

　今日はかおるんに付き合うと約束したし……これはどうしたものか。

　対応に困っていたところ、かおるんがため息混じりに言った。

「南条様、さすがにこれ以上逃げ続けるのは無理です。皆様と合流しましょう」

「……いいのか？」

「はい、もう十分遊園地を堪たん能のうしました。満足です」

　言葉とは裏腹に、どこか残念そうな顔をするかおるん。

　だから、オレは提案するように言う。

「それじゃあ、最後にお化け屋敷に入ってからみんなのところに行こう。マキナはここで待っていてくれ」

「……え？　な、なんであたしを置いていくのよ。忍は、そんなにメイドとふたりきりになりたいの？」

「いやそうじゃなくて、お前お化け苦手だろ？　大丈夫なのか？」

　何故か寂しそうな顔をするマキナに、オレは慌あわてて訊ねる。

　するとマキナはぎゅっとオレの手を握った。

「た、確かに怖いけど、忍が一緒なら平気よ。あたしも行くわ」

「えっと、怖いのなら無理しなくてもいいと思うぞ？」

「う、うるさいわね！　忍しのぶと一緒がいいの！　ほら、行くわよ！」

　マキナは怒ったように言い、オレの手を引いて歩き出す。すぐにかおるんもオレたちについてきたので、三人でお化け屋敷に向かった。

　お化け屋敷は和風の不気味な建物で、おどろおどろしい雰囲気を醸かもし出している。さらに、屋敷内の造りも本格的な上に、妖あやしいＢＧＭに混じってどこからか泣き声とも呻うめき声ともつかない妙な声まで聞こえてくる。

　……本当になにか出そうだな。

　気味の悪さを感じていたところ、マキナが繋つないでいた手をぎゅっと握ってきた。

　やはり怖いのか、その手は小さく震えている。

　と、そこで、かおるんが少しだけ声のトーンを低くして口を開いた。

「……ときにマキナ様、お化け屋敷で行方不明になった人がいることはご存知ですか？」

「し、知らないわよそんな話！　というか、こんなところでやめてよ……！」

　マキナの言葉に構わず、かおるんはどこか陰いん鬱うつな口調で話しはじめる。

「それは今日のような夏休みのことだったそうです。ある女の子――マキナさんが友達と一緒に遊園地に遊びに来ていたとき……」

「ちょ、ちょっと、なんで女の子の名前があたしと同じなのよ！」

「偶然の一致です」

　慌あわてるマキナにさらりと返し、かおるんは話を続ける。

「その女の子、マキナさんはお化けが苦手だったのですが、友達の前で『お化け屋敷くらいひとりで行けるわよ！』と強がり、ひとりでお化け屋敷に入って行きました。そこで友達は苦笑してマキナさんを見送り、彼女が戻ってくるのを待つことにしたのです」

　なんか、話に出てくる女の子の口調がマキナにそっくりなんだけど……狙ねらってるのか？

　ふと疑問に思ったものの、オレは口を挟はさまず、かおるんの話に耳を傾ける。

「それから友達はマキナさんを待ち続けました。しかし、いつまで経ってもマキナさんは帰って来ません。さすがに心配になった友達はお化け屋敷の中を捜しましたが、結局マキナさんが見つかることはなく……彼女は行方不明となりました」

　不気味なＢＧＭが響く中、かおるんは「ただ」と続ける。

「お化け屋敷に訪れる人たちは時折見かけるそうです。屋敷内の鏡に閉じ込められ、嗚お咽えつの声をもらすマキナさんの姿を」

「…………た、たたたた退屈な作り話ね。そんなの全然、こ、怖くなんてないわよ」

　声を震わせ、わかりやすいウソをつくマキナ。

　と、そのとき、不意に悲しげな泣き声が聞こえてきた。

　恐怖感を煽あおるような嗚咽の声を聞き、オレたちは顔を見合わせ……おそるおそる声の方に目を向けた。すると、



『ここから、出して……』



　演出だろうか、屋敷内の大きな鏡の中で涙を流す女性の姿が見えた。

　その瞬間、

「いやぁああああああ！」

　マキナは悲鳴をあげて飛び上がり、出口に向かって走り出す。

「あっ、おい、マキナ――」

　すぐに呼び止めようと思ったのだが、マキナは脇わき目めも振らずに逃げて行き、その姿はあっという間に見えなくなってしまった。

　その様子を見送りながら、かおるんがぽつりともらす。

「……まさか、本当に鏡があるとは思いませんでした」

　どうやらかおるん自身、お化け屋敷に鏡があることは予想外だったようだ。

「少しやりすぎたんじゃないか？」

　たしなめるように言うと、かおるんも反省した様子で頷うなずく。

「……はい。わたくしもそう思います。ですがあの方を見ていると、つい、意地悪なことをしてしまいます」

「まあ、確かにマキナをいじるのは楽しいからな」

「そうではありません」

　はっきりと否定して、かおるんはぎゅっと拳こぶしを握り締める。

「……マキナ様はわたくしと同じはずなのに……わたくしとは、違うからです」

　その言葉の意味は、よくわからなかった。

　ただ、かおるんはとても悲しげな瞳ひとみをしていて、オレはかける言葉を失った。

　オレにはなにもわからず、またなにも言えない。

　だけど、なにもできないわけじゃないだろう。

　オレはそっとかおるんに手を伸ばし、その頭を撫なでる。

「……南なん条じよう様？」

「とりあえず、マキナを追いかけようか」

　それだけ言って、オレはかおるんの手を取って歩き出す。

　するとかおるんはオレの手をしっかりと握り返し、小さく微笑ほほえんだ……。



　お化け屋敷を出たあと、かおるんとふたりでマキナの姿を捜したのだが、近くに彼女の姿はなかった。

　だいぶ動揺していたからな。もしかしたら遠くまで逃げて行ったのかも知れない。

　少し心配しながらマキナを捜していたところ、視界の端でなずなの姿を捉とらえた。

　見ると、なずなの隣にはマキナの姿があり、彼女はなずなに抱きついたまま小さく震えていた。おそらく、マキナはさきほどのお化け屋敷がよほど怖かったのだろうが、どうしてなずなまで青い顔をしているんだ？

「お前ら、どうしたんだ？」

　気になって声をかけると、なずなが目に涙を溜ためて近づいて来た。

「お兄ちゃん大変だよ。マキナちゃんがお化け屋敷で本物の幽霊を見ちゃったの。マキナちゃんが呪のろわれちゃったらどうしよう？」

　本気で心配しているのか、なずなはいまにも泣きそうな顔をしている。

　思わずオレは微苦笑をもらし、軽くなずなとマキナの頭を撫なでてやった。

「心配しなくても大丈夫だぞ。オレもマキナと一緒にいたけど、幽霊なんていなかったよ」

「え？　でも、マキナちゃんがお化け屋敷の鏡に幽霊が映ったって……」

「あれはただの演出だ」

「そうなの？」

　なずなが話を振ると、マキナは気まずそうに目を逸らし、誤魔化すように言った。

「た、確かにあれは演出だったわ。あ、あたしは全然怖くなかったんだけど、なずななら怖がるかと思って、ちょっと演技してみたのよ」

「……マキナちゃんひどいよ。どうしてそんなことするの？」

「うっ……ご、ごめんなさい」

　ウソをついたことに負い目があるのか、マキナは素直に謝った。しかし、

「許しません！　マキナちゃんにはお仕置きです！」

　言葉と共になずなはさっとマキナの背後に回り込み、彼女の脇わき腹ばらをくすぐりはじめる。

「あははは！　なずなやめて！　もうしないから！」

「にゃあにゃあ！」

「こ、こら、なずな、そこはだめよ……あははは！」

　笑い声をあげるマキナに、なずなはじゃれつくように抱きついて離れない。

　そんなふたりの様子を眺めていたところ、かおるんがゆっくりと近づいて来た。

「なんだか、楽しそうですね」

「ああ、そうだな。せっかくだから、かおるんも交ざってくれば――」

　そう言いかけて――思わずオレは言葉を止めた。

「……どうして、マキナ様はあんな風に甘えられるのでしょうか？」

　羨せん望ぼうの混じった瞳ひとみ、寂しげな横顔、噛かみ締しめられた唇。

　……正直、オレは戸惑っていたんだと思う。

　かおるんが、そんな表情を見せるなんて思っていなかったから……どうしたらいいのかわからなくなってしまった。

　ただ、かおるんはすぐにいつもの無表情に戻り、

「南なん条じよう様、どうしてそんなにも熱い瞳ひとみでわたくしを見つめるのですか？　もしかして、わたくに見惚れていましたか？」

　と、得意の冗談を飛ばした。

　だから、オレも安心してそれに応える。

「まあ、かおるんは綺き麗れいだからな。きっとかおるんのことをよく知らなかったら見惚れていたと思うぞ？　もしかおるんじゃなかったら惚れていたかも知れない」

「あの、それではもはや別人ですよ？」

「そうなんだよなあ……」

　オレは深いため息をつく。

「……なあ、なんでお前そんなに美人なのに、かおるんなの？」

「不満ですか？」

「大いにな」

　即答で返したところ、かおるんはわざとらしく泣き真似をした。

「ひどいです。あんまりです。わたくしもう泣いちゃいます」

「ああ、好きなだけ泣け。涙の数だけ強くなれるさ」

　面倒だったので適当にあしらうと、かおるんはむっと眉まゆを寄せて距離を詰めて来た。

「なんだ、どうした？」

「いえ、お言葉に甘えて南条様の胸で泣こうかと思いまして」

「……やめなよレディー。君に涙は似合わない」

「いいえ、南条様の胸で泣きます。泣くと見せかけてボディブローを叩たたき込むかも知れませんが、気にしないでください」

「はは、そんな熱烈なことをされたら、お礼に熱いキスをプレゼントするぞ？」

　笑いながら一歩後ずさるオレに、かおるんはぐいっと顔を近づけて言う。

「そのときはわたくしも熱いキスで応えましょう。もちろん舌も入れます」

「よすんだかおるん。そんなことをしたら、身体を重ねるたびに、唇がウソを重ねる関係になってしまう」

「……さっきから思っていたんですけど、南条様にキザなセリフは似合いませんよ？　どこか滑こつ稽けいに聞こえてきます」

「お前もさらりと傷つくことを言うなあ……」

「お互い様ですよ」

　などと話していると、

「忍しのぶ！　のんきにお喋しやべりなんかしてないでなずなを止めてよお！」

　マキナが助けを求めてきた。

　そこでオレは両手を伸ばし……マキナの脇わきの下をくすぐってみた。

「ひゃん！　な、なんで忍しのぶまでくすぐるのよ！」

　なんでと問われても、楽しそうだったからとしか答えられない。オレは無言でマキナをくすぐり続けた。

　するとマキナはさらに声をあげて笑い、大きく身じろぎをした。

　結果、マキナの豊かな両の胸が左右に揺れ動き、オレの掌てのひらに当たってしまう。

　ぷるんぷるんと掌に柔らかい刺激を覚えたオレは、慌あわててマキナの動きを止めようと思ったのだけど、

「きゃん！」

　気がつくと、オレは揺れ惑っていたマキナの両の胸を鷲わし掴づかみにしていた。

　……いやいや、確かに動いていたのは胸だが、ここは肩を掴むところだろうが。

　咄とつ嗟さの判断に身を任せた結果、とんでもないことをしてしまった。

　おそるおそるマキナに目を向けると、彼女はこの状況をまだ理解していないのか、きょとんとした瞳ひとみでオレを見つめている。

「えっと、その、なんだ。枕まくらにしたいような柔らかさですね」

「……え？　それって、あたしの胸を枕にして眠りたいってこと？　忍ったら大胆――じゃないわよ！　どさくさに紛れてなんてことをするのよ！　忍のエッチ！」

「いや違うんだ！　いまのはわざとじゃない！　これはあの、神の見えざる手というか、なんというか……」

　オレがしどろもどろになって言い訳をしていると、かおるんがそっと耳打ちしてきた。

「南なん条じよう様、ここは一か八か、さきほどのようにキザなセリフを言って誤魔化してみてはどうですか？　マキナ様ならそれで丸め込むこともできるかも知れませんよ？」

　……さすがにこの状況では誤魔化すこともできないと思う。

　だが物は試しだ。オレはマキナに熱い視線を送って口を開く。

「マキナ、オレが本当に触れたかったのは胸ではなく、お前の心なんだ。だけど失敗してしまったな。マキナのハートを掴もうと思ったら……君の魅力に触れてしまったよ」

　オレはオレなりに精一杯やったつもりだった。

　すぐになずなが「お兄ちゃん格好いい！」と言ってくれたが、マキナは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

　やっぱり怒っているのだろう。ここは素直に謝った方がいいな。

　そう思ったのだけど、マキナは俯いたままぽつりと言う。

「……なんで急に格好いいことを言うのよ。そんなのずるいわよ。怒るに怒れないじゃない。……忍のバカ」

　あれ？　まさか誤魔化されている？

　……う～ん、オレが言うのもなんだが、こんなことで誤魔化されたらダメだろう。

　少しマキナの将来に不安を感じていたところ、なずながオレの手を引いてきた。

「お兄ちゃんお兄ちゃん、せっかくだからみんなで観覧車に乗ろうよ」

「……それはいいけど、お前ルナたちと一緒じゃなかったのか？」

「ルナお姉ちゃんたちとは途中ではぐれちゃったの。いまから携帯でエルちゃんに連絡するから、待っている間に観覧車に乗ろう。マキナちゃんとメイドさんも一緒にね」

「……え？　メイドも一緒なの？」

　先ほどのお化け屋敷の一件があるせいか、マキナはちょっとイヤそうだった。

　そんなマキナの肩をかおるんは優しく叩たたく。

「大丈夫ですよ、マキナ様」

　言いながらかおるんは親指をグッと立てる。

「わたくし、観覧車で起きた怪談話も知っていますから」

「そ、そう。それは是非聞かせて貰もらいたいところだけど、残念ながらあたしは観覧車に興味がないのよ。あたしに構わず三人で行ってきなさい。エルニと聖ひじりにはあたしから連絡しておいてあげるわ。忍しのぶ、ケータイ貸して」

　かおるんの冗談を本気にして、見え透いたウソをつくマキナ。

　おそらく、自分が怖がっている姿をなずなに見られたくないのだろう。

　普段、なずなの前ではお姉さんぶっているからな、マキナは……。

　まあ気持ちは少しわかるので、オレは余計なことは言わず、マキナに携帯電話を手渡す。

「使い方はわかるか？」

「エルニから教わったから大丈夫よ。……あら、忍の待ち受けは猫なのね」

「ああ、そいつはうちで飼っている猫だ。いまは出張中の父さんと一緒にいるけど……別に待ち受けを変えてもいいぞ。マキナのセクシーな姿でも構わない」

「わかったわ。それじゃあさっそく写メを撮って――って、そんなことしないわよ！　さっさと観覧車に乗ってきなさい！」

　と、マキナに背中を押されるまま、オレたちは観覧車に向かった。

　タイミングが良かったのか、観覧車の前には数人の客しかおらず、オレたちはすぐに乗ることができた。

　そこでさっそくオレがシートに腰を下ろすと、

「にゃあ」

　なにを思ったのか、なずなが笑顔で人の膝ひざの上に乗ってきた。

　さすがに甘えすぎだろうとも思ったが、なずなが楽しそうだったので、オレはなにも言わず、ため息だけに留とどめる。

　すると、対面に座っていたかおるんがくすりと笑みをこぼした。

「南なん条じよう様はなずな様には甘いんですね」

「うん！　お兄ちゃんすごく優しいんだよ！」

「そうですか。では、わたくしも南条様に優しくしていただきたいので、これからは南条様のことを『お兄様』と呼びましょう」

　そう言ってかおるんはコホンと咳せき払ばらい。

「大好きですよ、お兄様」

　……いかん。演技だとわかっているのに、不覚にもときめいてしまった。

「お兄様、今度のお休みに海へ行きませんか？　わたくし、お兄様のために新しい水着を買ったんですよ？」

「悪いが興味ない。海にはほかのやつと一緒に行ってくれ」

「……なんだか、最近のお兄様は冷たいです。この前も知らない女の人と腕を組んで歩いていましたよね？　お兄様、あの人は誰だれなんですか？」

「君には関係のないことだ」

　かおるんから目を逸らし、オレは不可視のタバコに火をつける。

「……そうやって誤魔化すんですね。やっぱり……お兄様は浮気しているんですか？　わたくしとは遊びだったんですか？　あの夜の誓いも……ウソですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「君とはなにもなかった。そうだろう？」

　泣き声混じりのかおるんに、オレは冷笑を浮かべて返した。

　途端、かおるんはわざとらしく泣き崩れる。

「ひどいです！　わたくしに妹プレイまで強要しておいてあっさり捨てるなんて！　お兄様の鬼畜！　淫いん獣じゆう！　おっぱい星人変態紳士メイドフェチ！」

「……ちょっと待て。誰だれが鬼畜だ淫獣だ！　勝手なことを言うな！　大体、妹プレイってなんだよ！　そんなもん強要した覚えはないぞ！」

　思わずオレは役柄も忘れて叫んだ。

　しかし、かおるんはオレを無視してなずなに縋すがりつく。

「なずな様、お兄様がいじめます。助けてください」

「こら、なずなを巻き込むな。かおるんはお兄様禁止だ」

「……残念です」

　何故か小さく肩を落とすかおるんだった。

　と、そこでなずなが提案するように手をあげる。

「それじゃあ、お兄ちゃんがメイドさんのこと『お姉ちゃん』って呼んであげたらどう？」

　どうしてそんな話になる？　疑問だったが、かおるんが期待したような顔をしていたので、とりあえずそれに応えてみることにした。

「薫かおるお姉ちゃん」

「はい、なんですか？　お姉ちゃんの胸で甘えたいんですか？　それとも頭を撫なで撫でして欲しいんですか？　もう、忍しのぶちゃんは本当に甘えん坊ですね」

　頬ほおを赤くしてそんなことを言い、かおるんは人差し指を立てる。

「南なん条じよう様、もう一度お願いします」

「……薫姉さん」

「いえ、『姉さん』ではなく『お姉ちゃん』でお願いします」

　かおるんは妙な拘こだわりを見せ……結局オレは何度も『薫お姉ちゃん』とリプレイすることになった。しかし途中でかおるんが「……なんだか身体が熱くなってきました」と、色っぽくも変なことを言い出したので、軽く無視することした。

　オレはかおるんから目を逸らし、なずなと一緒に観覧車の窓に視線を向ける。

「うわー、高いねー、お兄ちゃん」

「おう。まるで――人がゴミのようだ！」

「本当ですね。……ときにおふたりとも、この観覧車――最高のショーだと思わんかね！」

　似てない物真似をするオレとかおるん。

　そんなオレたちを見て、なずなは嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「わたしそれ知ってるよ！　天空の城ラピ○タだ！　ム○カ大佐だ！」

「わかったのなら跪ひざまずけ！　命いのち乞ごいをしろ！　小僧から石を取り戻せ！」

　オレが物真似を続けたところ、なずなは真面目な顔をして叫んだ。

「――ワロス！」

「いえ、なずな様、滅びの呪じゆ文もんは『ワロス』ではなく『バルス』です。この呪文を唱えたら、南なん条じよう様も『目がぁ、目がぁあああ～！』ですよ」

「じゃあお兄ちゃん――バルス！」

「――黙れ小僧！」

「あの、南条様？　作品が変わっていますよ？　それはもののけのお姫様の方です」

「黙れ豚！」

「雌めす豚ぶたとはあんまりです！」

　いや、誰だれもそこまでは言っていない。

「……というか、なんでオレたちは観覧車の中で普通にだべってんだ？」

「全然景色見てないね」

　なずなが苦笑すると、かおるんが小さく頭を下げた。

「申し訳ありません。わたくしの面白トークが南条様となずな様を魅了してしまったばかりに、観覧車本来の楽しみ方を見失わせてしまって……」

「自意識過剰にもほどがある!?」

「……南条様、わたくしの真似をしないでください」

「そうだよ。お兄ちゃんメイドさんに失礼だよ。メイドさんのお話すごく面白いのに……」

「え？　あ、あの、ありがとうございます」

　褒ほめられるとは思っていなかったのか、かおるんは微かに頬ほおを赤くする。

「なんだ、照れてるのか？」

「ち、違います。変なことを言わないで下さい。そして変なのはその顔だけにして下さい」

「変な顔とか言うな。これでも一部の人たちからはイケメンと評されているんだぞ？」

「誰ですか？　その奇特な人たちとは？」

「わたし！」

　かおるんの問いに、なずなが元気いっぱいに手をあげて答えた。

「……えっと、ほかには？」

「このオレ」

「ほかには？」

　その残酷な問いかけに対して、オレは沈黙するほかなかった。

「……もしかして、それだけですか？」

「それだけです」

　頷うなずいて返したところ、かおるんは小さくため息をついた。

「……寂しいですね」

「同情するなら愛をくれ」

「いいんですか？　わたくしの愛は高いですよ？」

「……お金で買える愛なんて、要いらないさ」

　ちょっと格好つけて言うと、かおるんはやれやれと肩をすくめた。

「南なん条じよう様はわがままですね」

「おう、愛のままにわがままに、オレはオレだけを傷つけない」

「――なずな様見てください。鳥が飛んでいますよ」

「おい、ボケたんだから無視しないで突っ込んでくれよ」

　一抹の寂しさを感じつつも、オレもふたりに倣ならって再び窓の外に目を向ける。

　それから、オレたちはお喋しやべりをやめて普通に観覧車を楽しんだ。

　なずなもかおるんも、窓から見える景色を眺めては小さく歓声をあげ、観覧車を堪たん能のうしているようだった。

　だけど、観覧車が頂点を過ぎて降下していく中、

「……なずな様にひとつお聞きしたいことがあるのですが」

　と、かおるんがおずおずと切り出した。

「なずな様は、牛うし女おんな様――いえ、ルナ様とマキナ様のことは、その、ご存知なのですか？」

「ん？　どういうこと？」

「それはルナ様たちが、あの……」

　言葉を詰まらせるかおるんを見て、なずなはなにかを察したのだろう。少しだけ真面目な顔をして口を開いた。

「ルナお姉ちゃんとマキナちゃんが悪魔だってことは、知ってるよ」

「ご存知だったのですか」

　かおるんはわずかに目を見開き、躊躇ためらいがちに訊たずねる。

「……なずな様は平気なのですか？　おふたりは悪魔なんですよ？　怖いとは思わないのですか？」

「そんなこと思わないよ。だって、ルナお姉ちゃんもマキナちゃんも優しくて、わたしとも一緒に遊んでくれるもん。それに――」

　一度言葉を切り、なずなは笑顔で言った。

「ふたりともわたしの家族だから。悪魔なんて関係ないよ」

「……家族、ですか」

　なずなから目を逸らし、どこか羨うらやむようにかおるんは言う。

「マキナ様なら、喜んでそれを受うけ容いれるのでしょうね」

「え？　ルナお姉ちゃんは違うの？」

「ルナ様は、わたくしと少し似ていますから」

　寂しそうに笑い、かおるんは再び窓の外に視線を戻す。

　その横顔を見たとき、どうしてか胸が痛んだ。

　なずなもオレと同じ思いだったんだろう。オレもなずなも、さっきの言葉の意味を訊きき出せないまま観覧車を降りることになった。

　そしてオレたちがゴンドラから出たとき、

「南なん条じよう様、わたくしはそろそろ五ご行ぎよう家に戻ろうと思います」

　かおるんがぽつりともらした。

　当然オレは驚き、かおるんに目を向ける。

「……どうしてだ？　お前は、聖ひじりの家から逃げて来たんだろう？　戻ったら、イヤな目に遭あうって言ってたじゃないか……」

「あれは全部ウソです。ですから南条様、わたくしのことは気にしないでください」

　かおるんは無表情を崩して、無理をしたように笑う。

「……わかりやすいウソをつくなよ。放っておけるわけない――」

「南条様、もういいんです。わたくしは、お嬢様にご迷惑をかけたくありません」

　オレの言葉を遮さえぎり、かおるんは視線を移す。

　彼女の視線を追うと、そこにはルナに聖、そしてマキナとエルニの姿があった。

　おそらく、マキナの連絡を受けて集まって来たのだろう。

　オレたちの視線を受け、みんなを代表するように聖が近づいてくる。

「薫かおるさん、父さんから話は聞いた」

「ご迷惑をかけて申し訳ありませんでした。すぐに旦だん那な様のところに戻ります」

「戻らなくていい」

「……え？」

　凛りんとした表情で、聖は両手で優しくかおるんの手を包み込む。

「私がなんとかする。だから、もう逃げないで欲しい」

　――聖がかおるんを追いかけて来た理由。それはかおるんのことを想っての行動だった。きっと、聖ははじめからかおるんに協力するつもりだったのだろう。

　ただ、聖の気持ちはかおるんに十分伝わったはずなのに、

「ありがとうございます、お嬢様」

　どうして、かおるんはあんな風に寂しげな表情を浮かべるのだろうか。

　その理由がわからず、かおるんの表情だけが強く心に残った……。
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　それから、オレがかおるんを爺じいちゃんの別荘に匿うつもりだと話したところ、聖ひじりは自分も連れて行って欲しいと言い出し、ルナたちも聖の意見に同調した。

　しかし、かおるんが乗って来た車ではオレたち全員は乗れなかった。そこでオレたちは二組に分かれ、母さんとかおるんの車に乗って別荘を目指す。

　その道すがら、食料品を買うためにオレたちは大型デパートに立ち寄った。

　そこで母さんが別荘の近くで遊べる川があることをみんなに話したところ、女性陣たちは口々に『水着を買いたい』などと言い、オレを引っ張って水着売り場へと移動。

　水着売り場に辿たどり着つくと、女性陣たちははしゃいだ様子で水着を選びはじめる。

　一方、ものの数分で水着を購入したオレは、見事に暇ひまを持て余していた。

　とくにやることも思い浮かばず、ぼんやりと水着売り場の様子を眺めていたところ、

「忍しのぶさん、忍さん」

　不意に後ろから声をかけられた。

　振り返ると、ルナが試着室のカーテンから顔を覗のぞかせている姿が見えた。

　そこからルナは控え目に手招きをしている。

「どうした？　セクシーな水着姿でも見せてくれるのか？」

　軽い口調で訊たずねるオレに、ルナは頬ほおを赤く染めて小さく頷うなずく。

「エルニちゃんが勧めてくれた水着なんですけど、見てくれますか？」

「え？　エルニが？」

　……それって大丈夫なのか？　すごくイヤな予感がするぞ？　ルナがスクール水着とか着てたらどうしよう？

　そんなことを考えていると、ルナがゆっくりと試着室のカーテンを開けた。

　途端、目に飛び込んできたのは、過激な水着を身につけたルナの姿。

　細いＹ字の紐ひもがかろうじて大事なところを隠してはいるが、ほとんど裸と言ってもいい状態である。

　張りのある、メロンのような大きさの胸はその形をはっきりとオレにさらし、胸の谷間はもちろん、横乳も下乳も露出されている。さらに、きゅっとくびれた腰に可愛らしいおへそ、きわどいハイレグからすらりと伸びた美脚も目に眩まぶしい。

「どうですか、忍さん？」

　真っ赤になりながら、ルナは前屈みになってポーズを取った。

　するとオレの眼前で豊かな両胸がぷるんと揺れ動き、細いＹ字の紐がずれて胸の中心部がはみ出てしまう。

　つまり、丸見えである。

　ルナはそれに気づいていないのか、不安そうな顔をして訊ねてくる。

「あの、やっぱり変ですか？」

「いや、変じゃない。すごく綺き麗れいだよ。触りたいぐらいだ」

「触りたいぐらい？」

　目を皿にして力説するオレの視線を受け、ルナは自分の胸元に目を落とす。

　瞬間、自分のあられもない姿に気づいたルナは見る見るうちに赤くなり、小さく悲鳴をあげてオレに背を向けた。

　だがその結果、今度は美しい桃もも尻じりがオレの目の前にさらされることになった。

　しかも、ハイレグの水着がお尻からずり落ちそうになっており、柔らかそうなお尻が半分見えてしまっている。

　思わず息を呑のんだオレだったが、紳士らしく素早く試着室のカーテンを閉めた。

　名な残ごり惜おしかったことは言うまでもない。

　――それにしてもだ。あの水着は大胆すぎるだろう。

「ひょっとして、ルナは露出することが好きなのか？」

「ち、違います！　本当はすごく恥ずかしかったんですよ？　でも、この水着なら忍しのぶさんが喜んでくれるって、エルニちゃんが教えてくれましたから……」

　独り言が聞こえてしまったらしく、カーテン越しにルナが慌あわてたように声をあげた。

　確かに、ルナの気持ちはすごく嬉うれしい。だけどだ。

「ルナ、できればでいいんだけど、その水着で人前に出るのはやめてくれないか？」

「……え？　どうしてですか？」

「複雑な男心を察してやってくれ」

　ルナの過激な水着姿を、オレ以外の野郎に見られるのはイヤだ――なんて言えるはずもなく、オレは曖あい昧まいに濁にごしたのだが、

「はい。わかりました」

　ルナはあっさりと了承。

「私も忍さん以外の男の人にこんな姿は見られたくないです。だって私は忍さんの――」

　紡つむがれるルナの言葉にオレの胸は高鳴り、

「忍さんだけの、奴隷ですから」

　……期待はため息へと早変わりした。

　オレは肩を落とし、試着室に背を向けながら口を開く。

「ルナ、奴隷はもうやめろ。せめてメイドにしろ、メイドに」

「えっと、それだと薫かおるさんが怒るような気がします……」

　……そうだな。かおるんなら怒りかねない。

「だったらお姉ちゃんにしとけ」

「え？　お姉ちゃんですか？　忍さんは、私にお姉ちゃんになって欲しいんですか？　それなら、これから忍さんのことは、『忍ちゃん』って呼びますね」

「違う違う！　そういう意味じゃない！」

　思うように自分の気持ちが伝わらず、オレは首を横に振って腕を組む。

　う～ん、かなり恥ずかしいが、この際だからはっきり言っておくか。

　オレは小さく深呼吸をしたあと、ゆっくりと口を開いた。

「……ルナ、オレはお前のことを奴隷だなんて思っていない。お前は、オレの大切な家族だ。オレもなずなも母さんも、そう思ってる。だから、もう奴隷はやめてくれ」

　もう自分のことを奴隷だなんて言って欲しくなかった。

　ルナにそんなことを言われると、拒絶されているみたいで悲しくなる。

　その思いをしっかりと伝え、オレは試着室に背を向けたままルナの言葉を待った。

　すると、勢いよく試着室のカーテンが開く音が響き――気がつくと、ルナがオレの背中に抱きついていた。

「ル、ルナ？」

　背中に当たる大きな胸の弾力感と温かさに動揺していると、ルナはオレの肩に手を載せて背伸びをし、

「ありがとうございます、忍しのぶさん」

　そっと、オレの頬ほおにキスをした。

　唇の柔らかさに頬が熱くなり、胸の鼓動が早鐘を打つ。

　……ダメだ。恥ずかしさに耐えられそうにない。

「そ、それじゃあ、そろそろオレは失礼させてもらう。もう奴隷だなんて言うなよ。風邪引くなよ。歯ぁ磨けよ。また来週！」

　照れ隠しのために冗談を飛ばし、オレは逃げるように試着室から離れた。

　ただ、少しルナの様子が気になって振り返ってみると……彼女は満面の笑みを浮かべていた。その嬉うれしそうな笑顔につられたのか、気がつくとオレも笑みをこぼしていた……。



　ルナと別れたあと、オレは水着売り場の近くにあったベンチに腰を下ろした。そして、みんなの買い物が終わるのを待っていると、聖ひじりが水着売り場から出てきた。

　聖は胸に紙袋を抱いており、オレに気づくと微笑ほほえみを浮かべて近づいてくる。

「忍くん、もう買い物は終わったのか？」

「ああ、そうだけど……聖も？」

「うん、薫かおるさんが水着を選んでくれたんだ。これで忍くんに喜んでもらう――じゃなくて！　忍くんを誘惑する！」

「へえ、よかったな……。それでそのかおるんは？」

　誘惑云うん々ぬんを完全にスルーしたところ、聖は少しだけ残念そうな顔をして答えた。

「薫さんなら、食料品を買いに行ったけど……」

「そうか」

　相あい槌づちを打ちながらオレはふと思った。

　ちょうどいま聖ひじりとふたりきりだし、かおるんのことを訊きいておこうと。

「なあ聖、かおるんはどうして聖の家から逃げたんだ？」

「……え？　もしかして、薫かおるさんからなにも聞いていないのか？」

「いや、家の主人にイヤがることを強要されたとは聞いているが、具体的なことは教えてもらってないと思ってな……」

「そっか。それなのに薫さんを助けてくれたのか。やっぱり、忍しのぶくんは優しいな」

　こちらが照れるようなことを言い、聖はきちんと説明してくれた。

「以前忍くんには話したと思うけど、私たち退魔士は、薫さんのような人間と悪魔の間に生まれた半人半魔を保護・管理している。でもそれは形だけで、実際は自分たちにとって都合のいい道具として扱っているだけだ」

　どこか重い口調で、聖は話を続ける。

「だから、自分たちの仕事の役に立つようにと、彼等には訓練を受けさせるんだ。毎年この時期に彼等を一箇所に集めて、きちんと仕事がこなせるように指導している」

　訓練に、指導か。

　言葉の響きを聞く限り、合宿のようにも思える。

　しかし、あのかおるんが逃げ出すほどだ。それはよほど辛つらいものなのだろう。

　オレは黙って腕を組み、聖の話に耳を傾ける。

「半人半魔たちの数は多いから、全員が全員毎年の訓練に参加するわけじゃない。退魔の組織から呼び出しがかかったときだけだ。そして、薫さんも何度かは訓練に参加している」

　言いながら聖はわずかに表情を曇らせ、「だけど」と続ける。

「はじめて訓練から戻って来たときから、薫さんは私のことを名前で呼ばなくなった」

　言葉と共に、聖は強く拳こぶしを握り締める。

「なにがあったのか、薫さんは話してくれない。父さんも同じだ。薫さんがどんな訓練を受けたのか、誰だれも教えてくれない。でも、薫さんがどんな目に遭あったのか、なんとなくだけどわかる。だから、薫さんを訓練には参加させたくない」

　聖の言葉の端々から、かおるんへの想いが垣間見えた。

「……それに、少し嬉うれしかったんだ」

「嬉しかった？」

　オウム返しに訊たずねると、聖は小さく頷うなずく。

「薫さんは変な冗談ばかり言うけど、ああ見えて、いままでわがままを言ったことがないんだ。自分のことを私たちの道具だと思い込んでいるから、私たちに迷惑をかけることを嫌う。どんなことでも従ってしまう。私は、それがずっとイヤだった……」

　思い出すように言い、聖ひじりは表情を和らげて続ける。

「だから父さんから薫かおるさんのことを聞いたとき、確かに驚いたけど、それ以上に嬉うれしかった。薫さんがはじめてわがままを言ってくれたことが、嬉しかったんだ。私はいつも薫さんに頼ってばかりだから、薫さんの助けになりたくて、すぐに剣道部の合宿先から戻ってきた。だけど薫さんに会ったとき……わかってしまった」

　一度言葉を止めて、聖は力なく笑う。

「きっと、薫さんはすぐに戻るつもりだったんだ。薫さんはただ、訓練の前に忍しのぶくんと遊びたかっただけなんだと思う。はじめから、私たちに迷惑をかけるつもりなんてなかった」

　聖の話を聞いて、オレはふと思い出した。

　別荘に誘ったとき、かおるんが戸惑ったような表情を見せたことを。

　……聖の言う通り、かおるんははじめからすぐに聖の家に戻るつもりだったのかも知れない。だから、別荘より遊園地に行くことを優先したのだろう。

「薫さんはいつもそうなんだ。迷惑をかけてもいいのに、甘えてもいいのに、いつも一歩離れた場所から私たちを眺めている。こっちには、来てくれない……」

　――わたくしは、お嬢様にご迷惑をかけたくありません。

　不意に、かおるんの言葉が頭をよぎった。

　どうして、かおるんは距離を置いたままなんだ？　どうして、聖に手を伸ばさない？　どうして……聖の家族になろうとしない？

　それがわからず、オレは歯は痒がゆさを感じた。

　ただ、聖は小さく笑って言う。

「でも、私は諦あきらめるつもりはないんだ。この旅行中に、迷惑をかけてもいいって、甘えてもいいんだって、薫さんにちゃんと伝えたい。薫さんが私たちのことを家族だって思ってくれるまで、頑張る」

「そうか……」

　聖の言葉に、少し胸が軽くなった。

「だけど聖、旅行とは言っても、オレたちは逃げているわけだろう？　現実的な話、いつまでも逃げ続けるのは難しいと思うぞ？　なにか策はあるのか？」

　そう訊たずねるオレに、聖は「大丈夫だ」と笑顔を見せる。

「おそらく、退魔士たちが薫さんを連れ戻しに来るとは思う。だけど、訓練の期間は決まっているんだ。それが過ぎるまで逃げ続ければ……訓練には参加できなくなるはずだ」

「……訓練の期間はどれくらいなんだ？」

「昔、薫さんが訓練に参加したときは二、三週間程度で戻って来たから、そんなに長くはないと思うけど……」

　聖は苦笑混じりに言う。

「今年はよくても、間違いなく来年は警戒されてしまう」

「それじゃあ、来年は海外に高飛びしようぜ。国外逃亡だ」

「ふふ、それもいいかも知れないな。忍しのぶくんはどこか行きたい国はあるか？」

　オレが半分本気で提案した話に、意外にも聖ひじりは笑顔で乗ってきた。

　そこでオレたちはしばらく海外に思いを馳はせ、どこに行こうかなどと話し合っていた。

　だが話が一段落したとき、聖がおずおずと口を開く。

「あの、私も忍くんに訊ききたいことがあるんだけど……」

　そう前置きして、聖は真剣な表情で訊たずねてきた。

「今朝、私が忍くんに電話したとき、忍くんは薫かおるさんとなにをしていたんだ？」

　……ん？　まさか聖のやつ、かおるんが冗談であげたエロい声を電話越しに聞いて、素敵に勘違いしている？

「聖、あれはかおるんの悪戯いたずらだぞ？　オレは別になにもしてないからな？」

「本当か？　実は私には内緒で薫さんと、その、エッチなことをしてたんじゃないのか？」

「そんな事実はない」

　オレはきっぱり否定した。

　しかし、何故か聖は小さく頬ほおを膨ふくらませる。

「……なんだか怪しい」

「いや、なんでだよ」

「だって、忍くんは薫さんと仲がいいし、薫さんも忍くんのこと気に入ってるから……」

「へえ、それは光栄だな」

　素直に嬉うれしいと思ったのだが、なにが不満なのか、聖は拗すねたような顔をする。

「……忍くん、顔がにやけてる」

「そんな顔も魅力的だろう？」

「うん――って、違う！　そんなことはない！　あっ、でも魅力的じゃないわけでもなくて、えっと……いまは薫さんの話だ！　そんな格好いい顔をしても誤魔化されないぞ！」

　別に格好いい顔をしたつもりはないんだが……。

　聖の反応に少し驚いていると、彼女はぐいっと顔を寄せて近づいて来た。

　綺き麗れいに整った顔立ちが間近に迫り、清涼感のある匂においがほのかに漂ってくる。長い睫まつ毛げ、なめらかな頬、形のいい唇。オレがそれらに見惚れていたところ、聖はどこか不安そうな表情で口を開いた。

「忍くんは、薫さんのことをどう思っているんだ？」

「かおるん？　そりゃあ――」

「俺おれの愛人二号だろう。いまさらなに訊いてんだよ」

「そうだぞ聖。周知の通りかおるんはオレの愛人二号だ。一号はエルニで――って、んなわけあるか！」

　力いっぱい突っ込み、オレは勢いよく振り返る。

　……いつからそこにいたのだろうか、視線の先ではエルニが妙な顔をして立っていた。エルニはその妙な顔のまま続ける。

「ふむ。いま思ったんだが、俺おれの愛人はエルニだけで十分だな。かおるんには俺のメイドになってもらおう」

「おいエルニ、その変な顔はオレの物真似のつもりか？」

「にゃあ！」

　ビシッと、なずなのように敬礼をするエルニ。

「今度はなずなの物真似か？　ほんと、お前は物真似が好きだなあ」

　オレが肩をすくめると、エルニは笑顔で言った。

「忍しのぶ、ある物真似芸人が言っていたぞ。『物真似をするのは自分が好きな人だけだ』と。わたしもその物真似芸人と同じなんだ」

「……なにが言いたいのかよくわからんが、どうしたんだ？　なにか用なのか？」

「うん。忍たちを呼びに来たんだ。みんな待ってるんだぞ？　早く行こう」

　おそらく、オレと聖ひじりが話している間にみんなは買い物を終えたのだろう。

　みんなを待たせるのも悪い。オレはエルニに頷うなずいて返し、ベンチから腰をあげた。

　と、そのとき、聖が弱々しくオレの服の袖そでを引いた。

「忍くん、さっきの質問にまだ答えてくれてない。薫かおるさんのこと、忍くんはどう思っているんだ？」

「その質問の答えは……」

「答えは？」

　ごくりと唾つばを呑のむ聖に、

「……ＣＭのあとで」

　と、オレは冗談めかして返した。

　するとオレの冗談に合わせてか、エルニがナレーション口調で口を挟はさんできた。

「取り憑ついたのは銀髪少女!?　ある朝南なん条じよう忍が目を覚ますと、隣に見知らぬ銀髪の少女が眠っていた。忍が全く状況を理解することができない中、エルニと名乗る少女は自らを神だと言い……。学園ハートフルラブコメ『神ツキ！』。わたしの脳内で絶賛発売中！」

「……帯には『パクりじゃないよ、リスペクト』と書いておけよ」

　エルニの長いＣＭにそう突っ込み、オレは聖に、「かおるんのことは友達だと思っている」と普通に答えた。

　それからオレたちはみんなと合流したあと、母さんとかおるんの車で爺じいちゃんの別荘に向かった……。



    

  
    
      


第二章　嫉妬の理由



　車に揺られて辿たどり着ついた爺じいちゃんの別荘。

　片田舎のため、周囲は瑞みず々みずしい緑に囲まれており、近くにはコンビニはおろか、自動販売機さえなかった。

　母さんは用事があるらしく、『帰るときに連絡してちょうだい』と言い残し、そのまま車で来た道を戻って行く。そこでオレたちは母さんの車を見送った後、別荘の中に入った。

　しかし意気揚々と別荘に入ったものの、長らく使っていなかったせいか、中は予想以上に汚れていた。

　幸いなことに、電気やガスは通っているようだが、さすがに掃除が必要だろう。

　そう判断したオレたちはリビングに集まり、みんなで掃除の割り当てを考えていたところ、かおるんがぽんと手を叩たたいた。

「皆様、いいことを思いつきました。ここは――」

「みんな、じゃんけんで割り当てを決めようぜ」

　また妙なことに巻き込まれては堪たまらない。オレはかおるんの言葉を遮さえぎり、このまま穏やかな方法で掃除の割り当てを決めようと思った。

　だが、それを許してくれるほどかおるんは甘くなかった。かおるんはさっとオレの背後に回って人の首に腕を回し、みんなに向かって脅おどすように言う。

「皆様動かないでください！　騒ぐと南なん条じよう様の命はないですよ！」

「……命がないって、お前なにをするつもりだよ？」

「口ではとても言えないような恥ずかしいことをします」

　どうしてそこで色っぽい微笑ほほえみを浮かべるんだ？

　正直やめて欲しい。さっきから背中にかおるんの柔らかい胸が当たっているし、かおるんからはいい匂においがするしで……冗談だとわかっているのに少し落ち着かない気分になる。

　そんなオレに構わず、かおるんは楽しげに人の頬ほっぺたをつんつんしながら続ける。

「皆様、南条様の命が惜おしければ大人しくわたくしの言うことに従ってください」

　いつものように強引に自分の意見を通そうとするかおるんだったが、みんなの反応は思いのほか冷ややかだった。

「ふたりとも遊んでないで、早く掃除するわよ」

「お兄ちゃん、メイドさん、真面目にしようね」

　マキナに呆あきれたように言われ、なずなからは注意を受けてしまうオレとかおるん。

　さらにルナと聖ひじりも苦笑を浮かべており、誰だれも相手にしてくれないようだった。

　まあ、エルニだけはさり気なくかおるんに交じってオレの頬ほっぺたを引っ張って遊んでいたのだけど……。

「……作戦は失敗だな」

　オレは胸を撫なで下ろし、かおるんに声をかけた。

　するとかおるんは何を思ったのか、オレの首に腕を回したままぎゅっと強く抱きつき、人の背中に弾力感溢あふれる胸を押し当てた。さらに綺き麗れいな顔を近づけ、細くしなやかな指でオレの顎あごを撫であげる。そしてみんなに視線を向けて言うのだ。

「皆様が構ってくれませんので、腹いせに南なん条じよう様の唇を奪います」

　瞬間、聖ひじりとルナが慌あわてて叫んだ。

「薫かおるさんダメだ！　忍しのぶくんに変なことをしないでくれ！」

「そうです！　やめてください！　なんでも言うことを聞きますから……！」

　聖とルナの言葉を受け、かおるんは妖あやしく笑う。

「それでは、これから皆様にはゲームに参加していただきます」

「ふふふ、みんな覚悟しろ。闇やみのゲームのはじまりだぞ？」

　何故かエルニが脅おどすように言うと、かおるんは「まさにデスゲームです」と続ける。

　……なんだ、こいつらバトルロワイアルでもおっぱじめるつもりなのか？

　思わずオレは顔をしかめて口を挟はさむ。

「おい、あまり危ないことはするなよ？」

「大丈夫ですよ南条様。ゲームとはいっても、掃除で勝負をつけますので」

「掃除？　デスゲームとか言ってたわりにはずいぶんと平和的だな」

「はい。ですから安心してください」

　そう言ってかおるんはみんなを見渡し、ゲームの説明をはじめる。

「これから皆様で協力して掃除をするわけですが、効率をあげるため、勝負形式に致しましょう。一番の功労者には素敵な特典を、逆に頑張りが足りなかった方にはペナルティを与えます」

「……ペナルティ？　なんだよそれ？」

　気になって訊たずねたところ、かおるんは再び妖しく笑って答えた。

「見たところ、ベッドのある部屋はすべて相部屋になっているようですので、最下位の方はわたくしと相部屋になっていただきます。その際にはエッチなことをしますので、寝込みを襲われないように気をつけてください」

「まさにデスゲームだな……」

　オレが小さく震えて返すと、かおるんは人の頬っぺたを軽くつねって続けた。

「一方優勝者には、南条様と相部屋になる権利をもれなくプレゼントです。もしかしたら、『布団はひとつ、枕まくらはふたつ』的な展開があるかも知れませんよ？」

「いやねえよ。そんなゲームは却下だ却下」

　オレはすぐさまゲームの中止を訴えた。しかし、

「た、確かに、メイドの言う通り勝負にした方が掃除の効率はあがるわね」

「そうですね。掃除は早く済ませた方がいいです」

　マキナとルナはそわそわした様子で口々に言い、ゲームに賛成の様子。そして、聖ひじりも頬ほおを赤く染め、オレを見つめて言った。

「私は忍しのぶくんと一緒の部屋になりたいから……頑張る」

　途端、ルナとマキナが同時に振り返り、抗議するように聖に目を向ける。

「五ご行ぎようさん大胆すぎます！　ひとりだけずるいですよ！」

「そうよ！　聖のエッチ！　ムッツリスケベ！」

「わ、私はムッツリスケベなんかじゃないぞ！　それに、私は忍くんの婚約者だから、相部屋でも問題ないはずだ！」

「そんなことありません！　大問題です！　私だって忍さんといっぱいお話がしたいんですよ！　五行さんには負けません！」

「お姉さまの言う通りよ！　どうせまた忍を誘惑するつもりなんでしょう！　そんなことさせないからね！」

　ルナとマキナがそう言うと、かおるんがぽんと手を叩たたいた。

「それでは、話もまとまったことですし――ゲームスタートです！」

　かおるんが開始の合図をすると、ルナと聖とマキナはやる気満々な様子でリビングを飛び出して行った。

　もう止めても無駄だろうな……。

　オレはため息をもらしつつも、最後の抵抗を試みる。

「……ちなみに、このゲームでオレが優勝したらどうなるんだ？」

「なにを言っているのですか？　女性限定なので、南なん条じよう様にゲームの参加権はありませんよ？」

「ひでえ扱いだな、おい……」

　少し不満だったが、実際に勝負してもルナや聖には勝てそうになかったので、オレはゲームの参加を諦あきらめ、リビングに残ったなずなとエルニに声をかけた。

「それで、お前らはゲームに参加しないのか？」

「うん。残念だけど、ルナお姉ちゃんには勝てないと思うから……」

「そうか。エルニは？」

「神はお腹がすいて力が出ないからやめておく」

「……まあ、たとえお前がハラペコじゃなくても、結果は変わらないと思うけどな」

「そうだな」

　笑顔で認めてしまうエルニだった。

　と、そこで、同じくリビングに残っていたかおるんが口を開いた。

「エルニ様、なずな様、いまから夕食の準備をしますので、よろしければお手伝いしていただけないでしょうか？」

「にゃあ！」

　なずなが敬礼で返すと、エルニも真似して「にゃあ！」と敬礼で返した。

　そして、ふたりはかおるんに連れられてキッチンへと向かう。

　オレも三人について行き、一緒にキッチンの掃除をしながらかおるんに声をかけた。

「なあ、かおるんはゲームに参加しないのか？」

「はい、面倒くさい――コホン！」

　誤魔化すように咳せき払ばらいをひとつすると、かおるんは相変わらずの無表情で言った。

「わたくしは最下位の方と相部屋になることになっていますので、ゲームに参加しても意味はありませんから」

「そうか。いまちょっと本音が垣間見えたような気がしたけど、気にしないことにするよ」

　そう返してオレは掃除を続けた。そしてそのあと料理の手伝いもしようと思ったのだが、かおるんがオレの背中を押してキッチンから追い出そうとする。

「おい、なにするんだよ。オレにも手伝わせてくれ」

「南なん条じよう様、男子厨ちゆう房ぼうに入らずですよ。ぶっちゃけ邪魔なので、リビングでテレビでも見ててください」

「邪魔なんて言うなよ。これでも応援とかつまみ食いとかは得意だぞ？」

　振り返って胸を張ってみたところ、かおるんは呆あきれたような表情を見せた。

「迷惑なのでお帰りください」

「……かおるん、確かにオレはたいして役に立たないかも知れない。だけど、やる気だけなら誰だれにも負けるつもりはない。受け止めてくれ、この熱い想いを」

「火傷やけどさせないでくださいね。ぽっ……」

「…………寒いな、この会話」

「そうですね。これ以上寒くなったら風邪を引きそうなので、南条様は早く出て行ってください」

「待て待て。真面目にやるからオレにも手伝わせてくれ。暇ひまなんだよ」

　などと言ってかおるんと話をしていると、視線の先でエルニがお刺身のパックを開け、中身のマグロをつまみ食いしている姿が見えた。

「あっ、エルちゃんなにしてるの。勝手に食べちゃダメだよ」

　すぐになずなが注意したが、エルニは気にした様子なく笑顔で返す。

「なずにゃん、これすごく美味しいぞ！　なずにゃんも食べてみたらどうだ？」

「あのねエルちゃん、みんなで一緒に食べたらもっと美味しくなるんだよ？　ああ、エルちゃんお刺身落としちゃってる」

　なずながまな板に転がった一切れのマグロに目を向けたところ、エルニは誤魔化すように言った。

「おお、こいつまだ生きてるな」

「もう、エルちゃんあんまりふざけていたらダメだよ。エルちゃんおすわり！」

　なずなに怒られたエルニは、反省した様子でその場に正座した。

　その様子を眺めていたかおるんは、オレに視線を戻してため息混じりに言う。

「南なん条じよう様、こちらはエルニ様だけで手一杯なので、早くお帰りください」

「……はい、うちのアホが迷惑かけてすみません」

　何故かオレが恥ずかしい気持ちになり、かおるんに頭を下げてキッチンをあとにした。

　その後暇ひまだったので、庭に出て日課のトレーニングをこなしたあと、何気なくリビングに顔を出すと、そこにはすでに先客の姿があった。

　その先客――聖ひじりは、どうしてかかおるんと同じメイド服を着ており、真剣な表情で掃除をしている。

「よお、頑張ってるな」

　声をかけたところ、聖は作業の手を止め、笑顔で近づいて来た。

「どうしたんだ忍しのぶくん？　もしかして、私のことが気になったのかな？」

「はは、まさか」

　手を振って笑顔で否定すると、聖はしゅんと肩を落とした。

「……忍くんはさらりと傷つくことを言う」

「気にするな。オレなりの愛情表現だ」

「そ、そっか。なんだか嬉うれしいな……」

　……え？　なにその反応？　冗談だぞ？

　驚くオレに構わず、聖は微笑ほほえみを浮かべて言う。

「忍くん、私、頑張って優勝して……今夜こそはちゃんと忍くんを誘惑する。だから、その、楽しみにしていて欲しい」

「――それはそうと、そのメイド服どうしたんだ？」

　再び誘惑云うん々ぬんをスルーすると、聖は「また流された！」と悲しげな声をもらしたあと、きちんと説明してくれた。

「この服は薫かおるさんが貸してくれたんだ。掃除するならこの格好の方がいいからって……」

「へえ、そうなのか」

　相あい槌づちを打って、オレは改めて聖に目を向ける。

　……ふむ、よく似合っていて可愛いな。

　黒のロングスカートに真っ白なエプロン。頭にはきちんとメイドカチューシャが装備されており、とても魅力的だった。

　オレがじっと見つめていたところ、聖ひじりは恥ずかしそうに身じろぎをして、わずかに躊ちゆう躇ちよしたあと口調を変え、窺うかがうように訊たずねてきた。

「ど、どうですか、ご主人様。おかしくないですか？」

「…………聖。いまオレのことをなんと呼んだ？」

「ご主人様って、呼びました」

「……もう一回頼む」

「はい、ご主人様」

「ワンスモアプリーズ」

「ご主人様」

　聖ににっこり笑顔で言われ、もの凄すごい勢いでテンションがあがっていく。

「なんか、一家に一人欲しい感じだな」

「ほ、本当か？　忍しのぶくんが望むのなら、この格好で忍くんの家も掃除するぞ？」

　それはかなり嬉うれしい気がする。その絵を想像するだけで頬ほおが緩ゆるみそうだ。

　だけど、よく考えてみればそんなことをしてもらう必要はなかった。

「聖、気持ちは嬉しいんだが、うちにはルナがいるから大丈夫だ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ルナさんに負けた!?」

「いやいや、勝つとか負けるとかじゃなくて、うちはルナがしっかり掃除してて綺き麗れいだから、聖ひじりが来て掃除する必要はないんだよ」

　ショックを受けた様子の聖に慌あわててフォローしたところ、彼女はぐいっと顔を近づけて言った。

「それなら、私は忍しのぶくんの部屋を掃除する」

「結構です」

　即答で返すと、聖は悲しげに眉まゆ尻を下げる。

「どうしてだ？　たとえ忍くんの部屋でエッチな本を見つけても、その、私は捨てたりなんかしないぞ？」

「そういう問題じゃないんだよ。それに、これでも部屋は綺麗にしているんだ。掃除の必要はない」

「……そうか。残念だな」

　小さく肩を落とす聖。

「……ふむ、断ってばかりなのも申し訳ないから、代わりにオレが聖の部屋を掃除してやろう」

「そ、それはダメだ！　遠慮する！」

　オレの提案を受け、顔を赤くして断る聖。

　そこでオレは聖の肩に手を載せて優しく言う。

「大丈夫だぞ、聖。たとえ聖の部屋でエッチな本が見つかったとしても、オレは浅あさ田だのように盗んだりなんかしないからな」

「そういう問題じゃないんだ！　あんな本忍くんには見せられない！」

「……あんな本ということは、聖もエッチな本を持っているということか？」

　意外に思って訊たずねると、聖は耳まで真っ赤になり、慌てて両手を振る。

「違うんだ！　あれは薫かおるさんが『これで男心を学んでください』って言って貸してくれた本で、私のものじゃない！　それにすぐ返すつもりだったんだ！」

「でも、聖はエッチだから、なかなかエロ本を手放せないと？」

「そうじゃない！　返すタイミングがなかっただけなんだ！」

　顔を真っ赤にするだけではなく、目に涙まで溜ためて必死に否定する聖。

　さすがに少しからかいすぎたか。

　オレはそっと聖の頭に手を伸ばす。

「聖、冗談だから、そんなに慌てなくても大丈夫だぞ」

　言いながら軽く聖の頭を撫なでたあと、オレは彼女に背を向ける。

「それじゃあ、これ以上長居すると掃除の邪魔になりそうだから、オレはもう行くよ。掃除頑張ってくれ」

「あっ、うん。頑張る……」

　背中で聖ひじりの返事を聞きつつ、リビングを出てぶらぶらと家の中を歩いていたところ、今度はマキナと出会った。

　マキナは聖に対抗してか、紺のメイド服に身を包んでおり、一生懸命な様子で廊下の雑ぞう巾きん掛けをしている。

　そしてマキナが着ているメイド服は以前料理対決で使用していたものであり、胸元が大胆に開いていた。

　そのため、前屈みで雑巾掛けを行っているマキナの胸元からは深い谷間が見え、メイド服からこぼれんばかりに豊かな胸が揺れ動いている。

　――気がつくと、オレはたゆんたゆんと暴れ回るけしからん水すい蜜みつ桃とうを凝視していた。

　このままいつまでもそれを眺め続けていたいところだが、いくらなんでもそれは失礼だろう。我に返ったオレは、慌あわててマキナの胸元から目を逸らす。

　と、そのときマキナと目が合った。

　するとマキナは腰をあげ、微かに笑みを浮かべて駆け寄って来た。そして豊かな胸を張って自慢げに言う。

「どう？　綺き麗れいになったでしょう？」

　褒ほめて欲しそうな顔をするマキナ。

　オレは頬ほおを緩ゆるめ、そっとマキナの頭に手を伸ばした。

「よく頑張ったな。偉い偉い」

「えへへ――って、子供扱いしないでよ！」

　怒ったように言うマキナだったが、オレの手を振り払うことなく、されるがままである。

　ちょっと可愛い。

「マキナの髪はサラサラだな――そりゃ！　ツインテ！」

「も、もう、人の髪の毛で遊ばないでよ……」

　マキナにそう言われたので、今度は彼女の頬ほっぺたを突っついてみた。

「おお、髪の毛はサラサラ。そして頬っぺたはぷにぷにだ」

「こ、こら。頬っぺたもダメよ」

「……頬っぺたもダメなのか。ならば仕方がない。おっぱいで我慢しよう」

「ええ、おっぱいにしておきなさい。敏感だから優しく触るのよ――って、なに言い出すのよ忍しのぶ！　おっぱいはダメなんだからね！」

　両腕で胸を隠し、慌ててオレから離れるマキナ。

　聖同様少しからかい過ぎたようだ。マキナは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

　すぐに謝ろうと思ったのだけど、マキナは俯いたまま小さな声で言った。

「……あ、あの忍しのぶ、突然でびっくりしたけど、忍がどうしてもって言うのなら、特別に触らせてあげてもいいわよ？」

　マジか？　一体どういった心境の変化だ？　なんでマキナはこんなにも優しいんだ？

「……まさか、これは罠わなか!?」

「ふふ、見抜かれてしまっては仕方がないわね――って、違うわよ！　別に罠なんかじゃないから、触りたいのなら、触ればいいじゃない……」

「いいのか？」

「ええ。でも、その代わり触ったあとはもっとあたしに優しくしなさいよ？　なずなみたいにいっぱい頭も撫なでて欲しいし、それに……」

　マキナの話を聞く限り、彼女が意外に甘えん坊だということがわかった。だが、

「……なんか、面倒くさそうだからいいや」

　オレは爽さわやかな笑顔を浮かべてそう返した。

　途端、マキナが涙目でオレの両頬ほおを強く引っ張ってきた。

「……えっと、頬が滅茶苦茶に痛いんだが？」

「知らないわよ、忍のバカ！　大体、面倒くさそうだからってなによ！　ちょっとはあたしにも優しくしてくれてもいいじゃない！」

「人に優しくして貰もらいたいのなら、お前もオレに優しくすることだな。とりあえず、いますぐ手を離せ。話せばわかる。……ちなみに、いまのは『離せ』と『話せ』とをかけたお茶目なギャグだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「なに得意げな顔してるのよ！　言っておくけど寒いからね！」

「寒いとか言うな！　切なくなるだろうが！」

　反撃とばかりにマキナの頬ほっぺたを人差し指でぐりぐり押していると――不意に、「きゃあ」とわざとらしい悲鳴が聞こえ、その直後、大きな物音が響いた。

　……なんかイヤな予感がするな。

　おそるおそる振り返ると、視線の先ではかおるんが床に倒れており、彼女の足元でステンレスのバケツが転がっていた。

　当然ながらバケツの中身はぶちまけられており、廊下は水浸しである。

　その様子を見たマキナは、かおるんを睨にらんで叫んだ。

「なんてことをするのよ！　せっかく綺き麗れいにしたのに、これじゃあ台無しじゃない！」

「……申し訳ありません。バケツに足を取られて転んでしまったのです。すぐに拭ふきます」

　謝りつつも、かおるんはポケットティッシュを取り出し、ティッシュを廊下にばらまいていく。

「ちょっと！　拭くなら雑ぞう巾きんを使いなさいよ！　余計に散らかってるじゃない！」

　マキナが不満げに叫ぶと、かおるんは不敵に笑って返した。

「……忘れていませんか？　これはゲームですよ、マキナ。足の引っ張り合いは必ひつ定じよう。油断していたあなたが悪いのです」

「しまったわ！　確かに油断してた――って、そんなの卑ひ怯きようじゃない！　大体、ゲームに参加してないあんたがなんで妨害とかするのよ！」

「細かいことは気にしないでください、マキナ」

「全然細かくないわよ！　というか、マキナ!?　さっきからなに自然に呼び捨てにしてるのよ！　みんなを呼んでるみたいに『様』をつけなさいよ！」

　マキナがそう要求したところ、かおるんはやれやれと肩をすくめた。

「他人に『様付け』を強要するなんて、あなたは何様ですか！」

「う、うう……」

　言い返せなかったのか、マキナは悔しげに唇を噛かみ、助けを求めるようにオレの服の袖そでを引っ張ってきた。

　そこでオレは慰なぐさめるようにマキナの頭を撫なでてやる。

「マキナ、かおるんの言ったことは気にするな。オレも片付けを手伝うから、早く掃除の続きをしよう」

　オレがそう言うと、何故かかおるんが眉まゆを寄せた。

「……南なん条じよう様は、マキナ様の味方なのですか？」

　その質問にオレが答えるよりも早く、マキナが胸を張って返した。

「当たり前よ！　忍しのぶはあたしのこと守ってくれるって言ったもの！　あんたよりもずっとあたしのことを想ってくれてるの！　あんたとは違うのよ！」

　どこか自慢げにマキナがそう言った瞬間――かおるんが悲しげに表情を歪ゆがめた。

　しかしそれは一瞬で、かおるんはすぐにいつもの無表情に戻る。

　ただ、彼女の両の拳こぶしは強く握り締められていた。

「……確かに、わたくしはあなたとは違います。わたくしは、あなたのように甘えてはいませんから」

「なによ甘えるって？　あたしは別に甘えてなんかいないわよ」

「無自覚なんですか？　やっぱり、甘やかされてきた人は違いますね」

　かおるんの鋭い視線を受け、マキナは気け圧おされたのか、目を逸らす。

「よくわからないけど、甘えたらいけないの？　あんただって、誰だれかに甘えたりしてるでしょう？」

「……わたくしには、甘えることなんて許されません。わたくしは……道具ですから」

「道具？　なに言ってるのよ。あんたは普通の人間でしょう？」

「違いますよ」

　かおるんはゆっくりと首を横に振る。

「わたくしは悪魔と人間の間に生まれた半人半魔です。人間ではありません」

　その言葉を受け、マキナは驚いたように目を見張り……戸惑いながらも口を開いた。

「……それでも、あんたにも親がいるでしょう？　親になら、甘えることぐらい――」

「わたくしはその親に捨てられたんですよ」

　マキナの言葉を遮さえぎり、かおるんは寂しげに続ける。

「自分を捨てた親に、どうやって甘えればいいんですか？」

　その問い掛けに、オレもマキナも答えることはできなかった。

　ただ視線を落とし、口を閉ざして沈黙するだけだ。

　すると不意に、かおるんが頭を下げた。

「申し訳ありません。おかしなことを言いました。今のは全部ウソです。忘れてください」

　そう言って、かおるんは背中を向けてしまう。

「おい、かおるん」

「……夕食の仕度に戻ります。お掃除の邪魔をして、すみませんでした」

　声をかけても、かおるんは振り返ることなく立ち去ってしまう。

　残されたオレとマキナは、かおるんを呼び止めることもできず、しばらくその場で立ち尽くしていた。

　そんな中、マキナがぽつりと言う。

「……あのメイド、少しお姉さまと似てるかも知れないわ」

「かおるんがルナに？」

　意外に思って聞き返すと、マキナは小さく頷うなずく。

「お姉さまはね、こっち――人間界に来るまで、誰だれかに甘えたことなんてなかったのよ。お姉さまはいつも優しくて強かったから、あたしはそれに気づかなかった。でも、お姉さまが魔界から人間界に行って、忍しのぶと話している姿を見たとき……気づいたの」

　一度言葉を切り、マキナはオレに目を向ける。

「本当は、お姉さまも誰かに甘えたかったんだって」

　言いながら、マキナは小さく肩を落とす。

「それなのに、あたしはお姉さまに甘えてばかりいたわ。魔界では半人半魔のあたしはみんなからバカにされていたから、優しくしてくれるお姉さまに頼りきりだった。本当は、もっと早く気づくべきだったのにね」

　ため息混じりに言い、マキナは廊下の向こうに視線を移す。

「……忍、あのメイドもお姉さまと同じで、甘えたいのに甘えられないだけなのかも知れないわ。だから、ちょっとは気に掛けてあげなさいよ」

「ああ、わかった」

　頷き、オレはマキナの頭に手を伸ばす。

「ちょ、ちょっと、なんで急に頭を撫なでるのよ？」

「いや、マキナは優しいなと思ってな」

「か、からかわないでよ、バカ。掃除の邪魔だから、忍はもうあっちに行って！」

　からかったつもりはなかったんだが、頬ほおを赤くしたマキナに追い出されてしまった。

　そこでオレはリビングに戻りながら考える。

　かおるんが聖ひじりに甘えない理由を。

　聖が、かおるんのことを道具だなんて思うわけがないのにな。

　……かおるんの気持ちがわからなかった。
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　――結論から言って、掃除バトルは聖の勝利で終わった。

　あのあとマキナも頑張ったのだが、健闘虚むなしく敗退。

　優勝候補だったルナも、掃除中に爺じいちゃんが隠していたエロ本を発見してしまい、対処に困っているうちに聖に差をつけられたようだ。

　その結果、聖が優勝。

　つまり、今夜オレは聖と同じ部屋で寝ることになったわけだ。

　肩を落とすルナとマキナとは対照的に、聖ひじりはしばらくずっと笑顔だった。

　それにしても、『頑張って優勝して……今夜こそはちゃんと忍しのぶくんを誘惑する』と、聖は言っていたけど、一体なにをするつもりなのだろうか？

　少しドキドキ――もとい、不安に思いながらオレは夕食の席についた。

　夕食のおかずはハンバーグに唐揚げにフライドポテトにサラダと品しな揃ぞろえが多く、どれも絶品であった。

　かおるんって、こんなにも美味い料理を作れたんだな。

　意外に思っていると、エルニが自然な様子でオレの皿から唐揚げを奪っていった。

「……おい、なんでお前はオレのおかずを食べてるんだ？」

「だって、神だもん」

「あっ、そっか。そうだよなあ――なんて言うか！　なにするんだよ、このアホ！」

　とりあえずエルニにデコピンをして、仕返しにおかずを奪い返してやろうと思った。しかしエルニはおかずを完食しており、野菜しか残っていない。

　そこでオレが小さくため息をつくと、ルナが苦笑して言った。

「エルニちゃん、おかずなら私が分けてあげますよ」

「本当か？」

　目を輝かせるエルニにルナは笑顔で頷うなずき、「でも」と続ける。

「エルニちゃんトマトを残していますから、それを食べてからですよ」

「トマト、アカイ、キライ」

　何故かエルニはカタコトになってイヤがる。

「えっと、ちゃんと食べないとダメですよ？」

「……いいのか？　わたしにトマトを食べさせたらとんでもないことになるんだぞ？　わたしがトマトを食べたら、こう、言葉では言い表せないくらいすごいことが起きてしまうんだ。だから――」

「はい、あ～ん」

　エルニに最後まで言わせず、オレがトマトを箸はしで摘つまんで差し出したところ、

「わ～い、あ～んだ」

　エルニは笑顔でトマトを食べた。

　しかしすぐに涙目になり、

「うわぁ！　すごい味がする～！　これだからトマトってやつは！」

　などと言って怒っていた。

「……お前アホだろ」

「ふふ、褒ほめ言葉として受け取っておく」

　呆あきれるオレに、小さく胸を張って返すエルニ。

「どんだけプラス思考なんだよ、お前は。というか、子供じゃないんだから、トマトぐらいちゃんと食べろ」

　注意するように言ったところ、エルニはオレの野菜に目を向け、不満げに口を開く。

「でも、忍しのぶだってにんじん残してるぞ？」

「オレはいいんだよ。マキナに食べてもらうから」

「え？　あたし？　まあいいけど……」

　冗談で話を振ったのだが、意外にもマキナは了承。微かに頬ほおを赤く染めて口を開ける。

「……えっと、なにしてんの？」

　不思議に思って訊たずねると、マキナは頬を赤くしたまま顔を近づけてくる。

「エ、エルニには『あ～ん』してあげたんだから、あたしにもしなさいよ」

「まあ別に構わないけど……」

　言いながらオレはにんじんを箸はしで摘つまんでマキナに差し出した。しかしマキナがにんじんを口に含むよりも早く、不意にかおるんが身を乗り出してにんじんを食べてしまう。

「……ちょっと、なんであんたが食べるのよ」

「そこににんじんがあるからです」

　眉まゆを寄せるマキナに、かおるんは得意げな顔をして答える。

　すると、エルニとなずなが感心したように言った。

「なるほど、かおるんはなかなか深いことを言うな」

「ちょっと格好いいね」

「なんでよ！　深くもないし格好よくもないわよ！」

「失礼ですね。わたくしは南なん条じよう様の健康を考えて、好き嫌いはよくないと言いたかっただけなのです」

「だったらそう言いなさいよ！　それにあんたがにんじん食べたら意味ないじゃない！」

「それもそうですね。では、代わりに南条様にはわたくしのにんじんをプレゼントしましょう。南条様、あ～んです」

「ニンジン、オレンジ、キライ」

　オレはエルニを真似てカタコトで断った。

　するとかおるんはやれやれと肩をすくめる。

「それでは、南条様が食べやすいように口移しで食べさせてあげるほかありませんね」

「そっちの方がよっぽど食べづらいわ！」

　オレが慌あわてて突っ込むと、エルニがぽんと手を叩たたいた。

「それじゃあ忍が食べやすいように、ルナが胸でにんじんを挟はさんで食べさせてあげればいいんじゃないか？」

　いや、そっちも十分食べづらいし、そもそもルナがそんなことを了承するわけがない。

　そう思ったのだが、ルナは頬ほおを赤らめて胸元のボタンを二つほど外し、エルニの言葉通りにんじんを胸に挟はさんだ。そして、豊かな胸をオレに突き出してくる。

「あの、忍しのぶさん……どうぞ」

　どうぞとか言われても、深い胸の谷間ににんじんが埋もれているため、どう食べていいのかさっぱりわからない。

　これはどうしたものか……。

　胸中で頭を抱えていたところ、助け舟を出すようにかおるんがルナの胸に箸はしを伸ばした。

「南なん条じよう様も困っているようですし、このにんじんはわたくしがいただきましょう」

　言葉と共にかおるんはルナの服の中に箸を突っ込み、

「ひゃん！　か、薫かおるさん、そこは違います！　変なところを摘つままないでください！」

「……変なところ？　それはどこですか？」

　思いっ切りルナにセクハラをしていた。

「やぁ……んぁあ……薫さん、やめてください……」

「そうよ！　あんたお姉さまになにしてるのよ！」

「セクハラです」

　なんでかおるんはあんな風に堂々と言えるのだろうか。

　ちょっと尊敬していると、くいくいと聖ひじりに服の袖そでを引かれた。

「忍くん、よかったら、私がにんじんを食べてあげようか？」

　その提案はありがたかったのだが、

「お兄ちゃん、好き嫌いはダメだよ？」

　なずなに注意されてしまったので、オレは聖の提案を断ることにした……。



　……夕食を終え、みんなで後片付けを済ませると、オレたちはリビングに戻って談笑をはじめた。そして順番で風ふ呂ろに入ったのだが、風呂あがりのなずなは非常に眠そうだった。

　みんなの話を聞きながらウトウトと船を漕こぎ、はっと目を覚ましては再び船を漕ぐ。

　早くベッドに行けばいいのだろうけど、なずなはみんなと一緒にいたいのか、何度も目を擦こすって眠気に耐えていた。

　だが睡魔には勝てなかったようだ。

　しばらくすると、なずなは目を閉じて寝息を立てる。

　そこでオレは軽くなずなの肩を揺すって声をかけた。

「なずな、寝るならベッドで寝ろ」

「もしくは神の胸に抱かれて眠るといい」

「……うん、エルちゃんありがとう」

　エルニの言葉を真に受け、なずなは寝ね惚ぼけ眼のまま自称神に抱きついた。そしてそのままエルニの胸ですやすやと眠ってしまう。

「……エルニ、そのままなずなをベッドに運んでやってくれ」

「それはできない。神の力を超えている」

　エルニはシェ○ロンみたいな口調で言い、なずなを持ちあげようと頑張るが、敢えなく失敗。なずなに下敷きにされて手足をばたつかせてもがいていた。

「人間椅い子すならぬ神椅子！　いや神ベッド！　このままではなずにゃんに神殺しの汚名がぁあああ……！」

　そう叫んで、エルニは助けを求めるようにオレを見た。

　仕方ないので、オレはなずなをエルニから引き離す。

　するとなずなは寝ね惚ぼけているのか、「にゃあにゃあ」と抗議の声をあげたが、無視してそのまま部屋まで運び、ベッドに寝かせて頭を撫なでてやった。

「いい夢見ろよ」

「う～ん、夢は起きて見るものなんだよ～。ウェイクアップ・アンド・ドリーム～」

　クールに言ったオレに、妙な寝言で返すなずな。

　どんな夢を見ていることやら……。

　苦笑してなずなの寝顔をしばらく眺めたあと、オレはリビングに戻ることにした。

　しかしその途中、不意にリビングから悲鳴が聞こえてきた。

「……なんだ？」

　気になって早足でリビングに向かったところ、

「だ、誰だれか助けて！　お姉さまが変！」

「変じゃないですよお。マキナが可愛いからいけないんです」

　目に飛び込んできたのは、甘い声をもらしてマキナを押し倒しているルナの姿だった。

　完全に予想外の状況に言葉を失っていると、ルナはマキナに頬ほおずりをし、その後両の頬とおでこにキス。続いて両耳と首筋と鎖骨と、キスの嵐あらしである。

　……どうしたんだ、ルナは？

　明らかに様子がおかしい。オレは事の経緯を訊たずねようと聖ひじりとエルニに近づく。

　何故か、テーブルに突っ伏してかおるんが眠っていたが、とりあえずそれは放置してふたりに声をかけた。

「おい、なにがあったんだ？」

「……えっと、デパートに行ったとき、巴ともえさんにジュースを買ってもらったんだけど、よく見たらそれ、お酒だったんだ。わたしもさっき気づいた」

　そう言って、エルニはオレにメロンの絵が描かれた缶を差し出してくる。

　受け取って見たところ、缶には『チューハイ』という文字があった。

「……つまり、ルナは酔っていると？」

「うん、ルナさんと薫かおるさんはお酒だって気づかずに飲んじゃったんだ。それで薫さんはすぐ寝ちゃったんだけど、ルナさんは……あんな風になった」

　聖ひじりの視線を追うと、未だにマキナにキスをしているルナの姿があった。

　……人間酔うと普段抑えている感情が出るとは聞くが、ルナって本当にスキンシップが好きなんだな。

　などと、オレが完全に傍観者になっていたところ、見かねたのか、聖が止めに入った。

「あの、ルナさん、さすがにそれ以上はやめた方がいいんじゃないかな？」

「どうしてですか？　私はただ、マキナが好きなだけなんですよ？」

　可愛らしく眉まゆを寄せ、拗すねたような顔をするルナ。

　……いかん。滅茶苦茶に可愛いぞ。

　聖もオレと同じことを考えたのだろう。頬ほおを緩ゆるめて「可愛い」ともらし、そっとルナの頭を撫なでる。

　するとルナは嬉うれしそうに頬を緩め……聖に抱きついた。

　その隙すきにマキナは立ちあがり、さっとルナから離れる。それを見たエルニも、マキナに倣ならってルナから距離をとった。

　一方、ルナに抱きつかれた聖は最初こそ笑顔だったが、ルナがマキナのときと同様に頬にキスをしはじめると、さすがに慌あわてて身体を反らす。

「ル、ルナさん、ダメだ。やめて欲しい」

「……五ご行ぎようさんも可愛いです」

「聞いてない!?　――って、ひゃん……んぁ……そこはだめ……やぁ……」

　ルナが聖の耳を薄桃色の唇でちゅうちゅう吸うと、

「はぁ、あふっ、はぁ、はぁ……んむぅっ……！」

　聖はピクピクと身体を震わせ、瞳ひとみを潤ませる。そして身体を弛し緩かんさせてルナに身体を預けた。するとルナは悪戯いたずらっぽく笑い、聖の後ろに回って耳を吸い続ける。さらに、あろうことか聖の豊かな胸を後ろからわし掴づかみにした。

「んあっ……やだぁ……胸はやめてぇ……」

　お願いするように言う聖に、ルナはゾクッとするような妖よう艶えんな笑みを浮かべて答える。

「うふふ、やめませんよ。いっぱい気持ちよくなってくださいね」

　言葉と共に、ルナは力を込めて大きく胸を揉もみまわしていく。

「ぁあん……あふっ……そんなに強いのは……だめだ……」

「どうしてですか？　この方が気持ちいいでしょう？」

「そんなこと……はぁん……ない……んぁあん……！」

「五行さん、我慢しなくてもいいんですよ？　本当はもう――ちゃいそうなんでしょう？」

　聖に小声でなにか耳打ちするルナ。

　その言葉を受け、聖ひじりは羞しゆう恥ち心しんのためか耳まで真っ赤にすると、目に涙を溜ためて叫んだ。

「も、もうやだぁ！　忍しのぶくん助けて！」

　突然助けを求められたオレは少し驚き……拳こぶしを握って唇を噛かんだ。

「くそう！　オレにはただ見ていることしかできないのか！」

「み、見捨てないでくれ忍くん！　本当にダメなんだ！　こんなの恥ずかしい！」

　聖が予想以上に切羽詰まった声をもらしたので、オレはふざけるのをやめて、ルナに柔らかく声をかけた。

「ルナ、聖もいやがってるみたいだし、そろそろ放してやったらどうだ？」

「いやです。放しません」

「…………いやなら仕方がないな」

　ルナに笑顔で断られ、オレはあっさり引き下がった。

　途端、聖が泣きそうな顔をして言う。

「し、忍くんは、私のことなんて、どうでもいいのか……？」

「いや違う！　冗談だ冗談！　謝るからそんな顔はしないでくれ！」

　少しふざけすぎたみたいだ。

　聖が本当に泣き出しそうだったので、オレは慌あわててルナを止めに入った。

　さっとルナの後ろに回り、猫ねこ掴づかみでルナを聖から引ひき剥はがす。そしてそのあと、お詫わびの意味を込めて聖の頭を優しく撫なでてやった。

　と、そこで、オレと聖の様子を眺めていたルナが怒ったような声をあげる。

「忍さん！　お話があります！」

「は、はい！　なんでしょう！」

　思わず敬語になって訊たずねると、ルナはその場に座り、自分の太ももを軽く叩たたく。

「忍さん、ここに座ってください！」

「……え？　なんで太もも？　説教するなら普通は正座だろ？」

「いいから座ってください！」

　拗すねたように言うルナ。

　ちょっと可愛かったが、さすがに太ももの上に座るのは恥ずかしい。オレは座布団の上に腰を降ろすことにした。

　その結果、ルナは小さく唇を尖とがらせた。

「もう！　忍さんいじわるです！」

「……す、すみません」

　何故怒られたのかはさっぱりだったが、とりあえずオレは頭を下げる。

　するとルナはオレの頭を撫でながら怒ったように訊ねてきた。

「忍さん！　なんで私がマキナや五ご行ぎようさんにあんなことをしたのかわかりますか!?」

「……えっと、酔ってるからじゃないのか？」

「全然違います！」

　ルナはオレの頭をわっしゃわっしゃとかきまわして続ける。

「忍しのぶさんが構ってくれないからです！　もっと私と遊んでください！」

　などと言って、ルナはじゃれつくようにオレに抱きついてきた。

　その拍子に、オレの身体に柔らかなメロンおっぱいが押し当てられる。

　だが、その巨乳の弾力感に酔う暇ひまもなく、

「んっ……ちゅっ……」

　ルナがオレの耳にキスをしてきた上に、舌を使ってペロペロと耳を舐なめあげてくる。

　熱い吐息が耳の奥をくすぐり、温かい舌、そして優しい舌使いが色んな意味でオレを責め立てる。

「こ、こら、やめなさい」

「ええー、いいじゃないですかぁ。私、耳が好きなんです。忍さんの耳も、ずっと触りたいって思ってたんですよ？」

「こ、今度いくらでも触らせてやるから、舐めるのはやめなさい」

「……はむ」

「いや、だからといって噛かめばいいってもんじゃない！」

　正直、柔らかい唇に耳を挟はさまれた状態で甘噛みされ、その気持ち良さに背筋が震えた。

　しかしこのままではまずい。オレは焦りながらもルナを止めたのだが、

「えいえい」

　ルナは懲こりた様子なく、今度はオレの耳たぶを優しく引っ張ってきた。

「……あの、引っ張るのもちょっと……」

「むぅ、それじゃあどうすればいいんですか？」

「放っておいてください」

「……忍さん冷たいです」

「そ、そんなことはないと思うぞ？　確かにオレはクールだが、中身はホットだと、なずながそう言っていた」

「じゃあ、忍さんも飲んでください」

　ぐいっと、チューハイの入った缶を突き出してくるルナ。

　そこでオレは誤魔化すため、頬ほおを染めてふざけてみた。

「もう、オレを酔わせてどうするつもりなのよ？」

「いっぱいキスをするつもりです」

「マジで!?　それなら話は早い。いただきます――って、ダメだから！　オレ未成年だから！」

　ついつい缶に手を伸ばしかけたオレだったが、すぐさま手を引っ込めた。

　すると、ルナは「むう～」と頬ほおを膨ふくらませていたが、不意に缶をテーブルに戻し、にっこりと微笑ほほえんだ。

　……その小悪魔的な笑みはなんだ？

　少し不安になっていたところ、ルナが右手でオレの首に手を回してきた。続いてルナは左手でテーブルにあったジュースの缶を掴つかんで口に含む。そしてオレに顔を近づけ、

「……え？　お前まさか――んんっ!?」

　止める間もなく、ルナはオレの唇を塞ふさいだ。

　ぷにぷにの唇がオレの唇と重なり合い、そのまま口の中にジュースを流し込まれる。

　――瞬間、オレの思考は完全にストップした。

　頬が火ほ照てったように熱い。頭がくらくらして、身体がふわふわする。しかしながら胸の内には言いようのない幸福感があった。

　……もしかして、ジュースで酔ってしまったのだろうか？

　オレが思考を停止させ、少しの間呆ぼう然ぜんとしているうちに、

「にゃあにゃあ」

　ルナはなずなみたいなことを言い、オレの唇全体を猫のようにペロペロと舐なめあげ、

「忍しのぶさんの唇柔らかいです」

　つんつん、と舌先でオレの唇を突っついてくる。

　……これはダメだ。理性のタガが外れる前になんとかしなければ……！

「お、おい、誰だれかルナを止めてくれ！　このままだと色々まずい！」

　オレはすぐさまみんなに助けを求めた。

　しかし誰もオレの呼びかけに応じてくれなかった。

　視線をみんなに向けると、聖ひじりもマキナもエルニもリビングの片隅に避難しており、そこから一歩も動く気配がない。こんなとき頼りになるであろう変態メイドのかおるんも、テーブルに突っ伏したまま寝息を立てている。

　これはもう逃げるしかないな。

　そう思ったのだが、ルナは両手をオレの首に回して身動きを封じた。そのあとルナはなにをするでもなく、じっとオレを見つめてくる。

　綺き麗れいに整った顔立ち。吸い込まれそうなエメラルドグリーンの透き通った瞳ひとみ。薄桃色の形の良い艶つややかな唇。それらが間近に迫り、胸が高鳴っていく。

　そんな中、ルナはさらに顔を近づけて、甘い声で言うのだ。

「忍さん格好いいです……」

「知ってる！」

　オレは条件反射で冗談を飛ばしたのだが、ルナは聞いていないのか、じっとオレを見つめたまま続ける。

「忍しのぶさん可愛くて優しくて、悪魔の私でも『傍そばにいてくれ』って言ってくれましたから、だから私は……」

　一度言葉を切り、ルナは花が咲いたように笑い、

「忍さんが大好きです」

　言葉と共に、再びオレの唇を奪った。

　柔らかな唇でオレの唇を覆い、ゆっくりと口内に舌を侵入させてくる。その熱を持ったルナの舌はオレの舌と絡み合い、触れ合った唇が扇情的な水音を奏でる。

　口内で唾だ液えきが混じり合い、熱い吐息がオレの心を震わせる。

　理性が崩れていく中、ルナは唇をさらに押しつけて熱い舌でオレの口をさらに開かせ、その舌を口の中で暴れさせる。

　その行為は言葉では伝えられないほど刺激的で、歯は茎ぐきの奥を舌でチロチロと舐なめられたときには背筋がゾクゾクと痺しびれた。

　そしてルナは濃厚なキスを終えたあと、ゆっくりとオレから離れる。

　途端、唾液が糸を引き、ルナの胸元に垂れ落ちた。

　ルナは頬ほおを上気させて瞳ひとみを潤ませており、甘えるように再びオレに抱きついてくる。

　その抱ほう擁ようは先ほどよりも強く、オレの理性を根こそぎ奪っていった。



    

  
    
      



    

  
    
      　続けて首筋にキスされたとき、さすがのオレも我を忘れてルナの両肩を掴つかんだ。

　もうオレの中に理性なんてひと欠片かけらも残っていない。このまますべてを奪ってしまおうとルナの唇に目を向けた――そのときである。

「ふにゅう……」

　ガクンと、まるでスイッチの切れた人形のようにルナが頭を垂らして身体を傾け、そのままオレの胸に寄りかかってきた。

　そして目を閉じてすやすやと寝入ってしまう。

　そこで我に返ったオレは、激しく己を恥じた。

　酔った女性に手を出そうとするなんて、オレは一体なにを考えていたんだ……！

　きっとみんなも呆あきれ果てているに違いない――いや、ひょっとしたら軽けい蔑べつし切った目でオレを見つめているかも知れない。

　不安な気持ちのままおそるおそる振り返ったところ、リビングにみんなの姿はなく、相変わらず机に突っ伏したままのかおるんの姿があるだけだった。

　……もしかして、みんなはオレを置いて逃げたのか？

　そう理解したとき、オレはほっと胸を撫なで下ろした。

　しかし結果的に助かったわけだけど、なんだか複雑な気分になった。

　……まあ、とりあえずルナを部屋に運ぶか。

　そう思ってルナを抱きかかえ、リビングを出て廊下を歩いていたところ、階段の前でこそこそと話し合っている聖ひじりとエルニとマキナの姿が見えた。

「……あの、本当に忍しのぶくんを置いてきてよかったのかな？」

「確かに少し心配だな。マキナ、ちょっと忍の様子を見てきてくれ」

「ええ、わかったわ――って、なんであたしなのよ！　エルニが行きなさいよ！」

「……なんか怖いからいやだ。いまのルナに捕まったら、なにをされるかわからないじゃないか」

　珍しく弱気なエルニに、マキナは呆れて言う。

「普段自分のことを神様とか言ってるのに、肝心なときに役に立たないわね」

「や、役立たずとは失礼な！　そこまで言われて黙っている神じゃないぞ！　さあマキナの願いを言え！　どんな願いでも、話だけなら聞いてやろう！」

「話だけなら意味ないじゃない！　早く忍の様子を見てきてよ！」

「……えっと、みんなで行かないか？」

　ヘタレのエルニだった。

　オレは苦笑すると、三人に近づいて声をかけた。

「おい、いま話題のルナを連れて来たぞ」

　途端、三人は同時にビクッと肩を震わせ、一斉に逃げ出した。

　しかし廊下を走る途中、よほど慌あわてていたのか、最後尾だったエルニが躓つまずいて転びそうになった。

　そこでエルニは転ぶまいと、前を走っていたマキナにしがみつこうと手を伸ばす。

　だがその手は目測を誤ってマキナのスカートを掴つかみ、エルニはスカートをずり降ろしながらすっ転んだ。

　その拍子に、白いパンツに包まれた柔らかそうなマキナのお尻が顔を覗のぞかせ、

「きゃあ！」

　ずらされたスカートに足を取られてマキナも転びそうになり、先頭を走っていた聖ひじりに手を伸ばした。

　しかしその手もエルニ同様スカートを掴み、マキナは聖のスカートをずり降ろしながら転んでしまう。

　その結果、聖もスカートに足を取られ、ピンクのパンツを露出させたまま転倒した。

　……ちなみに、一番はじめに転んだエルニのスカートは捲まくれており、水色のパンツが見えている。

「……見事なチームワークだな」

　オレは三人を見下ろしながら呟つぶやき、「かおるんもオレがあとで部屋に運んでおくから、遊んでないでお前らも早く寝ろよ」と言い残してその場から離れる。

　すぐにマキナとエルニの言い争う声と、なだめる聖の声が聞こえて来たが、気にせずルナを部屋に運んだ。

　そのあとリビングに戻り、未だテーブルに突っ伏しているかおるんに近づくと、

「う～ん、南なん条じよう様……触手はだめです……」

　かおるんが妙な寝言を言っていた。

「……南条様……お嬢様も牛女様もいやがっています……触手プレイはもうおやめください……」

「どんな夢見てんだよ、お前は」

　軽く突っ込むと、かおるんはパチリと目を開けた。そしてオレに目を向けると、寝ね惚ぼけ眼でオレの両腕をぺたぺたと触り、首を傾かしげる。

「南条様、触手はどうしたのですか？」

「そんなもんオレについてるわけないだろう」

　オレが呆あきれて答えたところ、かおるんは「……夢でしたか」と、どうしてか残念そうに呟く。

「……ちなみに、お前どんな夢を見てたんだよ？」

「南条様が触手になる夢を見ていました」

「なんて夢見てんだよ。なんでよりにもよって触手なんだ。オレは呪のろいでも受けたのか？」

「いいえ、南なん条じよう様はなにもしていません。カフカの『変身』で主人公が朝目覚めると一匹の毒虫になっていたように、南条様もある朝目覚めると触手になっていたのです」

「ずいぶんと理不尽な話だな」

「理不尽ですか？」

　何故かかおるんは意外そうな顔をする。

「わたくしの夢の中では、南条様は触手になれたことに喜びを感じていましたよ？　大声で『触手王に、俺おれはなる！』と叫び、お嬢様と牛女様に襲いかかっていました」

「そんなのはオレじゃない」

「なにを言うのです。南条様はわたくしが止めても聞かず、お嬢様と牛女様の豊かな胸と張りのある太ももを触手で締めあげ、挙げ句の果てにおふたりの口の中に触手を突っ込んでいたのですよ？　そして羞しゆう恥ち心しんに頬ほおを赤らめるおふたりを眺めて、南条様は薄ら笑いを浮かべていました」

「悪夢だな、それは」

「無理しなくてもいいんですよ、南条様。本当はわたくしが見た夢を想像して、ドキドキしているんでしょう？」

「アホなことを言うな。ほら、かおるんも早く部屋に戻って寝ろ」

「いやです。わたくしはここで寝ますので、お気遣いなく」

　などと言って、かおるんは再びテーブルに頬を預ける。

「こら、こんなところで寝るな。ちゃんと布団で寝ないと疲れがとれないぞ？」

「疲れていないので平気です。あと、風邪を引く心配もありません。放っておいて下さい」

「放っておけるわけがないだろ？　あんまり聞き分けがないと、無理矢理ベッドまで連れて行くぞ？」

「……無理矢理ベッドまで連れて行くだなんて、南条様のエッチ」

「いやそういう意味じゃねえよ。ほら、変なことを言ってないで部屋に行くぞ」

　そう言ってオレはかおるんの手を引っ張ったのだが、かおるんはテーブルの脚にしがみついて抵抗する。

「……お前、なんでそこまでイヤがるんだよ？」

　疑問に思って訊たずねたところ、かおるんは小さな声で答えた。

「わたくしが、マキナ様と相部屋になってしまったからです」

　ああ、そういえば、掃除バトルでマキナが最下位だったから、ペナルティとして、マキナはかおるんと同じ部屋で寝ることになっていたな。

　かおるんはそれがイヤなのだろうか？

　そんなことを考えていると、かおるんは俯うつむきながら言った。

「マキナ様とふたりきりになると、また意地悪なことを言ってしまいます。ですから、わたくしはここでいいんです」

「そうは言っても、ああ見えてマキナは優しいから、お前を心配して迎えにくると思うぞ？」

「……そうでしょうか？　わたくしはマキナ様に意地悪なことばかりしているんですよ？それなのに、心配するなんておかしいです」

「そんなことないよ。マキナは掃除のときもかおるんのことを気に掛けていたし、この機会に親しん睦ぼくを深めてみたらどうだ？」

　そう勧めてみたのだが、かおるんは迷っている様子だった。

「……かおるん、早いところ頷うなずかないと、お姫様抱っこをして部屋まで連れて行くぞ？」

「やれるものならやってみてください」

「じゃあ遠慮なく」

「……え？　南なん条じよう様？」

　オレが冗談でも言っていると思っていたのだろう。言葉通りお姫様抱っこをしてやったところ、かおるんは驚いた表情を見せる。

「な、南条様、さすがに恥ずかしいので降ろしてください」

「心配するな。予想以上に重いからあと数秒ももたない」

　言った瞬間、頭にチョップを叩たたき込まれた。

「痛いな。ちょっとした冗談なんだから叩くなよ」

「冗談でも、女性に向かって重いは失礼です」

「悪い悪い。かおるんは重くなんかないよ。四十六キロぐらいか？」

　軽い口調で訊たずねたところ、再びチョップを叩き込まれた。

「南条様、女性に体重を訊きくのはマナー違反です」

「それは失礼した。だけど、注意するなら拳こぶしじゃなくて言葉で注意してくれ」

「言葉じゃなくて身体で言いたい年とし頃ごろなのです」

「それはまたいやらしい年頃なことで……」

　肩をすくめてそう返し、オレはかおるんを抱えたままリビングを出て廊下を歩いていく。

　と、そこでかおるんが頬ほおを赤くしてオレの服をくいくいと引っ張ってきた。

「えっと、南条様、ちゃんと部屋に戻りますので、そろそろ降ろして欲しいのですが……」

「ん？　もしかして照れてるのか？」

　からかうように言った途端、三度目のチョップを味わうことになった。

「……ちょっと待て。なんでオレはいま叩かれたんだ？」

「つい――ではなく、わたくしなりの愛情表現です」

「なんだ、かおるんはＳなのか？」

「いいえ、わたくしはＳでもＭでもありません」

　一度言葉を止め、かおるんは声を大にして言った。

「わたくしはＨです！」

「……リアクションに困る答えだな」

　とまあ、そんなことを話しているうちに部屋の前まで辿たどり着ついたので、オレはかおるんを降ろして背を向ける。

「それじゃあ、マキナと仲良くやってくれ」

「はい、わたくしなりに頑張ってみます」

「ああ、頑張ってくれ。おやすみ」

「おやすみなさい南なん条じよう様。……いい触手の夢を」

　とんでもないことを言い残し、かおるんは部屋に入って行った……。



　かおるんと別れたあと、オレも部屋に向かってドアを開けたところ、浴衣のような格好の聖ひじりの姿があった。

　何故か聖は三つ指をついており、オレに気づくと顔をあげ、恥ずかしそうに言う。

「ふ、不束者ですが、頑張ってご奉仕します。だ、だから……よろしくお願いします」

　……そういえば、聖と相部屋だったな。

　すっかり忘れていたオレは思いっ切り動揺した。

　……今更だけど、同じ部屋で寝るというのはまずくないか？　一応ベッドはふたつあるけど、この間みたいに誘惑されたらやばいな。

　色々と耐え切れる自信がなかったので、悪いとは思ったが、オレは聖の横を素通りしてベッドにもぐりこんだ。

「ま、また忍しのぶくんに無視された！」

「……聖も早く寝なさい」

　悲しげな声をあげた聖にオレは素そっ気けなく返した。

　すると聖は「……全然効果がないじゃないか、薫かおるさん」とぶつぶつ呟つぶやいたあとオレに近づき、ちょこんとベッドに腰を下ろす。そして覗のぞき込むようにしてオレを見つめてくる。

　その際、聖の豊かな両の胸が揺れ、深い胸の谷間がチラリと顔を覗かせた。

　聖はそのことに気づいていないのか、オレに顔を近づけてお願いするように言う。

「忍くん、少しだけでもいいから、私に付き合ってくれないかな？」

「……ぐうぐう」

「拒絶された！」

　泣き声混じりにそうもらすと、聖はしょんぼりした様子で自分のベッドに向かった。

　だがしばらくすると復活したのか、ベッドから声をかけてくる。

「あの、忍くん……」

「忍しのぶ君はただいま深い眠りについております。ご用件のある方は『ピー』という発信音のあと、スリーサイズを教えてください」

　話をする意志はないと言わんばかりにオレが「ピー」ともらしたところ、聖ひじりはおずおずといった様子で訊きいてきた。

「えっと、忍くんは私のスリーサイズが知りたいのかな？」

　……あれ？　諦あきらめるどころか乗ってきた？

　驚くオレに構わず、聖は頬ほおを赤らめて言う。

「……恥ずかしいけど、忍くんが望むなら、教えてもいい。上から８９・５８――」

「ぐーぐー！　ぐごごごぉおお～！」

　オレがイビキで言葉をかき消すと、聖はくすくすと小さく笑った。

「忍くんは本当にシャイだな」

「慎つつしみ深いと言ってくれ」

　オレは憮ぶ然ぜんとして返したのだが、聖はうっとりしたように呟つぶやく。

「忍くんの照れた顔、可愛い……」

「惚れんなよ」

　適当に返し、オレは寝返りを打って目を閉じる。

　と、そこで不意に聖が柔らかく言った。

「ありがとう、忍くん」

「……ん？　なんだ急に？」

　突然のお礼に振り返ると、聖は「薫かおるさんのことだ」と笑顔を見せる。

「薫さん、忍くんと友達になってから、色んな表情を見せてくれるようになった。よく笑うようになったし、毎日すごく楽しそうにしている。私はそれが嬉うれしいんだ。だから、ありがとう、忍くん」

　聖は優しい声音で続ける。

「これからも、薫さんと仲良くしてあげて欲しい」

「……ああ、もちろんだ」

　オレはしっかりと頷うなずいて返した。

　すると聖は微かに頬を赤くして、追加するように言う。

「それから、その……私とももっと仲良くして欲しい」

「お、おう、わかった。それじゃあ、明日は一緒に遊ぶか？」

「うん、一緒に遊ぼう。約束だぞ？」

「オレたちの間に約束はいらない」

　念押しする聖に、オレは再び寝返りを打っていい加減に答えた。

「……あの忍くん、意味がよくわからないんだけど」

「信用しろという意味だ」

「そうか。わかった。忍しのぶくんを信じる」

　……適当に言ったのに、あっさり信用してしまう聖ひじりだった。

　そんなこんなでオレたちは明日に備えて寝ることにしたのだが、聖が電気を消そうとしたとき、部屋の外から足音が聞こえてきたと思ったら、マキナが部屋に飛び込んで来た。

「どうしたんだ、マキナ？」

「どうしたもこうしたもないわよ！」

　上体を起こして訊たずねると、マキナはオレのベッドまで駆け寄り、涙目で言う。

「忍、あのメイドが延々と怖い話をするのよ。もうあの部屋には戻りたくないわ」

「……あいつはなにをやってんだ」

　呆あきれて呟つぶやいたところで、マキナに続いてかおるんも部屋に現れた。

　かおるんは申し訳なさそうな顔をしており、オレと目が合うと深く頭を下げた。

「ご迷惑をかけてすみません。マキナ様と会話が続かなかったので、つい……」

「ついじゃないわよ！　あたしはここで寝るから、あんたは早く部屋に戻りなさい！」

「マキナ様、南なん条じよう様とお嬢様の甘いひと時を邪魔してはいけませんよ。もう怖い話はしないと約束しますから、部屋に戻りましょう」

「あんたの言うことなんて信用できないわよ！　絶対戻らないから！」

「……あの、一応マキナ様は掃除バトルで負けたのですから、大人しく言うことに従ってください」

「いやよ！　大体、本来あたしは誰だれかに従ったりなんかしないのよ！」

　なだめるように言ったかおるんに、そっぽを向いて答えるマキナ。

　……それにしても、誰かに従ったりなんかしないか。

　試しに、オレはマキナに向かって掌てのひらを向けてみた。

「ん？　なによ忍？」

「マキナ、お手」

「はい」

　素直にオレの掌に手を載せるマキナ。

「おかわり」

「はい」

「ハイタッチ」

「いえ～い」

「パイタッチ」

「優しく触りなさいよ――って、なにさせる気よ！」

　豊かな胸を突き出してきたマキナだったが、慌あわてて自身の胸を両腕で隠してしまう。

　そこでオレはかおるんに視線を戻して言う。

「かおるん、見ての通りマキナは誰だれにも従わない。悪いが諦あきらめてくれ」

「いえ、どこからどう見てもただの芸人にしか見えませんよ？」

「マキナさんは可愛いな」

　かおるんと聖ひじりがそう言うと、マキナは頬ほおを赤くしてオレのベッドに潜り込んだ。

　……まあ、普段なら追い返すところなのだが、マキナは本当に怖い話が苦手だ。おそらくひとりで寝るのが怖くて、オレのところまで来たのだろう。

　仕方がないので今日は特別に一緒に寝てやるか。

　そう思ったのだが、マキナは相当に怖がっているのか、オレが布団に入るとぎゅっと身体ごと抱きついてきた。

　柔らかな身体の感触と甘い匂におい、そして温かな体温により鼓動が速くなる。

「えっと、マキナ。さすがに少し暑いんだが？」

「それじゃあエアコンの温度下げる？　それとも掛け布団とる？」

　どうやらオレから離れるという選択肢はマキナの中にはないようだ。

　しかし、このままではオレが緊張して眠れない。どうやってマキナから離れようか？

　そんなことを考えていると、ふと視線を感じた。

　気になって目を向けたところ、聖が小さく頬を膨ふくらませてオレを見つめていた。

「……忍しのぶくん、なんかデレデレしてる」

「ひ、聖には関係ないだろう」

　図星を指され、つい突き放すような言い方になってしまった。

　すると聖はしゅんと肩を落とし、オレから背を向けて枕まくらに頬を預ける。

　なんか、すごく罪悪感が湧わいてくるな。

　かおるんも見かねたのか、聖に柔らかく声をかける。

「お嬢様、元気を出してください。そして南なん条じよう様に文句のひとつでも言ったらいいのです」

「……いい。変なことを言って、忍くんに嫌われるのはいやだ」

　いかん。いま一瞬、聖を抱き締めて頭を撫なで回したいという衝動に駆られた。

　かおるんもオレと同じ気持ちなのか、ベッドの中に入り、慰なぐさめるように聖の頭を撫ではじめ……そのままベッドから離れなかった。

　どうやら、かおるんもこの部屋で寝るつもりのようだ。

　まあ聖もなにも言わないので、問題はないだろう。

　そんなわけで、オレはマキナと、聖はかおるんと一緒に寝ることになった。

　だが、こんな状況で眠れるわけがない。

　電気を消してしばらくすると、マキナは穏やかな寝息を立てはじめたが、オレに眠気は一向に訪れず、目を閉じたまま羊を数えていた。

　と、そこで不意に隣のベッドから微かに足音が聞こえた。

　続いて、部屋のドアが開く音も。

　おそらく、聖ひじりかかおるんがトイレにでも行ったのだろう。

　そう思ってオレは再び羊を数えていたのだけど、いつまで経っても部屋を出た誰だれかが戻ってくることはなかった。

　……ひょっとして、なにかあったのか？

　少し心配になり、オレはベッドから抜け出して部屋を出る。そしてリビングやキッチンなどに顔を出したのだが、誰もいなかった。

「おかしいな」

　首を傾かしげつつ、試しに門灯を点けて庭に出ると、視線の先にかおるんの姿があった。

　かおるんはぼんやりとした様子で夜空を眺めており、オレに気づくと小さく微笑ほほえむ。

「どうしたんだ？　眠れないのか？」

「いえ、少し反省していました」

「反省？　なんのだ？」

　軽い口調で訊たずねるオレに、かおるんは小さく肩を落として答える。

「……マキナ様と仲良くしようと思ったのですが、結局、また意地悪なことを言ってしまい、お嬢様にまで迷惑をかけてしまいました」

　肩を落としたままそう言い、かおるんは俯うつむいてしまう。

「……もしかして、かおるんはマキナのことが嫌いなのか？」

「それは違います。わたくしはただ、マキナ様が羨うらやましかっただけなんです」

　ゆっくりと顔をあげ、かおるんは寂しげに言う。

「わたくしは半人半魔の悪魔です。物心がついたときから、ずっと退魔士たちの道具として生きてきました。実際、五ご行ぎよう家以外の方々はわたくしを道具として扱います。わたくし自身も、それは仕方がないことだと思っています。なぜなら、わたくしは穢けがれた悪魔なのですから……」

　かおるんは小さく唇を噛かみ、「ですが」と続ける。

「あの方もわたくしと同じはずなのに、それなのに……わたくしとは全然違います」

　そう言って、かおるんはわずかに躊ちゆう躇ちよしたあと口を開いた。

「お嬢様から聞きました。マキナ様もわたくしと同じ半人半魔の悪魔だと。……それなのに、マキナ様はわたくしとは違い、その境遇は恵まれています」

「……恵まれている？」

　思わずオレは顔をしかめた。

「かおるんはマキナのことを知っているのか？　マキナにも……色々あるんだぞ？」

　あいつは大好きな母親を人間に殺されている。半人半魔のため、人間にも好かれず、悪魔たちからも中途半端だと軽けい蔑べつされ続けてきた。

　だけど、それでもあいつは歪まなかった。

　オレはその強さに惹ひかれたから、守ってやろうと思ったんだ。

「マキナのことをよく知らないのなら、恵まれているだなんて、簡単に言わないでくれ」

「……確かに、マキナ様も苦労してきたのかも知れません。ですが――」

　一度言葉を止め、かおるんは小さな声で否定する。

「マキナ様は一時でも、誰だれかに愛されたことがあるはずです。わたくしやルナ様とは……違います」

「…………ルナのこと、知ってるのか？」

　オレの口からもれた硬い声に、かおるんは静かに返す。

「詳しいことはわかりません。ただ、悪魔であることと、左手に走る十字傷。そして、わたくしと同じで誰かに甘えるのが下手なので……なんとなくわかるんです」

「……なにがだ？」

　オレの質問に、かおるんはわずかな間のあと答えた。

「おそらく、ルナ様は誰にも愛してもらえなかった。甘えることができなかった。甘えることが……許されなかった。ですから、ルナ様は甘え方がわからないのではないでしょうか？　南なん条じよう様には甘えてはみせますが、いつもどこか躊躇ためらっているように見えます……」

　かおるんの言葉に、オレは完全に虚きよをつかれた。

　確かに家に来た当初、ルナはずっと控え目で、本当はスキンシップも大好きなのに……オレが甘えていいと言うまで、滅多なことでは甘えてくれなかった。

　本当は甘えたいのに、それなのに、甘えたことがないから……どうしたらいいのかわからなかったのか……。

　その事実に気づいたとき、心が震えて胸が熱くなった。

　泣きそうになったのは、ルナの気持ちに気づいたから。

　そして、かおるんがどんな風に生きてきたのかがわかったから。

「……お前も、甘えられなかったのか？」

　オレが微かに声を震わせると、かおるんも声を震わせて答えた。

「はい。お嬢様に出会うまで、わたくしは誰にも甘えられませんでした。ですが……！　わたくしは道具で、お嬢様はわたくしの主です。甘えることなど……はじめから許されていません。だから、わたくしはマキナ様が羨うらやましかったんです……！」

　感情を露あらわにして、かおるんは叫ぶ。

「マキナ様は甘えることができます。南条様やルナ様、エルニ様になずな様。みんなに甘えています。わたくしと同じはずなのに……わたくしとは全然違う！」

　微かに目に涙を溜ためて、かおるんは拳こぶしを強く握り締める。

「本当は掃除のとき、『あんたとは違う』そう言われて悔しかったんです。実際、マキナ様の言う通りなんです。お嬢様はわたくしのことを家族と呼んでくれますが……それにどう応えたらいいのか……わたくしにはわからないのです……」

　かおるんは再び俯うつむき、小さく肩を震わせる。

　オレはそんなかおるんの頭にそっと手を載せ、

「……薫、ひとつだけ言っておくぞ」

　静かに口を開いた。

「悪魔とか混血児だとか、そんなことは関係ない。お前は道具なんかじゃない。他の誰だれがなんと言おうと、オレが否定してやる。お前は薫かおるだ。オレの大事な友達の、かおるんだよ」

　気持ちを込めて、「だから」とオレは続ける。

「オレになら甘えてもいい。甘え方がわからないのなら、いつもみたいに冗談を言えばいいさ。お前の気が済むまで……ずっと付き合ってやるから」

　そう言って頭を撫なでてやると、かおるんはさらに肩を震わせた。彼女は小さく口を開き、なにか言おうとするが……結局は口を閉ざしてしまう。

　その代わり、かおるんはオレに強く抱きつき、柔らかく温かい身体を預けてきた。

　普段なら間違いなく緊張するところなのだろうが、不思議と気持ちは落ち着いており、オレはかおるんの頭を優しく撫で続ける。

　それから、しばらくかおるんはオレの胸の中にいたのだが、ようやく少し落ち着いたのか、そっと身体を離し、

「……ありがとうございました、南なん条じよう様」

　頬ほおを赤く染めて小さく頭を下げ、

「お礼に、わたくしにエッチなことをしてもいいですよ？」

　などと冗談を飛ばした。

　……本当に甘えるのが下手なんだな。

　オレは苦笑して、もう一度かおるんの頭を撫でてやった。

　そのあと、ふたりで家の中に戻ろうとしたのだけど、その途中、

「……ん？　マキナ？」

　庭の木の陰に隠れていたマキナの姿を見つけた。

「お前、こんなところでなにやってるんだ？」

「えっと、その、あの……」

　言い淀よどむマキナを見て、大方の察しがついた。

「話を聞いていたのか？」

「……ごめんなさい。目が覚めたら忍しのぶが部屋にいなかったから、それで忍を捜してたら話し声が聞こえてきて……あたしの話をしてたから、つい気になって……」

　マキナがそう答えると、さすがにかおるんも気まずくなったのか、口を閉ざしてマキナから目を逸らした。

　ただ、わずかな沈黙のあとマキナは一歩踏み出し、おそるおそるかおるんに声をかけた。

「あの、ひとつだけ訊きいてもいい？」

「……どうぞ」

　少しだけ身構えるかおるんに、マキナは真剣な表情で訊たずねた。

「あんたの『薫かおる』って名前、誰だれがつけたの？」

「……わたくしの親がつけたと聞いていますが」

　質問の意図がわからなかったのか、かおるんは戸惑った様子で答える。

　するとマキナは視線を落として口を開いた。

「昔、お姉さまが言ってたわ。自分の名前があまり好きじゃないって。お姉さまは満月の日に親から捨てられたから『ルナ』と呼ばれることになったの。だけど、本当は親に名前をつけて欲しかったって……そう言ってたわ」

　そこでマキナは顔をあげ、しっかりとかおるんを見つめる。

「あんたはお姉さまと違って、親からちゃんと名前をもらったんでしょう？　あたしがこんなことを言っても説得力がないかも知れないけど、あんたはちゃんと親から愛されていたと思うわよ……」

　言いながらかすかに頬ほおを赤く染め、再びかおるんから目を逸らすマキナ。

　……そうか、マキナはマキナなりにかおるんを慰なぐさめようとしているんだな。

　かおるんもそのことに気づいたようだ。彼女は少し驚いたあと、微かに口元を緩ゆるめた。

「ありがとうございます、マキナ様」

「お、お礼なんて言われるようなことはしてないわよ。それと、あたしのことは様付けで呼ばなくてもいいから」

「……え？　どうしてですか？」

　かおるんが訊ねたところ、マキナはさらに頬を赤くして、「それは、その、だから……」と口をもごもごさせる。

「もしかして、『様』でなく『殿』と呼んで欲しいのですか？」

「どうしてそうなるのよ！　全然違うわよ！　あたしにも甘えていいって言ってるの！」

　そう叫んだあと、マキナはハッとした表情になり、慌あわてて自分の口を手で押さえた。

　その様子を見たかおるんは小さく微笑ほほえみ、

「……マキナは可愛いですね」

　と、優しく言った。

　途端、マキナは耳まで赤くなってくるりと背を向ける。

「そ、それじゃあ、あたしは自分の部屋に戻るわ。待ってるから、今度はちゃんと話をしましょう、薫かおる」

　そう言って、マキナは早足でオレたちから離れていく。

「……マキナが、わたくしのことを名前で呼ぶのははじめてですね」

　どこか嬉うれしそうに言い、かおるんはオレに小さく頭を下げたあと、ゆっくりとマキナの背中を追いかけはじめた。

　その様子を眺めたあと、オレも部屋に戻ってベッドに横になる。

　マキナも部屋に戻ったことだし、今度はすぐに眠れるかと思ったのだけど、

「う～ん、忍しのぶくんエッチだ……」

　どんな夢を見ているのか、聖ひじりが妙に色っぽい吐息混じりの寝息を立てるので、結局オレは緊張してなかなか眠りにつくことができなかった……。



    

  
    
      


第三章　終わりの予感



　……なんだか人の気配がする。

　鼻び腔こうをくすぐるいい匂においに、右腕に感じる心地いい重み。

　なんだ？　またなずながオレのベッドに忍び込んできたのか？

　そう思って瞼まぶたを開くと、目に飛び込んでくるのは朝日を浴びて光る美しい銀の髪。フランス人形のように整った顔立ち。桜色に上気したなめらかな頬ほっぺたに、形のいい柔らかそうな唇。

　何故か、目を覚ますとオレの隣でエルニが眠っていた。

　エルニはオレの右腕を腕枕まくらにして、あどけない寝顔をさらしており、

「……可愛いな、こいつ」

　思わず頬っぺたを突っついて遊びたくなった――なんて言ってる場合ではない。聖も同じ部屋で寝ているんだ。この状況は非常にまずい。聖に誤解されてはたまらない。

「エルニ、起きろエルニ。ウェイクアップ・アンド・ドリームだ」

　小声で肩を揺すったところ、エルニは薄く目を開けた。

「……んん？　なんだ、もう朝か？」

「いや、『もう朝か』じゃねえよ。お前、なんでこんなところにいるんだよ？」

　軽く突っ込んだところで、不意に視界の端で聖ひじりがむくりと上体を起こしたのが見えた。

　おそるおそる身体を起こして振り返ると、聖は目を細め、睨にらむようにじっとオレたちを眺めていた。

「……なにしてるんだ、ふたりとも」

「え、えっと、これはエルニが勝手に――」

「エルニばっかりずるいぞ！　私も一緒に寝る！」

「……は？　え？」

　聖は怒ったように言ってオレの言葉を遮さえぎり、ベッドから抜け出して近づいてくる。

　しかし寝ね惚ぼけているのか、聖の足取りはふらふらとおぼつかない。その上寝ている間にはだけたのか、乱れた衣服からピンクのブラジャーに包まれた豊満な双胸が見えており、張りのありそうな太ももまでもが顔を覗のぞかせていた。

　聖はそんな状態でベッドに近づき、倒れ込むようにしてオレの太ももに頬ほおを預けると、そのまますうすうと眠ってしまう。

　その寝顔はエルニ同様すごく可愛らしく、艶つややかな唇を見つめているうちに、以前、退魔の試験時に聖とキスしたことを思い出してしまった。

　聖の唇も柔らかかったな……。

　気がつくと、オレは聖の唇に顔を寄せていたが、すぐに我に返って動きを止める。

「……ちょっと危なかったな」

　そう呟つぶやき、とりあえず聖をベッドに寝かせようと思い、オレは彼女を抱きかかえてベッドの上に移動させた。そして、再び眠りについたエルニの隣に聖を寝かせる。

　するとエルニがもぞもぞと動き、甘えるように聖に抱きついた。聖はそれに対して薄うつすらと目を開けたあと、やはり寝惚けているのか、「忍しのぶくん、嬉うれしい……」と小声で呟き、ぎゅっとエルニを抱き締め返していた。

　……なんかエロい光景だな。

　衣服を乱れさせたまま絡み合う美少女ふたり。あどけない寝顔と目に眩まぶしい肌色が織り成すエロティックな世界。

　ふたりの寝姿にかなりドキドキしたオレは、変な気を起こさないうちに部屋を出ることにした。階段を降りてそのまま庭に出て、大きく深呼吸。朝の空気を身体いっぱい吸い込んで気持ちを落ち着かせていると、庭の中央でなずなが空手の演武をしている姿が見えた。

　なずなの動きは洗練されており、力強く美しい。

「――ああやって身体に技を染み込ませることによって、無意識下でも技が出せるように、なずなは鍛えているわけである」

　暇ひまだったので解説してみたところ、なずながオレに気づいたようだ。笑顔で駆け寄ってきて元気いっぱいに手をあげる。

「お兄ちゃんおはよう！」

「ああ、おはよう」

　オレが挨あい拶さつを返すと、なずなは笑顔のまま言った。

「お兄ちゃんも一緒に演武しよう」

「悪いが断る。お兄ちゃんはもう空手はやめたんだ。中学一年のとき入った空手部で空手が殺人技にもなりえることを知り、その恐怖で空手ができなくなってしまったんだ。もっとはっきり言えば練習が辛つらくて面倒だったんだ」

「……本当は、無茶なことを言って一年生をしごいていた先輩たちをお兄ちゃんが、『お前らの面つらが気に喰くわない！』って、先輩たちより無茶なこと言って暴れまわって先輩全員を倒しちゃったから、それで空手部を追い出されちゃったんだよね？」

「……なんでお前がそのことを知っている？」

「顧問の柏かしわ木ぎ先生が教えてくれたからだよ。お兄ちゃんすごいね。格好いいよ！」

　……あのヒゲ面のおっさんもなずなに余計なことを教えてくれたもんである。

「なずな、噂うわさには尾ひれがつくものなんだ。確かにお兄ちゃんは中学のときはやんちゃだったから、空手部と柔道部と剣道部で暴れまわったけど、どれも自分から辞めたんだぞ？　追い出されたわけじゃない」

　なにか得るものがあるんじゃないかと思って入部してみたものの、学校の部活で学ぶことはなにもなかった。だから爺じいちゃんの道場に入り浸ることになったのである。

「まあ、そんなわけでお兄ちゃんは空手の演武はやりません」

「それじゃあ、わたしと組手しようよ」

「あいたたた！　お兄ちゃんお腹がどうも頭痛で……」

　面倒だったので仮病を使って誤魔化してみる。

　しかしなずなはマキナみたいに騙だまされてくれなかった。奴はオレをじっと見つめて甘えるように言う。

「お兄ちゃん一緒に遊ぼうよお。遊んでくれたらお礼に、お背中流してあげるよ？」

「男の背中は女に洗ってもらうためにあるのではない。女の前で漢おとこを語るためにあるのだ。だから背中流しは断る。そしてなずな相手の組手は張り合いがないからそれも断る」

「うぅ～。お兄ちゃん格好いいこと言いながらひどいことも言った……」

　しゅんと肩を落としたなずなだったが、すぐに顔をあげて力強い口調で叫ぶ。

「でも！　その自信はいつまでも続かないよお兄ちゃん！　猫ねこ拳けんを極めたなずにゃんは以前までのなずにゃんとは違うんだ！　スーパー・なずにゃんなんだ！」

「なんだ？　穏やかな心を持ったなずにゃんは激しい怒りによってスーパー・なずにゃんに目覚める――ってか？　……面白い。やってみろ」

　オレは挑発的に人差し指でくいくいとなずなを手招く。

　するとなずなは数瞬でオレとの距離を殺し、

「にゃあ！」

　鋭いハイキックを放ってきた。

　しかもそれはブラジリアンキック。蹴けりの軌道を途中で変える高度な技だ。

　おそらくテレビか漫画で見て練習したのだろうが……まだまだだな。

　事前のささいな予備動作で完全に動きを読んでいたオレは、焦ることなく蹴りを受け流し、一歩踏み出しながらなずなの足を刈りあげ、ぽんと軽くお腹を押す。

　瞬間、片足だったなずなはあっさり体勢を崩し、そのまますっ転んだ。

　なずなはなんとか受け身を取ったが、オレはその様子を見下ろし、やれやれと大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせる。

「いまのは攻撃かねスーパー・なずにゃん？　それともお遊びかね？　もしいまのが本気の攻撃だとしたら、力の差は歴然だ。それでも続けるかね？」

「ぐぬぬぬぬ！」

　挑発してやると、なずなは頬ほおを膨ふくらませ、オレを指差して叫ぶ。

「お兄ちゃん！　スーパー・なずにゃんはまだ八十パーセントの力しか出していないんだよ！　いまから百パーセントの力を見せるからね！」

「ほう、それは興味深い。では見せてみろ、お前の力を！　お前の本気というものを！　その上で完膚なきまでに叩たたき潰つぶしてくれるわ！」

「負けないよお兄ちゃん！　スーパー・なずにゃんがやらなきゃ誰だれがやる――だよ！」

「……よくわからんが、まあいい！　さあ足あ掻がいてみせろ！　歴史を変えてやるとな！」

　そんなこんなでしばらくなずなと一緒に遊んだ。

　しかしやはりなずなの攻撃はすべて読めてしまい、どうにも張り合いがない。だからなずなが肩で息をしはじめたところで、オレは構えを解いて一息ついた。

「ふう、いい汗かいたな」

「……お兄ちゃん汗ひとつかいてないよ？」

　そう指摘するなずなはちょっと落ち込んだ様子だった。

「うう、まさか一発も当たらないなんて……。どうしてお兄ちゃんはそんなに強いの？」

「強くないと、守れないものもあるからだよ」

　……いかん。ただの質問にマジで返してしまった。

　気恥ずかしさを感じて頬をかいていると、なずなが「そういえば……」と思い出したように口を開いた。

「お兄ちゃん、お爺じいちゃんから新しい技教えてもらったんだよね？」

「ああ、そうだけど……爺ちゃんから聞いたのか？」

「うん。この前会ったときに聞いたの。ねえ、新しい技ってどんな技なの？」

「デンジャラスな技だ。浸しん透とう勁けいをアレンジしたもので、肉体の内部と外部を同時に破壊するから、完全に極めれば人間どころか熊くまさえ倒せそうだな」

　オレはきちんと説明してやったのだが、なずなは「肉体の内部？　外部？」と首を傾かしげ、

「よくわかんない」

　と笑った。

「……まあ、お前は感覚派だからな」

　良く言えば天才肌。悪く言えば野生児。学校でも副教科は抜群だが、他はいまいちななずにゃんである。ちゃんと夏休みの宿題をやっているのか不安で仕方がないが、今年はルナとマキナもいるし、最悪最終日にみんなで手伝ってやったらなんとかなるだろう。

　……この場に母さんがいたら、また『シスコン』とか言われるかもな。

　などと考えながら、オレは「お兄ちゃんシャワー浴びてくる」と残して、なずなに背を向けた。そしてシャワーの前になにか飲もうと思い、キッチンを目指して歩いていると、トントンと包丁がまな板を叩たたく音が聞こえてきた。

　ルナかな？

　そう思ってキッチンに顔を出したのだけど、そこにルナの姿はなく、代わりにかおるんがキッチンに立っていた。

　かおるんはオレに気づくと珍しくにっこりと微笑ほほえむ。

「おはようございます、ダーリン」

「ぎゃあああああ！」

「……あの、いきなり悲鳴をあげるのはいくらなんでも酷ひどすぎませんか？　ちょっと泣きそうです」

「いや悪い。びっくりしたんだ。そして悲鳴は軽い冗談のつもりだ」

「つまらない冗談です」

　軽い口調で謝るオレに、かおるんは小さく唇を尖とがらせる。

「すまん。今度から面白くなるように善処する」

「許しません。許して欲しいのなら、わたくしが『ダーリン』と呼んだら『ハニー』と返してください」

「了解した」

　オレが頷うなずくと、やり直すつもりなのか、かおるんは再びにっこりと微笑む。

「いい朝ですね、ダーリン」

「ハニーフラッシュ！」

「もうなにもかもが違います！」

　ちょっと面白いかなと思って言ってみたのだが、かおるんに怒られてしまった。

「まったく、忍しのぶ様は乙女心というものをわかっていません」

「なんだ乙女心って？　それって美味いのか？」

「甘くて苦いママレードボーイみたいな味がします」

　それは初耳である。

「……ちなみに男心はどんな味がするんだ？」

「知りません。忍様は料理の邪魔なのであっちに行ってください」

「はいはい、わかったよ」

　頷うなずきながらふと違和感を覚え、オレはじっとかおるんを見つめる。

「どうしたんですか、忍様？」

「……あれ？　かおるん、さっきからオレのこと下の名前で呼んでる？」

　違和感の正体に気づいて訊たずねたところ、かおるんはわずかに頬ほおを赤くし、オレを見つめ返して答えた。

「き、昨日、忍様はわたくしに甘えてもいいと言ってくれました。ですから、これからは名前で呼びます」

「それは別に構わないけど……なんで急に？」

「……しょ、将来的にお嬢様は南なん条じよう聖ひじりになると思いますので、いまから慣れておこうと思って名前で呼んだのです。お嬢様が忍様を名前で呼びはじめたのもそのためでしょう」

「……あんまり先のことを考えると、鬼が笑うぞ？」

「そのときは、笑ったその鬼を泣いた赤鬼にしてみせましょう」

　言葉の意味はよくわからんが頼もしい限りである。

　思わずオレは頬を緩ゆるめ、かおるんに手を伸ばして優しく頭を撫なでた。

　しかしその瞬間、

「……あぅ」

　かおるんは顔から湯気が出そうなほど真っ赤になって俯うつむいてしまう。

「し、忍様だめです……それは恥ずかしいです。わたくしは……そういうのに慣れていません……」

　恥ずかしげに、消え入りそうな声でそんなことを言うかおるん。

　いかん、可愛い。

　オレはついつい夢中になってかおるんの頭を撫で続けた。

　かおるんも恥ずかしそうにしながらもそれを受うけ容いれていたが、

「も、もうだめです。おしまいです……！」

　さっとオレから離れ、耳を真っ赤にしたまま逃げ去って行った。

　……ふむ、かおるんの意外な弱点を見つけたな。今度から度の過ぎた悪戯いたずらをしたときは頭を撫でて言論を封じてやろう。

　などと考え、オレは上機嫌で風ふ呂ろ場ばに向かってシャワーを浴びた。

　温かいシャワーの心地よさに浸っていたところ、不意に脱衣所で物音が聞こえてきた。そして、

「どうして先に入っちゃうのよ？」

　マキナの拗すねたような声が聞こえてきたと思ったら、風呂場の扉が音を立てて開き、

「一緒に入るって言ったじゃない、なずな…………え？」

　振り返った先には、一糸纏まとわぬマキナの姿。

　目に飛び込んでくるのは形の良い大きな乳房、くびれた腰、思わず心奪われる脚線美。

　視線をあげたところ、マキナはきょとんとした表情でオレを見つめており、そのまま見事に固まっていた。

　とりあえずオレは両腕で身体を隠し、

「いやん、エッチ」

　と頬ほおを赤く染めた瞬間、

「いやぁあああああああ！」

　マキナが悲鳴をあげて身体を隠した。

　しかしオレは被害者だと思うので、あくまでも強気に返す。

「ひ、悲鳴をあげるとは失敬な人だね君は！　というか、なんなんだね君は！　早く出て行きたまえよ！　言っておくが、滅茶苦茶に恥ずかしいんだぞ！」

「ごめんなさい！　ごめんなさい忍しのぶ！　あたし見てないから！　なにも見てないから！」

「……なにを見てないって？」

「忍の――って、なんでもないわ！　いまのなし！　いまのはなしよ！　本当に見てないから！　だから……ごめんなさいぃいいい！」

　言いながら逃げるように風呂場から出て行くマキナ。

　……こりゃあ見られたな。

　あれだけ顔を真っ赤にされたら誰だれでも気づく。

　ただまあ、オレも見てしまったので、なにも文句は言えない。というか、文句どころか感謝したいくらいである。

　ありがとう、マキナ。

　心の中で呟つぶやき、オレは風呂場をあとにした……。



　シャワーを浴びたあとしばらくリビングでぼんやりしていたところ、聖ひじりたちが顔を出したので、みんなで朝食をとることにした。

　ただ、ルナはまだ寝ているのか、リビングにその姿はなかった。

　せっかくだから、オレが起こしてやるか……。

　オレは腰をあげ、リビングを出てルナの部屋へと向かう。しかしドアの前に立ったとき、ふと昨夜ルナと交わしたキスのことを思い出し、思わずノックの手が止まる。

　――忍しのぶさんが大好きです。

　ルナの言葉が頭の中をよぎり、頬ほおが熱くなる。だけど、ルナの好きは家族という意味でだろう。実際、ルナはマキナにもキスをしていた。変な期待をしてバカを見るのも恥ずかしい。

　オレは深呼吸して気持ちを落ち着かせたあと、改めてドアをノックする。

「ルナ、起きてるか？　朝だぞ？」

　と、声をかけたのだが、ルナからは一向に返事がない。やはりまだ寝ているのだろうか？

　それから何度か声をかけ続けたのだけど、相変わらず返事はなかった。そこでオレは「入るぞ？」と断ってからドアを開ける。そしてそのままベッドに視線を向けたところ、ルナは熟睡しているようで、規則正しい寝息を立てていた。

　しかしエルニたちとは違い、ルナの寝姿は妙に色っぽい。

　薄桃色の形の良い艶つややかな唇、綺き麗れいな首筋に鎖骨のライン。見惚れつつも、いけない気持ちになっていく自分がいて、オレは首を横に振ってよこしまな気持ちを振り払う。

「ルナ、朝飯ができたぞ？　起きろ」

「……んんぅ」

　声をかけたものの、ルナは艶やかな吐息をもらし、掛け布団を掴つかんで顔を隠してしまう。

「こら、起きなさい」

　オレは苦笑して掛け布団を掴み、一気に引っぱがした。

　途端、真っ白な肌が視界いっぱいに広がった。

　――ルナは、セクシーな黒のパンツしか身につけていなかったのだ。

　大きな乳房は仰向けになっていても半球を保っており、張りと弾力を見せつけている。さらに、小さなお臍へそに柔らかそうな太ももがばっちり見えてしまい、オレは慌あわてて布団を掛け直した。そして他の誰だれかにルナを起こして貰もらおうと、そのまま後ずさったのだが、

「おわっ！」

　動揺していたのか、足を絡ませてその場で転倒。静かな朝に大きな物音が響き渡った。

　するとルナが再び艶やかな吐息をもらし、掛け布団を胸に抱いてゆっくりと上体を起こした。心なしか瞳ひとみはとろんとしており、自分の状況をよく理解していないようにも見える。

　実際、ルナはきょろきょろとあたりを見渡し、オレに気づくと首を傾かしげて訊たずねてきた。

「……あの忍さん、私、どうしてここにいるんですか？　なんだか、昨日の記憶が曖あい昧まいなんですけど……」

　どうやらルナは、昨日のことはまったく覚えていないようだった。

　まあ、覚えていないのならそれでもいいだろう。オレはルナが酔っ払ってみんなに絡んだ事実を隠し、曖あい昧まいに笑ったのだった……。
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　朝食を済ませたあと、外で遊ぼうという話になり、オレたちは家を出て、近くの川を目指して林道を歩く。

　田舎のためか、林道はあまり舗装されておらず、雑草が好き勝手に生え、大小の石も所々に転がり、道もでこぼこしている。

　そんな道を歩き続けて川に辿たどり着つくと、その場所は昔来たときと変わらず、いまも地元の人たちの遊び場だった。

　高校生らしき男女と子供たち、そして親子連れの姿もある。

　その様子を眺めながら、オレたちは近くの簡易更衣室に向かった。

　みんなと別れたあと、オレは素早く水着に着替え、川の近くでビニールシートを敷き、パラソルを二本立てて優雅に読書タイムと洒落しやれ込もうと思ったところで、背後から声があがった。

「あら、もう準備しちゃったの？」

「手伝おうと思ったんだけどなあ……」

　振り返ると、そこにはマキナとエルニの姿。

　マキナは露出度の高い黒のビキニを身につけ、豊かな胸元を惜おしげもなくさらしており、スタイルの良さを際立たせていた。

　一方、エルニは可愛らしいピンクのビキニ姿。マキナに比べて胸元こそ控え目だが、スレンダーな身体つきは非常に魅力的である。

　思わずふたりの水着姿に見惚れていると、マキナが一歩近づき、おずおずと訊たずねてきた。

「……ねえ忍しのぶ、どう？　似合ってる？」

「あ、ああ。よく似合っててすごくいいけど……少し露出度が高いんじゃないか？」

「だって、エルニがこういう水着の方が男の子は喜ぶって言うから……」

　……またエルニか。どうしてルナもマキナもエルニの言うことを真に受けるんだ。

　少し呆あきれていると、今度はエルニが話しかけてきた。

「忍！　わたしの水着はどうだ？」

「おお、いい生地だな、その水着」

　水着はどうかと訊きかれたので、素直に水着の評価をしてみたものの、

「エルニパンチ！」

　当然ながら怒られた。

　エルニが拗すねた様子でオレの頬ほおをぐりぐりしてくるので、

「水着もいいけど、その水着を着ているエルニはもっといいから！」

　と、焦ってつい本音をもらしてしまったところ、エルニは自慢げに胸を反らした。

「ま、まあ、神だから当然だな！」

　そう言うエルニだったが、心なしかその頬ほおはほんのりと赤くなっている。

　ちょっと可愛いな。

　そんなことを考えていると、今度はかおるんと聖ひじりが姿を見せた。

　かおるんはブルーのビキニ姿で、細い腰にパレオを巻いており、チラチラと覗のぞく白い太ももが目に眩まぶしく、モデルのように均整の取れた身体つきにも心奪われる。

　そして聖はそんなかおるんの背中にずっと隠れており、オレたちの傍そばに来てもそのままだった。

「……お嬢様、いつまで隠れているつもりですか？」

「だ、だって、よく考えてみたらこの水着は恥ずかしい。薫かおるさんが勧めてくれたから買ったけど……やっぱり変なんだ。更衣室を出てから、みんな私をじっと見てる……」

　言いながらますます縮こまる聖。

　そんな聖の様子を見て、かおるんは小さくため息をもらすと、不意にその場で華麗に一回転。聖の背中を押してオレの前に立たせる。

　すると、オレの目に豹ひよう柄がらの大胆な水着を着た聖の姿が飛び込んできた。

　その豹柄の水着はマキナと同じくらい露出度が高く、聖は挑発的なまでに豊かな肢体をさらしている。

　……人の視線を集めるのも無理はない。黒髪のクールビューティーがこんな挑発的な格好をしているんだ。オレだって目が離せない――って、いかんいかん。

　凝視するのは失礼だと思って目を逸らそうとしたのだが、聖はオレの視線を受け、かおるんに背中を押されるまま近づいてくる。そして恥ずかしげに豊かな胸を揺らして腰を落とし、前屈みになって胸を強調させ――グラビアアイドル的な女め豹ひようのポーズを取った。

　そのポーズのまま聖はなにか迷っているようだったが、頬を真っ赤にして口を開く。

「が、がおー、食べちゃうぞー」

「性的な意味で」

　……なんか、いますごいことを言われたな。

　さすがに頬が熱くなり、オレは聖から目を逸らした。

「……やっぱり、聖はエッチだな」

「ち、違うぞ！　確かに『食べちゃうぞ』とは言ったけど、変な意味じゃないんだ！　エッチなことを言ったのは薫さんだ！　私じゃない！　ほら、薫さんからもなにか言ってくれ！　忍しのぶくんが誤解してしまう！」

　聖は焦った様子でかおるんにフォローを求めるが、

「……お嬢様、少しはしたないですよ」

　かおるんはぽっと頬ほおを赤らめ、聖ひじりから目を逸らす。

「か、薫かおるさん！　なんでそんなことを言うんだ！　誤解を解いてくれ！」

「お嬢様、誤解からはじまる恋もありますよ」

「……あの、言ってることがよくわからないんだけど」

　などと聖とかおるんが話していたところ、ようやくなずなとルナが姿を見せた。

　なずなは小柄な身体にオレンジのセパレート水着を装着しており、露出度も少なかったので、お兄ちゃんは安心した。

　しかし元気いっぱいのなずなの水着姿は身内の贔ひい屓きを抜きにしても可愛らしいので、ナンパされるんじゃないかと心配になってしまった。

　そしてルナは、ルナは……なんだろう、うまく言葉にできない。

　ルナが身につけている眩まぶしい白のビキニは、マキナや聖に比べて露出度は低い。だが、それでもルナの巨乳は存在を強く主張しており、くびれた腰になめらかな脚線美、細い足首が心を捉とらえて離さない。

　しかもルナは普段とは髪型を変え、艶つややかな金の髪をポニーテールに纏めていて……胸がときめいて止まらない。

　だから、オレは言葉も忘れてただじっとルナを見つめ続けていた。

　そんな中、なずなは「ほら、ルナお姉ちゃん」とルナの背中を押してオレの前に立たせる。背中を押されたルナは色っぽく頬を上気させており、そっと手に持ったなにかをオレに差し出してくる。

　見ると、それは日焼け止めクリームだった。

「忍しのぶさん、これを私に塗ってくれませんか？」

「はい」

　断るといった選択肢はなく、恥ずかしいという気持ちも忘れ、オレは条件反射で頷うなずいていた。と、そこで、オレたちの様子を眺めていたかおるんがぽんと手を叩たたく。

「それでは、マキナにはわたくしが日焼け止めクリームを塗りましょう」

「……え？　いいの？」

「ええ、昨日のお礼です」

　かおるんが柔らかく答えると、マキナは嬉うれしそうに頬を緩ゆるめた。だがすぐに慌あわてたようにそっぽを向き、小さな声で言う。

「ほ、本当は、忍にしてもらいたかったんだけど、そこまで言うなら、薫で我慢してあげるわ」

「はい、ありがとうございます、マキナ」

　かおるんは小さく微笑ほほえみ、そっとマキナの背中にクリームを塗っていく。

　そんなふたりの様子を見て、今度はエルニが手をあげて言った。

「よし！　それじゃあ聖ひじりにはわたしが日焼け止めを塗るぞ！」

「……エルニ、悪いんだけど、私も忍しのぶくんにしてもらいたい――って、うわぁああ！　わかった！　わかったから！　水着を引っ張らないでくれ！」

「うむ、わかればいいんだ。なずにゃんも待ってろ。聖が終わったらなずにゃんにも塗ってやるからな」

「うん！　ありがとうエルちゃん！　お礼にわたしもエルちゃんに塗ってあげるね！　あと待っている間することがないから、五ご行ぎようさんに塗るのも手伝うね！」

「な、なずなちゃんも塗ってくれるのか？　それは嬉うれしいな……」

「むう！　わたしとは反応が全然違うぞ！　こいつめ！」

「ひゃん！　お尻は触っちゃだめだ！」

　そんな風にみんなが日焼け止めクリームを塗っていく中、ルナは「忍さん、私にもお願いします」と言い、ビニールシートに寝そべってビキニのトップスの紐ひもを外す。

　……もう鼻血が出そうだ。

　シートに押しつけられた量感たっぷりの乳房はいまにもはみだしそうであり、きめ細かでなめらかな背中。無防備にもオレの目の前にさらされた桃もも尻じり。それらすべてがオレを刺激した。

　……やっぱり、お尻を触ったら怒られるだろうか？　でも、ちょっとぐらいなら、冗談で許してくれるかも知れない。

　などと、一瞬よこしまな考えが頭をよぎったが、オレは首を横に振ってその考えを打ち払う。そして慎重に、それこそ花を愛でるように優しくルナの背中に触れた。それなのに、

「んんぅ……」

　と、ルナが艶つやのある吐息をもらした。

「ど、どうしたんだ？　もしかして痛かったのか？」

「いえ、大丈夫です。気持ち良かっただけですから、そのまま続けてください」

　その言葉でまたもや頭の中でいらん妄想が膨れあがったが、オレは深呼吸を繰り返して心を無にし、日焼け止めクリームをルナに塗っていった。

　だが不意に、再びルナが艶やかな声をあげる。

「んぁっ……やぁ……し、忍さん、お尻は自分でできますから……ひゃっん……ダメですよ……やめてくだ……んんっ！」

　言いながらもまったく拒絶する素そ振ぶりを見せず――オレではなく、エルニにお尻を揉もみしだかれていくルナ。

　エルニはオレがもたついている間に聖となずなに日焼け止めを塗り終えたようで、楽しげにルナのお尻を触っていた。

「忍しのぶさん大胆です……こんな……人がいっぱいいるのに……はぁん……！」

「いや、オレじゃないぞ？　ルナに悪戯いたずらしてるのはエルニだ」

「うん！　神だ！　ルナのお尻は柔らかくてすごく気持ちがいい！」

　エルニが羨うらやましい感想をもらすと、ルナがちょっとだけ怒ったように言った。

「もう、エルニちゃんダメですよ？　期待しちゃった――じゃないです！　えっと、びっくりしちゃったんですよ？」

　ルナがそう抗議するものの、エルニは反省した様子なく、そっとオレに耳打ちしてきた。

「……忍、いまならルナのお尻を触ってもばれないと思うぞ？　水着を外しているから、ルナも振り返ることはできないからな」

「おお、そうだな。ありがとうエルニ」

　オレは素直にエルニに礼を言い、ルナのお尻を軽く突っついてみた。

　すると、ぷにぷにのお尻の感触が指先ではじけ、お尻の弾力感が柔らかく指を押し返してきた。

「すごいな……」

　思わず感嘆の声をもらしたところで、ふと我に返った。

　……オ、オレは一体なにをしているんだ？　欲望に負け、あっさりとエルニに唆そそのかされてしまうなんて最低じゃないか。

「ご、ごめん！」

　オレは慌あわてて謝り、「少し頭を冷やしてくる」とだけ残して、逃げるようにその場をあとにした。



　……ルナに合わせる顔がない。

　オレを信用して日焼け止めクリームを手渡してくれたのに、その信用を見事に裏切ってしまった。オレは自分が情けない。

　というわけで、しばらくひとりで反省を続けたあと、ルナにちゃんと謝ろうという結論に至ったオレは、重い足取りでルナたちのもとに向かおうとした。

　しかしその途中、

「大変です忍様！」

　かおるんが焦った様子で駆け寄って来た。

「どうしたんだ？　そんなに慌てて……？」

　少し驚くオレに、かおるんは心なしか青い顔で答えた。

「お、お嬢様が、お嬢様が溺おぼれてしまったんです！」

「なんだって！　場所はどこだ！　すぐに行く！」

　すぐさまオレはかおるんのあとを追って走り出す。

　すると、川辺で聖ひじりが力なく横たわっている姿が見えた。

　……これはまずいぞ。水を飲んだのか？　息はしているのか？　心臓はどうだ？

　オレは焦りながら聖に駆け寄り、彼女の様子を窺うかがった。

　目に飛び込んでくるのはスラッとした鼻のライン。目を閉じていると長い睫まつ毛げが目立って色っぽい――ではなく、早く容態を確認しなければ。

　と、思ったのだが、よく見ると聖はほんのりと頬ほおを赤く染めており、彼女の豊かな胸は小さく上下している上に、緊張でもしているのか、拳こぶしがぎゅっと握られていた。

　うん、絶対溺おぼれてないよね、これ……。

　どういうことだと、オレは半眼でかおるんに目を向けたものの、彼女はオレの視線を受け流し、棒読みで言った。

「なにをしているのですか忍しのぶ様、早くお嬢様の胸を揉もんでください！」

「……いや、溺れたのなら普通は心臓マッサージと人工呼吸じゃないのか？」

「ではお嬢様にキス――ではなく、人工呼吸をお願いします！」

　……企みがバレバレだ。どうせこれも誘惑の一環なんだろう。

　そう理解したオレは、思わず呆あきれて投げやりに返す。

「人工呼吸はかおるんに任せた。オレは心臓マッサージを行う」

「わかりました。それではお嬢様、お覚悟を――！」

　言葉と共に、かおるんががばっと聖に覆い被さった途端、

「ええ!?　そんなの困る！」

　聖は慌あわてて身体を起こしてかおるんから離れた。

　……思った通り、元気いっぱいの聖。

　その聖はチラチラとオレを盗み見ながら、抗議するようにかおるんに言う。

「薫かおるさん、作戦と違うぞ。どうして作戦通りにやってくれないんだ？」

「……お嬢様、昔からよく言うでしょう。敵を欺あざむくためには、まず味方からだと！」

「あの、この状況で私を欺いてどうなるんだ？」

「わたくしが得をします」

　完全に私利私欲で動いているかおるんだった。

　だけどもしかしたら、かおるんは作戦に失敗したことにいち早く気づき、オレの非難が聖に向かう前に敢えて自分が泥を被ったのかも知れない――というのはいささか考えすぎだろうか？

　ともあれ、オレはかおるんに近づき、軽くその頭にチョップをして柔らかく言った。

「かおるん、多少の悪戯いたずらには目を瞑つぶるが、今回は本気で心配したんだぞ？　だから、こういった冗談はもうやめてくれ」

「……はい、申し訳ありませんでした、忍様」

「ええっ？　薫かおるさんが素直に謝った……？」

　視界の端で聖ひじりが驚いたような声をあげていたが、オレは気にせず、そのままかおるんの頭を撫なでてやる。

　するとかおるんは恥ずかしそうにしながらも、気持ち良さそうに目を細めた。

　その様子を見た聖は、再び驚いたような声をもらす。

「か、薫さんが妙にしおらしい。いつの間にか忍しのぶくんのことも名前で呼んでるし、忍くんには素直だし……なんか変だ」

　そんなことを言いつつも、じっとオレを見つめてくる聖。正確に言えば、なにが楽しいのかオレの身体を凝視している聖。

　ちょっと恥ずかしくなったオレは、そっと両腕で身体を隠した。

「そんなにジロジロ見ないでよ。聖のエッチ」

「ち、違う！　私はそんなつもりで忍くんの身体を見ていたわけじゃない！」

「お嬢様、誤魔化さなくてもいいんですよ？　忍様は逞たくましく引き締まった身体つきですからね。無駄な筋肉や脂肪もなく思わず見惚れてしまい……と、よく見たら身体中に傷きず痕あとがありますね。なんですかその傷痕の数々は？　見たところ刀傷まであるようですが……？」

　かおるんの質問に、オレは軽い口調で答えた。

「ああ、刀傷のほとんどは父さんと爺じいちゃんに斬きられてできたもんだ。これでも他流試合で斬られたことはあんまりないんだぞ？」

「……いえ、むしろ身内に傷をつけられたことに驚きなのですが……特に胸の傷痕が目立ちますね。どうしたんですか、これは？」

　かおるんの言葉を受け、聖がずーんと肩を落として答えた。

「……その傷は私が忍くんにつけちゃったんだ……」

　ああ、そういえばそんなこともあったな。

　以前、マキナを庇かばって聖に刀で斬られたことがあるのだが、その際に負った傷がばっちりと胸元に残っているわけである。

　オレ自身まったく気にしていないのだけど、聖はかなり気にしているようだ。肩を落としてしばらく項うな垂だれていた。

　しかしふと勢いよく顔をあげ、オレの傷痕を見つめて真剣な表情で言った。

「忍くん……。忍くんを傷モノにした責任は、ちゃんと取るからな！」

　なんだか誤解を生みそうな発言だな。

　思わずオレは苦笑する。

「あれは事故だったんだし、別に気にしなくてもいいんだぞ？」

　オレがそう言うと、かおるんがぽんと手を叩たたいた。

「それではこうしましょう。お嬢様が忍様を傷モノにした代わりに、忍様はお嬢様のはじめてを奪ってください」

「……さようなら」

　冗談に付き合わず、オレはルナの姿を捜して歩き出した。

　すると、すぐにルナを発見した。彼女は川辺に腰を下ろし、綺き麗れいな清流に長い脚をつけて気持ち良さそうにしていた。ルナの視線の先では、エルニとなずな、そしてマキナが水を掛け合って楽しそうにしている。

　そこでオレが胸中で深呼吸をしたあとルナに近づくと、

「あっ、おかえりなさい、忍しのぶさん」

　オレに気づいたルナは柔らかく微笑ほほえんでくれた。

　……オレがお尻を触ったというのに、ルナはまったく怒っていないようだった。

　しかし、ここは男らしくきちんと謝らないといけないだろう。

「えっと、ルナ、さっきのことなんだけど……」

「さっきのこと？　なにかありましたか？」

「いや、あったじゃないか。ほら、オレがその、ルナのお尻を触って……」

　情けなくオレが言い淀よどむと、ルナは頬ほおを赤くしながらも笑顔を見せてくれた。

「忍さん、気にしないでください。忍さんも男の人ですから、その、仕方がないと思います。でも、今度から触りたいときはちゃんと言ってくださいね？　いきなりだとびっくりしますから」

　相変わらずルナは優しかった。

　その優しさに癒されつつも、オレもルナに倣ならい、みんなの様子を眺めることにした。

　と、そこでエルニが真剣な表情で目を凝らして川の中を見つめ、素早く川に手を突っ込んだと思ったら、

「獲ったど～！」

　その手に大きな魚を掴つかみ、自慢げに掲げるエルニ。

　熊くまみたいなやつだなあ……。

　素直にすごいと思っていると、エルニは笑顔でその魚をマキナにパス。

「マキナ！　わたしの気持ちだ！　美味しく食べてくれ！」

「あら、ありがとう――って、こんなのもらってもどうしたらいいのかわからないわよ！お姉さまにパス！」

　マキナは手の中で暴れる魚をお手玉したあと、ルナに向かって放り投げる。

　するとその魚はルナの胸元で跳ね回り、深い胸の谷間の中にもぐり込んでしまった。

「ひゃあ！　やぁん、だ、だめです。忍さん、取ってください！」

「え？　オレ？　まあいいけど……」

　ルナも困っているみたいだし、助けてやろうと思った。

　そこでオレは静かに構えを取って狙ねらいを定め、

「セイッ！」

　魚の尻尾を掴つかんでみせた。

　うむ、我ながら見事な手さばきだ。

　しかしオレが魚を引き寄せた瞬間、ルナの水着が大きくずれて大事なところがはみ出してしまった。

　つまり、綺き麗れいなピンクのアレが見えてしまったわけである。

「……わ、わざとじゃないんですよ？」

　気まずい沈黙の中、オレがおそるおそる言うと、ルナは小さく悲鳴をあげて両腕で胸を隠そうとする。

　しかしその瞬間、豊満な乳房がその全ぜん貌ぼうを明らかにしている状態で大きく揺れ動き……オレは見事に硬直した。

　と、そこで、オレたちの様子を見ていたエルニとマキナが眉まゆを寄せて近づいて来た。

「なに鼻の下伸ばしてるんだ忍しのぶ！」

　エルニは珍しく怒ったように続ける。

「伸ばすのはアキレス腱けんだけにしとけっ！」

「……お前は本当に某熱血先生が好きだな」

「うん！　本気になれば自分が変わる！　本気になればすべてが変わる！　今日から失敗したら、ガッツポーズだ！」

「お、おう」

　失敗したオレはエルニに言われた通りガッツポーズを決めてみた。

　だけどすぐにマキナに頬ほっぺたを引っ張られてしまう。

「……あの、痛いんだけど？」

「忍のエッチ。ちょっとは反省しなさい」

　返す言葉もなかった。

　それからオレはルナに謝ったあと、日が暮れるまでみんなと川で遊んだ。



　●　　●　　●



　帰り道、夕日の中林道を歩いていると、なずなが話しかけてきた。

「ねえお兄ちゃん、川で遊んでいるときに地元の人から聞いたんだけどね、明日近くの神社でお祭りがあるんだって」

「ふーん」

「楽しそうだよね」

「そうか？　人が集まって鬱うつ陶とうしいだけじゃないのか？」

「そんなことないよ。楽しいよ。花火だってあがるんだよ？」

「華は咲き乱れるのではなく、一輪あればよいのです」

　などとオレが返したところ、なずなが人の腕に抱きついてきた。

「お兄ちゃん、せっかくだからお祭りに行こうよ」

　なずなが甘えるように言うと、マキナも同調するように口を開く。

「忍しのぶ、なずなもこう言っているんだし、なずなのためにもお祭りに行きましょうよ」

「……なずなのためとか言ってるけど、本当はお前が祭りに行きたいだけじゃないのか？」

「ばれてしまっては仕方がないわね――って、違うわよ！　あたしじゃなくてなずなよ、なずな！　それに聖ひじりもお祭りに行きたいって言ってたわ！　ねえ、聖？」

　マキナが話を振ったところ、聖は微笑ほほえんで頷うなずく。

「うん、私もお祭りに行きたい。一緒に行こう、忍くん」

「どうしようかなあ」

　ちょっともったいぶってみたところ、今度はルナが笑顔で話しかけてきた。

「忍さん、私もお祭りに行ってみたいです」

「じゃあ行こう」

　ルナには即答で返すオレだった。

　そんなオレを見て、何故かマキナと聖が眉まゆを寄せる。

「ちょっと忍！　お姉さまだけに贔ひい屓きしすぎよ！」

「忍くん、差別はよくないと思う」

　……ちょっとした冗談なのに、なんでそこまで怒るんだ？

　疑問だったが、とりあえずマキナと聖をなだめたあと、みんなで祭りの話をしながら、オレたちは別荘に向かって歩いていた。

　だがその輪の中に、かおるんは入ってこなかった。

　彼女は一定の距離を保ったまま、オレたちの少し後ろを歩き続けている。

　かおるんにはいつものように表情がなかったけど、どうしてか、その様子がひどく寂しげに見えて、オレはみんなからそっと離れてかおるんに声をかけた。

「どうかしたのか？」

「……いえ、なんでもありません」

「とてもそうは見えないぞ？　なにかあったのか？」

　さらに問うと、かおるんはふと足を止めて小さく言う。

「今日は楽しい一日でしたので……少し寂しくなったのです」

「……寂しい、か」

　確かに楽しい一日が終わってしまうことにはどこか寂しさを感じてしまう。だけど、

「楽しいことは今日で終わりじゃないだろう？　明日も、きっと楽しい一日になるさ」

　そう考えれば寂しさも消えていく。

　オレは口調を明るくして、かおるんに笑いかける。

「……そうですね。忍しのぶ様の言う通りかもしれません」

　言いながらも、やはり寂しげな表情のままかおるんは「ですから」と続ける。

「いまだけは、楽しむことにしましょう」

　どうしてか、かおるんの口調に違和感を覚えた。

　それはまるで、この柔らかな時間が終わることを予感しているようだった。

　――そして、その予感は的中する。

　不意に、風がやみ、虫たちの声が消えた。

　みんなも違和感に気づいたのだろう。足を止めて顔を見合わせる。

　そんな中、聖ひじりが硬い表情を浮かべて口を開く。

「まさか、結界？」

「……どうやら、見つかってしまったみたいですね」

　聖の言葉を受け、かおるんは諦あきらめたように言った。

　瞬間、周囲の木々から、いつか見た長身の美しい女性と、手に日本刀を持った三人の男たちが姿を現した。

　男たちとは面識はなかったが、女性の方は違う。彼女は以前、聖が退魔の試験を受けた際に立会人となった人だ。

「……橘たちばなさん」

　聖が女性に目を向けて呟つぶやくと、

「遊びの時間は終わりです。彼女にはすぐに戻ってもらいます」

　女性――橘さんは有無を言わせぬ口調でかおるんに近づいてくる。

「……かおるんを連れ戻すつもりか？」

　オレが庇かばうようにかおるんの前に立つと、橘さんは肩をすくめ、男たちに視線を飛ばす。

「やりなさい――」

　橘さんの言葉が終わらないうちにオレは動いた。鋭く踏み込んで距離を潰つぶし、中央にいた男に肉迫する。

　先手必勝。男は抜刀しようと刀に手をかけたが、オレはその手に手刀を叩たたき込む。それと同時に男の顔面に拳こぶしを突き立てた。間髪を容れず、襟えり首くびを掴つかんで男を持ちあげ、そのまま左端にいた男に放り投げる。

　わずかだが、これで男ふたりの動きは止められるだろう。

　そう判断し、オレは振り返って右端の男に目を向ける。

　と、そのとき、鋭い風切り音が聞こえてきたと思ったら、男たちになにかがぶち当たり、そのまま男たちは吹き飛んで行った。

　……マキナの風の弾丸か？

　マキナに視線をやると、彼女は右手を掲げており、橘たちばなさんに鋭い視線を向けていた。

「忍しのぶの敵はあたしの敵よ。一応手加減はしておいたけど、まだ続けるつもりなら、容赦はしないわ」

　マキナがそう言うと、聖ひじりが橘さんに近づいて口を開く。

「橘さん、私もマキナさんと同じ意見だ。このまま帰って欲しい」

「……こんなことをしてただで済むと思っているのですか？」

　橘さんは硬い声音で続ける。

「たとえ逃げ続けることができたとしても、退魔士としてのあなたの立場が悪くなるだけですよ？」

「それでも構わない」

　聖は迷いなく断言。

「誰だれになんと言われてもいい。薫かおるさんは渡さない」

「ああ、あんたたちが何度来ても、今日みたいに追い返すだけだ」

　聖に同意するようにオレが頷うなずいたところ、橘さんは眉まゆ根ねを寄せた。彼女はなにか言おうと口を開くが……言葉の代わりに深いため息を吐いた。そしてオレたちに目を向け、

「しばらく、聖様とふたりきりにしてくれませんか？」

　とだけ言った。

　聖はそれに頷いて返し、オレたちに向き直る。

「忍くんたちは先に戻っていてくれ」

「……大丈夫なのか？」

「うん、大丈夫だ。橘さんは信用できる人だから」

「そうか……」

　聖がそう言うのなら大丈夫なのだろう。

　オレたちは聖に従い、不安そうな表情を見せるかおるんを連れて先に別荘に戻った。

　……だけどその日、聖が帰ってくることはなかった。

　一応オレの携帯電話に、『今夜は帰れない』と聖から短いメールが届いたが、事情を訊たずねる旨のメールを送っても、返事はなかった。



    

  
    
      


第四章　一番欲しかった言葉



　翌日、聖ひじりから『私のことは心配しなくていい。みんなとお祭りに行ってきてくれ』という旨のメールが届いた。

　そのことをかおるんにも伝えたのだけど、彼女はずっと落ち込んだ様子だった。

　かおるん自身はいつも通りに振るまっているようだったけど、朝食を作る際に包丁で指を切ったり、なにもないところで転んだりと、動揺を隠せないようだ。

　昼食を終えたあとも、かおるんはリビングのテーブルに肘ひじをついたままずっとぼんやりしている。

「なあ、かおるん」

「……」

「えっと、かおるん」

「……」

「薫かおるさ～ん」

「…………返事がない。ただの屍しかばねのようです」

「いや、自分のことを屍とか言うなよ」

　軽く突っ込んだあと、オレは努めて明るく言う。

「これからみんなでまた川に行くんだけど、かおるんも一緒に来ないか？」

「お気持ちは嬉うれしいのですが、昼食の準備がありますので」

「……昼飯ならさっき食べたぞ？　まあ、確かにかおるんはあまり食べてなかったけど」

　言いながらオレはかおるんの手を取る。

「ほら、かおるんも一緒に行こう。このまま家にいても仕方ないだろう？」

　励はげますように言ったのだが、かおるんは聞いていないのか、またぼんやりとしはじめる。

　……これは相当に落ち込んでいるな。

　見ていられず、オレは半ば強引にかおるんを川に連れて行った。

　ただ、川に来ても相変わらずかおるんはぼんやりとしており、気分転換にはならなかったようだ。

　そこでオレたちは夕方まで待ち、かおるんを祭りに誘うことにした。

　聖のことも心配だが、落ち込んだ様子のかおるんも気掛かりだ。

　だから、今度こそ気分転換になればと思う。

　オレたちはかおるんを連れて、別荘から二十分ほど歩いた先にある神社に向かい、石畳の階段をあがって鳥居をくぐる。

　すると、境内は大勢の人で賑にぎわっていた。

　境内を見渡したところ、金魚すくい、たこ焼きやイカ焼きといった屋台が立ち並んでおり、食欲をそそるいい匂においが漂ってくる。

　その様子を見たみんなは一様に目を輝かせた。

「日本のお祭りははじめてだけど……楽しそうね」

「本当ですね」

　マキナに笑顔で返し、ルナもわくわくした様子で屋台を眺めていた。そしてかおるんはといえば、浴衣姿の女性たちを一いち瞥べつしたあと、そっと小声でオレに話しかけてきた。

「忍しのぶ様、あのピンクの浴衣を着た女性のお尻をよく見てください。おそらく、あの女性は下着を穿はいていませんよ」

「……マジかよ」

　思わずかおるんの視線を追ってみたのだけど、

「忍様、いまのはウソです」

　かおるんにからかうように言われ、オレは赤面する。

　ただまあ、お祭りの雰囲気のためか、かおるんも少し元気になったようなので少し安心した。

　と、そこで、綿わた飴あめを手に持ったなずなが近づいて来た。その隣には水ヨーヨーを手の中で遊ばせているエルニ。

「はい、お兄ちゃんに綿飴あげるね」

「おう、ありがとう。エルニはヨーヨーとったんだな」

「うん！」

　声をかけたところ、エルニは自慢げにヨーヨーをぐるぐる回した。しかし勢いよく回したためか、エルニの手からヨーヨーがすっぽ抜け、地面に落ちて破裂してしまう。

「うわぁああああ！」

　破裂したヨーヨーを見下ろし、悲鳴をあげるエルニ。

　いまにも泣きそうな顔である。

「し、忍ぅ～」

「いや、オレに泣きつかれても、祭りだけに後の祭りだとコメントするほかない」

「まあ、忍様はなかなかうまいことを言いますね」

「うまくなんかない！」

　かおるんの言葉に、エルニは小さく頬ほおを膨ふくらませて返す。

「忍、わたしは悲しい！　だから、忍の綿飴を全部くれ！」

「……舐なめんなよ？」

「じゃあ噛かめばいいのか？」

「そういうことが言いたいんじゃないんだよ。欲しいのなら自分で買ってこい」

　そう言ってオレが千円札を手渡したところ、エルニは笑顔で礼を言い、屋台に向かって走り出す。そして、すぐにイカ焼きを手に持って戻って来た。

「忍しのぶにイカ焼きを半分やろう！」

「いいのか？」

「うん、わたしはイカの足は食べないんだ。食べたらゲソッとするからな」

「あら、エルニ様もうまいことを言いますね」

「……そうか？」

　手を叩たたくかおるんに呆あきれて返していると、今度はなずながやって来た。

「お兄ちゃんお兄ちゃん、わたしもお兄ちゃんにやきそばわけてあげるね！」

「ああ、サンキュー」

　オレは再び礼を言ってなずなからやきそばを受け取ったのだけど、

「忍！　たこ焼きをやろう！」

「お兄ちゃん！　かき氷だよ！」

「忍！　チョコバナナだ！」

「お兄ちゃん、りんご飴！」

　エルニとなずなが次々に食べ物をオレのところに持ってきた。

　……さすがにこれは注意した方がいいな。

「おい、お前らひとりで食べられないのなら買うなよ。オレはまだ綿わた飴あめ食ってるんだぞ？オレだけじゃなくて、ルナたちにも分けてやれ」

「にゃあ！」

　オレの言葉を受け、なずなは敬礼してマキナにりんご飴を譲ゆずり、

「それじゃあ、わたしはルナにチョコバナナをあげよう」

　エルニはチョコバナナをルナの口の中に突っ込んだ。

「んんっ!?　エ、エルニちゃん、そんな大きなバナナ、全部咥えられません。だ、ダメです。やぁん……」

　言い方が妙にエロいルナ。そして、エルニにチョコバナナを口の中に入れられながらそれを食べるルナの姿はさらにエロい。

　相変わらずルナは天然エロスお姉さんだな。

　などと考えながら再度綿飴を舐なめていると、かおるんが苦笑して声をかけてきた。

「忍様、頬ほっぺたに綿飴がついていますよ？」

「……わ、わざとだ。これでキュートさをアピールしているんだよ。放っておいてくれ」

　恥ずかしかったので誤魔化すようにそう返し、オレは慌あわてて頬に手を伸ばす。

　すると、隣にいたマキナが小さく笑って言った。

「忍、そっちじゃなくて逆よ？　取ってあげましょうか？」

「ああ、舌で舐なめとってくれ」

　……いや待て。かおるんのやつ、オレの物真似をしてなんてことを言うんだ。一度かおるんにはきちんと注意した方がいいな。

　そう思って振り返ろうとしたとき、

「まったく、仕方がないわね」

　マキナは自然な様子でオレの肩に手を載せ、ぺろりと舌でオレの頬ほおを撫なでていった。

　甘い香りに温かい舌の感触。そして肩に載せられた手の温もり。オレが硬直してマキナに視線をやると、

「これで取れたわよ――って、なにやらせるのよ！　忍しのぶのエッチ！」

　彼女は自分のした行為に今更気づいたのか、突然真っ赤になって抗議してきた。

「……えっと、オレはなにも言ってないぞ？　かおるんがオレの物真似をしただけだ。というか、やる前に気づけよ」

「う、うるさいわね！　あまりにも自然な口調で言われたから、ついやっちゃったのよ！大体、変なことを言う薫かおるが悪いんでしょう！」

「まあ、それもそうだな」

　頷うなずき、オレはマキナと共にかおるんに目を向けた。

　しかし、視線の先にはガン○ムのお面をつけたメイドさんがいるだけだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　オレたちの視線を受け、そのメイドさんは一言。

「俺おれがガン○ムだ」

「……そうですか」

「お邪魔しました」

　思わずオレとマキナは目を逸らした。しかしガン○ムことかおるんは、気にした様子なく、少しはしゃいだ様子で続ける。

「いまはガ○ダムだが、俺は普段メイドをしている」

「ずいぶんなガン○ムだな」

　オレがそう突っ込むと、エルニが手をあげて口を挟はさんできた。

「かおるんが普段メイドをしているように、わたしも神をやっているぞ！」

　何故か自慢げにエルニが言ったところ、なずなも手をあげてそれに続いた。

「わたしも妹をしているよ」

「それじゃあ、私も家事をしています」

　ルナまでそんなことを言い出したので、オレもみんなに乗ることにした。

「それならオレは格闘技をやっている。マキナは？」

「え？　あたし？　あたしはえっと……」

　マキナが言い淀よどむのを見て、エルニが代わりに答えた。

「マキナは女王様をやっているな」

「ええ、そうね。お～ほっほっほっ！　踏んであげるからそこに跪ひざまずきなさい――って、女王様なんてやってないわよ！　変なこと言わないで！」

　いつも通り乗り突っ込みをしているマキナだった。

　そんなマキナはエルニの頬ほおを軽く引っ張ったあと、ふと射しや的てき屋の屋台に目を向ける。

「ねえ忍しのぶ、あれはなに？」

「見ての通り射的屋だ。コルクの弾を銃に詰めて、台に並んでいる景品を撃ち落とせば、その品物が貰もらえる。……マキナもやってみるか？」

「い、いいわよ。あんなの子供がやる遊びでしょう？」

「そう言うなよ。せっかく祭りに来たんだし、童心に返ってみるのも悪くないと思うぞ？一緒にやろうぜ」

「……し、忍がそう言うのなら、遊んでみようかしら」

　マキナは照れたように言い、オレと一緒に射的屋の前に立つ。

　と、そこで、エルニもオレの隣に並んで口を開いた。

「忍、わたしもやるぞ！　こう見えても射的は得意だ！」

「ほう、それじゃあ、その腕前を見せてもらおうか」

　エルニにそう返し、オレは三人分の料金を射的屋のおっさんに払った。

　するとエルニは真剣な表情で銃にコルク弾を詰めはじめる。

　一方、子供がやる遊びだと言っていたマキナも、心なしかわくわくした様子で銃を構えていた。

　しかしマキナの撃つ弾は一発も景品に当たらず、マキナは悔しそうに眉まゆを寄せる。

「……全然当たらないわ」

「ははは、マキナは下手だな。そこで神の美技を見ているといい！」

　エルニは自信満々に胸を張って懐から百円玉を取り出し、それをピンと指で弾いて空中に飛ばす。そして間かん髪はつ容いれず銃を構えて引き金を引いた。

　瞬間、コルクの弾はキャラメル箱にあたり、エルニは見事景品を撃ち落とした。さらに、エルニは上から落ちてきた百円玉を手に掴つかんだ――のなら格好良かったのだけど、百円玉を取りそこない、地面に落としてしまう。

　百円玉は大きな音を立てて転がり、

「うわぁああ！　待ってくれ！」

　エルニは百円玉を追いかけていき……途中で転んだ。

　その様子を眺めながら、オレは小さくため息をつく。

「……あいつは本当に残念なやつだな」

「普通にやっていれば格好もついたのにね」

　――とまあ、こんな風にオレたちが祭りを楽しんでいたところ、ドーンと大きな音が響き渡り、夜空に花火があがった。

「わあ、綺き麗れいだねお兄ちゃん」

「綺麗？　オレの横顔がかい？」

「ううん、花火がだよ」

　オレの冗談を笑顔でスルーして、夜空を見上げるなずな。

　それに倣ならってオレも夜空を見上げたのだけど、花火の場所は遠く、少し物足りなかった。

　みんなもオレと同じ感想を抱いていたのだろう。

「せっかくだから、花火がよく見えるところに行くか？」

　オレの提案に、みんなは笑顔で頷うなずいた……。



　それから神社を離れ、オレたちは花火がよく見える場所――近くの河原まで足を運んだ。

　辿たどり着ついた河原には大勢の人たちが集まっており、夜空に咲き乱れる大輪の花を眺めては、その鮮やかさに心奪われている様子だった。

「本当に、綺麗ですね……」

　感嘆の声をもらすルナ。

　色鮮やかな花火の灯りに照らされた彼女の横顔は美しく、目が離せなかった。

　ルナはオレの視線に気づいたのだろうか。花火から視線を移してオレの目を見ると、にっこりと微笑ほほえむ。

　……綺き麗れいだと思った。

　柔らかな微笑みが心に染み渡り、花火の轟ごう音おんがどこか遠くに聞こえる。

　思わずオレは手を伸ばし、ルナの頬ほおに触れる。するとルナは不思議そうに首を傾かしげた。

「どうしたんですか、忍しのぶさん？」

「い、いや、なんでもない」

　オレは慌あわててルナの頬から手を離し、誤魔化すように頬をかく。

　ただ触れてみたかっただなんて、とても言えない。

　頬に熱さを感じながら、オレは花火を眺めるふりをして、もう一度ルナに目を向ける。

　……やっぱり、綺麗だな。

　ルナだけじゃない。

　花火に照らされたみんなは本当に綺麗だった。ルナもマキナもエルニも、みんな……ん？　かおるんの姿がないぞ。

　気がついたオレはすぐにあたりを見渡してみたが、近くにかおるんの姿はなかった。

「なあ、かおるんはどこに行ったんだ？」

　オレがみんなに訊たずねたところ、彼女たちは夜空から視線を移して周囲を見渡す。

「あれ？　おかしいね。さっきまでわたしの隣にいたんだけど……」

「まさか、迷子になっちゃったんじゃあ……！」

　首を傾げるなずなに、少しだけ心配そうな顔をするマキナ。

　そんなマキナの肩をぽんと叩たたき、エルニは安心させるように言う。

「マキナ、わたしじゃないんだから、かおるんが迷子になるはずないだろう？」

「じゃあ、どうしていなくなったのよ？」

　マキナの問いに、エルニは腕を組んで悩み出したが、その顔は陽気なものから徐々に暗くなり、エルニもマキナ同様不安そうな顔になった。

　そこでオレは携帯電話を取り出し、かおるんに電話をかけたものの、

「……だめだ。繋つながらない」

　かおるんと連絡が取れず、どうしてか不安が募り、

「捜しに行ってくる」

　気がつくとオレは駆け出していた。

　するとすぐに、エルニがオレの隣に並んだ。

「……エルニ？」

「忍、みんなで手分けして捜そう。その方がきっと早く見つかる」

　そう言ってエルニは微笑む。

　そこでオレは振り返り、ルナたちに目を向けた。

「忍しのぶさん、私たちはこっちを捜しますね」

　ルナは小さく手を振り、マキナとなずなを連れて走り出す。

　……みんな、かおるんのことを心配してくれているんだな。

　そう思うとどうしてか胸が熱くなり、温かい気持ちのまま、オレは人混みの中かおるんの姿を捜した。

　しかしどこにも彼女の姿はなく、さきほど感じた不安が強くなっていく。

　かおるんがひとりでどこかに行ってしまうような気がして、曇りはじめた夜空の下、オレはエルニと一緒に止まることなく走り続けた……。



　人混みから離れた薄暗い河原。そこにかおるんの姿はあった。

　かおるんはひとりで花火の終わった夜空をどこか悲しげに眺めており、その姿はまるで一輪の花のようだ。独りで完成された美しい絵。それは確かに綺き麗れいだった。だけど、ひどく孤独で、寂しげに見えたから、

「……どうして、こんなところにひとりでいるんだよ？」

　オレはかおるんに声をかけたんだ。

　かおるんはオレとエルニに気づいていたのだろうか。特に驚いた様子なく、ゆっくりとオレたちに視線を移して、小さく口を開く。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした忍様、エルニ様。皆様と一緒にいるのがあまりにも楽しくて……怖くなってしまったんです」

「怖くなったって……どうしてだよ？」

　かおるんは質問に答えず、オレから目を逸らして言う。

「……本当は、忍様と一日遊んだら、五ご行ぎよう家に戻るつもりでした。ですが、忍様が思った以上に優しくて、お嬢様もわたくしを守ってくれました。ルナ様もマキナ様もエルニ様もなずな様も、みんなわたくしに優しくしてくれます。だから……怖くなったんです」

　そこで言葉を止めて、かおるんは再び真っ暗な夜空を見上げる。

「あの日も、こんな夜空でした……」

　言葉と共に、かおるんはゆっくりと、いつものように淡々と語り出す。

「物心がついた時から、わたくしは退魔の組織にいました。両親の顔も知りません。ただ、一度だけ、退魔の人々の目を盗んで両親の居場所を突き止め、会いに行こうとしました」

　言いながら、かおるんは小さく拳こぶしを握り締める。

「もしかしたら、こんな自分を助けてくれるかも知れない。優しい両親が自分をここから連れ出してくれるかも知れない。心の底からそう思っていました。ですから、疲れなんて感じることもなく、長い間歩き続けました」

　わずかに弾んだかおるんの声音は、

「不思議と追っ手は来ませんでした。逃げ出すことは許されず、逃げてもすぐに連れ戻されるはずなのに、誰だれも追いかけて来ませんでした。……いま思えば、都合が良すぎたんです。おそらくわざと情報を与えて、わたくしを両親のもとに向かわせたのでしょう」

　諦あきらめを孕はらんだため息に変わる。

「……助けを求めるつもりでした。両親ならわたくしを助けてくれると思っていました。ですが、辿たどり着ついた両親の家では、わたくしの母親らしき人と、彼女の子供が無邪気に笑い合っていました。とても楽しそうで、わたくしも……その輪に入りたかった」

　声を震わせて、かおるんは「ですが」と続ける。

「急いで駆け寄ったわたくしに、母親は言いました。『お嬢ちゃん、どうしたの？　お母さんはどうしたの？　ひとりでこんなところに来ちゃだめよ？』と。すごく優しい声音で、そんなことを言うんです。だから、なにも言えませんでした。わかってしまったんです」

　表情を殺して、声と握り締めた拳こぶしだけを震わせて、かおるんは言う。

「この幸せな家庭にわたくしの居場所はないと。わたくしは母親に捨てられて、そのまま忘れられていると。それがわかったから、わたくしは逃げるように母親から離れました。もう、帰る場所なんて……わたくしを道具と呼ぶところしか残っていませんでした」

　じっと目を凝らして夜空を見つめ、かおるんは寂しげに続ける。

「……もう母親の顔は覚えていません。代わりに覚えているのは、真っ黒な空の下をひとりで歩く自分。月も星もない大きな空の下で、色も音も消えた世界で、人間でもなく、悪魔でもない自分が、ひとり取り残されたように彷徨さまよい歩いたこと……」

　いつもの無表情で、だけど瞳ひとみから涙を滲にじませて、「そのとき思ったんです……」とかおるんはゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「――ああ、これがわたくしの人生なんだと。どこに行けばいいのかもわからず、ずっとひとりで歩き続ける。これがわたくしなんだと、そう思いました」

　その言葉を聞き、胸に痛みが走った。

　かおるんのような半人半魔が道具のように扱われていると、話にだけは聞いていた。だけど、現実がどんなものかを知って……オレは言葉も出せずに立ち尽くしていた。

　するとわずかな間のあと、かおるんが再び口を開く。

「……それからはなにも考えず、ずっと道具として生きてきました。ですが、わたくしはお嬢様と出会えました。お嬢様はこんなわたくしをはじめて人として扱ってくれました。わたくしに居場所をくれました。だから、わたくしはお嬢様の傍そばにいたいと、お嬢様の家族になりたいと、そう思ったんですけど……」

　言葉の途中で、かおるんは小さく肩を震わせる。

「退魔の組織に戻ると、またそれを否定されます。わたくしは道具で、お嬢様の家族にはなれないと、それを思い知らされます。わたくしはそれが怖いんです。皆様と仲良くなればなるほど、否定される事に耐えられなくなりそうで……それがたまらなく怖いんです」

　そう言って、なにかに耐えるようにかおるんは強く唇を噛かむ。

　決して涙を見せず、俯うつむいたまま小さな肩を震わせ続ける。



　――守ってやろうと思った。



　そんな姿を見るのがイヤで、笑顔が見たくて、オレはかおるんに手を伸ばす。

「どこにも行かなくていい。ずっとオレたちの傍そばにいろ」

　気持ちを込めて、優しくかおるんの頭を撫なでる。

「なにかあったら、オレが守ってやる。だから、もうそんな顔はするな」

　頭を撫でたあとは……そっとかおるんに手を差し伸べる。

「みんな待ってる。聖ひじりだって、すぐに帰ってくるさ。……一緒に、帰ろう」

　かおるんはしばらくオレの手を見つめ、少しだけ躊躇ためらったあと、

「……はい」

　微笑ほほえみを浮かべて、手を伸ばした。

　それから、オレたちはかおるんと一緒にみんなのところに戻ることした。

　だけどその帰り道の途中、ずっと黙っていたエルニが躊躇いがちに口を開いた。

「……かおるんは、もう一度母親に会った方がいいと思う」

　その言葉にかおるんが足を止めると、エルニは寂しげな表情で彼女を見つめて続ける。

「恨み言ごとでもなんでもいい。母親に会って、自分の気持ちを伝えないと……きっと後悔することになる」

　エルニの口調は重く、悲しさが滲にじんでいた。

　かおるんはエルニに答えず、俯いて口を閉ざす。

　ただ、短い沈黙のあと静かに言った。

「……昔、もう一度母親に会おうと思っていた時期がありました。どうして自分を捨てたのか、どうして愛してくれなかったのか、それを訊ききたいと思っていました。ですが、その答えは簡単に推測できます。わたくしが……穢けがれた悪魔だからです。わかりきった答えを訊きに行っても……傷つくだけです」

「……傷つくのは、いまでも親のことを思っているからだろう？　いまでもどこかで信じているからなんだろう？　そんな淡い希望を持っていても、ずっと辛つらいだけだ。曖あい昧まいなままでいても救われない。ちゃんと答えを見つけないと……ダメだ」

　エルニの言い方は厳しい。だけど、それは事実だ。エルニの言う通り、いつかは決着をつけないといけないことなのだろう。答えを先延ばしにしていても、ずっと傷つくだけだ。

　……そして、それをかおるんに伝えるのは、きっと辛つらい役目だと思う。エルニは泣きそうな顔をして、さらに続ける。

「人間は、いつかは死んでしまうんだ。それが明日なのか、一年後なのかはわからない。極論かも知れないけど、明日会わなかったら、もう会えないかも知れない。訊ききたいことがあるのなら、母親の口から真実を訊いた方がいい」

　と、そこで口調を変え、エルニは笑顔でオレの肩を叩たたいた。

「不安で怖いのなら、忍しのぶを連れて行くといい。忍は頼りになるから、なにかあったら頼ればいいし、かおるんには聖ひじりもいる。かおるんにはちゃんと帰る場所がある。ほかの連中の言葉に耳を貸さなくてもいい。家族だと言ってくれた、聖の言葉だけを信じればいいんだ」

　そう言って、エルニは優しく笑う。

　かおるんは悩んでいたみたいだったけど、オレの顔を見て、不安そうに訊たずねてきた。

「……忍様も一緒に来てくれますか？」

　その答えは決まっている。

「ああ、一緒に行こう」

　オレは大きく頷うなずいて返した。

　かおるんを捨てるような親なら、かおるんもその親を切り捨ててしまえばいいと思った。

　いつまでも執着する必要なんてない。かおるんを傷つけるようなやつが彼女の親なら、その連中からオレがかおるんを守ろう。

　そう決意して、オレは再びかおるんの頭を撫なでた。



　花火が終わったせいか、さっきの人混みがウソのように、河原は閑散としていた。

　あのあと、なずなの携帯に電話をかけ、ルナたちとは神社で落ち合うことにして、オレとエルニとかおるんは一様に無言で神社を目指して歩いていた。

　そんな中、沈黙を破るようにエルニが口を開く。

「……かおるんは両親の家がどこにあるのか、まだ覚えているのか？　覚えていないのなら、わたしが調べるぞ？」

「調べるって、お前にそんなことができるのか？」

　オレが口を挟はさむと、エルニは自慢げに胸を張る。

「わたしは神だからな。退魔士の中に何人か知り合いがいる。多分、すぐに調べがつくと思う」

「……お前、意外に人脈があるんだな」

　普通に驚いていたところ、かおるんが柔らかく微笑ほほえんで言った。

「大丈夫ですよ、エルニ様。両親の家はちゃんと覚えています。この近くにありますから」

「そうか。だったら、明日にでも会いに行ってみたらどうだ？」

「……明日、ですか？」

　エルニの言葉に、かおるんは戸惑ったような表情を見せる。

「それは少し急だと思うのですが……」

「思い立ったが吉日だと言うだろう？　すぐ近くにいるのなら、早く会った方がいい。会いにくいからといって先延ばしにしていたら、ずっと辛つらいままだ」

「……そう、ですね。わかりました」

　かおるんは頷うなずいてみせたが、その表情は暗く、彼女は再び無言で歩き続ける。

　と、そこで、オレとエルニは顔を見合わせ、互いにかおるんに手を伸ばした。そしてオレはかおるんの右手、エルニは左手を握る。

　かおるんは少しだけ驚いた表情を見せたが、微笑ほほえみながらオレたちの手を握り返した。

　だから、オレたちは三人で手を繋つないだままルナたちの待つ神社へと向かった。
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　……その夜、オレは別荘の庭に出て聖ひじりに電話をかけた。

　すると長いコールのあと、聖が電話に出てくれた。

「聖か？　いまどこにいるんだ？」

『……いま、橘たちばなさんの家にいる。父さんも一緒だ』

「聖の親父さんも一緒ってことは……なにかあったのか？」

　力ない聖の声が、オレを不安にさせた。

　心配になって訊たずねたところ、聖は静かに答えた。

『父さんと橘さんから、薫かおるさんのお父さんの話を聞かされたんだ。それで父さんが、薫さんがいやがるのなら、訓練には参加させなくてもいいって言ってくれた。でも、薫さんのお父さんの話を聞いたら……怖くなった』

「怖くなった？」

『……私は、本当になにも知らなかった。だから、もし薫さんが本当のことを知ったら、私のことが嫌いになるんじゃないかって思って……怖くなったんだ』

　聖の声は震えていた。

　だから、「大丈夫だよ」と、オレは少しだけ声を大きくして続ける。

「どんな事情があったにせよ、かおるんが聖を嫌うなんてことはないさ。かおるんが聖のことを好きなことくらい、見ていればわかる。だから、早く帰って来い」

　安心させるように言ったのだが、聖から返事はなく、気まずい沈黙が訪れる。

　そこでオレは話題を変えるために口を開いた。

「明日、かおるんの親のところに行くことになった」

　言った途端、電話越しに息を呑のむ気配がした。

『……薫かおるさんが会いたいって、言ったのか？』

「いや、提案したのはエルニだ。かおるんは迷っているみたいだったけど、行くことにした。オレもついて行くから、よかったら聖ひじりも一緒に――」

『私は行けない』

　聖は小さな声でオレの言葉を遮さえぎり、『……ごめん』と付け足した。

「どうしてだ？」

　強い口調で訊たずねても、聖は答えてくれなかった。

　そこでオレは小さく息を吐き出し、

「聖、ひとつ頼みがある」

　と切り出した。

「もしかしたら親と会って、かおるんは傷ついて帰ってくるかも知れない。だから、そのときは聖からかおるんに伝えて欲しいんだ。かおるんが、聖の家族だってことを」

『……薫さんは、それを受うけ容いれてくれるかな』

「当たり前だろう。かおるんもそれを望んでいるはずだよ」

　確信を持ってオレはそう告げる。

『……ありがとう、忍しのぶくん。明日は、薫さんのこと任せてもいいかな？』

「ああ、任せておけ」

　柔らかい口調で返し、オレは聖との電話を終えた。

　その後家に戻って休む気にもなれず、ぼんやりと曇った夜空を見上げていると、

「忍さん？」

　背中から声をかけられた。

　振り向くと、視線の先にはルナの姿。

「どうしたんだ？」

「いえ、ちょっと……」

　ルナは曖あい昧まいに笑ってオレの隣に並び、ゆっくりと口を開いた。

「さっき、エルニちゃんから聞きました。忍さんが薫さんと一緒に明日、薫さんのご両親に会いに行くって……」

「……そうか。エルニから事情は聞いたのか？」

「いいえ、なにも聞いていません。だけど、薫さんの様子を見ていたらわかります。なにかあったんだなって。薫さんはご両親に会うのが不安なんだなって。……でも、それに気づいていたのに、私は……羨うらやましいだなんて、思ってしまったんです」

　羨ましい。

　その言葉に、微かに胸に痛みが走った。

　ルナは親の顔を知らない。母親に捨てられて……甘える相手を失った。

「……母親に、会いたいと思ったことはあるか？」

　ルナの頭にそっと手を載せて訊たずねると、彼女は小さく頷うなずいた。

「子供の頃ころから、お母さんがどんな顔をしていて、どんな声で、どんな風に笑うのか、ずっと考えていました。それで、きっと優しく笑う人なんだって。私を捨てたことにもなにか理由があるんだって、そんな風に思っていました」

　言いながら、ルナは無理をしたように笑う。

「でも、私以外の人たちはみんなお母さんのことを知っていたんですね。『娼しよう婦ふの女が厄介な子供を残して消えた』そう言って、みんなお母さんのことを悪く言っていました。お母さんは、みんなから嫌われていたみたいなんです」

　ルナはぎゅっと拳こぶしを握り、「だから」と続ける。

「私だけでも、お母さんのことを好きでいようと思ったんです。嫌われてばかりいたら可哀想だから、私だけはお母さんの味方でいようって決めたんです。だから、私はいまでもお母さんのことが好きです。会えるなら……会ってみたいです」

　自分を捨てて消えた母親のことをいまでも好きだなんて、オレなら考えられない。

　……バカだと思った。憎んで恨んで、泣けばいいのにと、そう思った。だけど、それ以上に悲しくて胸が熱くなる。無理をして笑う横顔が、心を締めつけるから、

「……前にも言っただろう？」

　そっと手を伸ばし、オレはルナを抱き締めた。

「悲しいときには泣けばいい。甘えればいい。我慢なんてしなくてもいいんだ」

　自分が悪魔だから、迷惑をかけたらまた捨てられる。

　もしかしたら、ルナはまだそんなことを考えているのかも知れない。

　だから心を込めて、もう一度伝えよう。

「どんなことがあっても、オレがルナを嫌いになることはないよ。迷惑をかけたっていいんだ。たまには……甘えてくれ」

　言葉と共に、オレは強くルナを抱き締める。

　すると、ルナはゆっくりとオレの背中に手を回し、静かに涙を流した。

　温かいルナの体温を感じながらオレは思う。

　聖ひじりもこうすればいいんだと。

　いつも、ルナとかおるんは一歩後ろにさがってオレたちを見ている。

　だけど臆おく病びようで、自分に自信がないから、その一歩を踏み出せない。

　それでも、ルナもかおるんも手を伸ばしている。

　だったら、一歩引いたところにいるのなら、こちらから踏み込んでしまえばいい。手を掴つかんで引っ張ってやればいい。こうやって、抱き締めてあげればいいんだ。

　好きなら、そうしてやらないと……いつまでも距離は縮められない。

　――だから、早く帰って来いよ、聖ひじり。

　かおるんの伸ばした手を掴つかむのはオレの役目じゃないだろ？　かおるんの手を掴んで引き寄せることができるのは……聖だけだ。

　……ふと夜空を見上げると、曇り空の中から小さな星がふたつ、静かに瞬く姿が見えた。
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　――ここが両親の家です、とかおるんに案内されて中に入ったところ、「おかえりなさいませ、ご主人様、お嬢様」と、可愛らしいメイドさんがお出迎え。

　そのまま席に案内されてメニューを手渡され、オレとかおるんはオムライスを注文した。

「――って、ここメイド喫茶じゃねえか！」

「あの、突っ込むのが遅すぎますよ、忍しのぶ様」

　半ば呆あきれた様子でかおるんは続ける。

「本当は忍様もメイド喫茶に入りたかったのではないですか？」

「まあ、確かに少し興味はあった。だけど、今日はお前の親に会いに来たんだろう？　別荘から近いとか言ってたけど、それはこのメイド喫茶のことじゃないだろうな？」

「いえ、早めに昼食をとっておこうと思って寄っただけです。……昔と住んでいる場所が同じなら、この近くですよ」

　一瞬表情に陰を落としたあと、かおるんは「それよりも忍様」と、話題を変えるように口を開く。

「いまのわたくしたちって、周りからはどんな風に見られているんでしょうね」

「変態と紳士？」

「いえ、きっと天使と淫いん獣じゆうでしょう」

「ふふふふ」

「うふふふ」

　オレたちが怪しく笑っていると、注文を持ってきた店員さん（メイド）が少し怯おびえた様子でテーブルに近づいて来た。

「お、お待たせしました。えっと、オムライスになんてお書きしましょうか？」

「こいつには『変態メイド』で頼む」

「え？」

「それでは、こちらの男性には『変態紳士』でお願いします」

「ええ？」

　予想外の答えだったのか、店員は戸惑っていた。しかし、本当に言われた通りの文字をオムライスに書き、足早に立ち去って行く。

「……ちょっとした冗談だったのにな」

「はい。それに美味しくなる呪じゆ文もんを唱えてくれませんでしたね」

「店によって違うんじゃないのか？」

「それでは、忍しのぶ様が代わりに呪文を唱えてください」

「バルス」

「……それはもういいです。ちゃんと唱えてください」

「かおるんが唱えてくれたらオレも唱える」

　そう返したところ、かおるんは無表情のまま両手でハートマークを作り、

「美味しくな～れ、萌もえ萌えきゅんきゅん」

　と、呪文を唱えた。

「それじゃあ、いただきます」

「……ちょっと待ってください。忍様もやる約束ですよ？」

「おっ、このオムライスけっこう美味い」

「無視ですか？　わたくしを辱はずかしめて悦んでいるんですね？　さすがは変態紳士です」

「いや、かおるんは変態メイドだから、放置した方が悦ぶんじゃないかと思って」

「わたくしはそこまで変態ではありません」

　きっぱりと否定してかおるんは視線を落とし、『変態メイド』と書かれた自分のオムライスに目を向ける。

「ときに忍様、中国における医食同源とは、肝臓を食べれば肝臓に効く、心臓を食べれば心臓に良いといった漢方的な意味合いがあると聞きます」

　じっとオムライスを見つめてかおるんは続ける。

「その考えのもとにこのオムライスを食べたら、わたくしは本当に『変態メイド』になってしまうんじゃないでしょうか？」

「手遅れだから気にするな」

「……今度、忍様には『おっぱい星人』と書かれたオムライスをご馳ち走そうします」

「おい、もしそれを食ってオレがおっぱい星人になったらどう責任をとってくれるんだ？」

「触らせてあげますよ？　お嬢様と結婚したらの話ですが」

　相変わらず冗談ばかり言うかおるんだった。

　そんな風にかおるんと談笑しながらオムライスを食べたのだけど、かおるんはオムライスのあとはデザートを頼み、なかなか店を出ようとしなかった。

　やはり両親に会うことが不安なのかも知れない。

　かおるんの口数はいつもより多く、両親の話題があがることを避けているように思えた。

　だけど、いつまでもここにいるわけにもいかないだろう。

　オレは伝票を掴つかんで立ちあがる。

「そろそろ行こう」

「あの、忍しのぶ様、もう少しだけ――」

「だめだ」

　首を横に振って、オレはかおるんの頭に手を伸ばす。

「これ以上引き延ばしたって、意味はないよ。オレも一緒に行くから、頑張ろう」

　優しく頭を撫なでると、かおるんは小さく頷うなずいた。

　それからメイド喫茶を出てかおるんの車でしばらく走り、静かな住宅街に入った。

　車から降り、終始不安そうな顔でかおるんが向かった先は、どこにでもある平凡な一軒家。表札には『高たか瀬せ』という苗字と、『茂しげる』『綾あや香か』『渚なぎさ』という名前が書かれており、当たり前だけど、そこに『薫かおる』という文字はどこにもない。

　その事実が、胸に痛かった。

　どこにも自分の名前はないのに、かおるんはじっと表札を見つめ続けている。

「……ここなんだな？」

　そう訊たずねるオレに、かおるんは微かに頷いて返す。そして、オレがチャイムを鳴らそうとすると、彼女はぎゅっとオレの手を握ってきた。

「大丈夫だ。傍そばにいるから」

　安心させるように言い、再びチャイムを鳴らそうとしたとき――玄関の扉が開き、ひとりの少女が姿を見せた。

　中学生ぐらいだろうか？　学校の制服を着た可愛らしい女の子だ。

　その女の子はオレたちに気づくと人懐っこい笑みを浮かべて口を開く。

「なにかご用ですか？」

「……あ、ああ。綾香さんに話があって来たんだ」

　オレがチラリと表札に目を向けて答えたところ、女の子は家の中に向かって「お母さんにお客さんだよ！」と元気いっぱいに声をあげる。そして玄関の扉を開けっぱなしにしたままオレたちに近づき、笑顔で会釈したあと、どこかに出掛けて行った。

　オレがその後ろ姿を見送っていると、

「こんにちは」

　柔らかい声が聞こえてきた。

　視線を玄関に戻すと、そこには綺き麗れいな女性が優しげに微笑ほほえんでいた。

　どこかかおるんと似た顔立ちの彼女が、かおるんの母親、綾香さんなのだろう。

　しかし頭の中にあったかおるんの母親のイメージと、その女性はあまりにも違っていた。彼女は本当に優しそうで、自分の子供を捨てるような人間には見えない。

　綾香さんは微笑んだままオレたちに近づき、確認するように訊ねてきた。

「えっと、はじめまして、かしら？」

　その言葉に、かおるんは唇を噛かんで俯うつむく。

　途端、綾あや香かさんは申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめんなさい。どこかで会ったことがあるのね？　わたし、昔の記憶がないからよく覚えてなくて……」

「……記憶が、ない？」

　かおるんが顔をあげると、綾香さんは寂しそうに笑う。

「お医者様が『記憶喪失だ』って言ってたわ。それで『いつかは戻るかも知れない』って励はげましてくれたんだけど、結局なにも思い出せないままなの」

「……いつから、記憶がないんですか？」

　掠かすれた声で訊たずねるかおるんに、綾香さんは人差し指を頬ほおに当てて答えた。

「十八年前だったかしら。気がついたら病院のベッドにいたの。それでなにも覚えてなくて、ちょっと怖くて、なんだか悲しかったわね」

　思い出すように言い、綾香さんは「よかったら、うちでお話ししない？」と、家の中に招いてくれた。

　しかし誘われるままテーブルについたものの、なにを話していいのかわからなかった。

　綾香さんに記憶がない以上、彼女からはなにも訊きき出せない。

　……かおるんは、いまどんな気持ちなのだろうか？　そして、綾香さんはなにを思っているのだろうか？

　綾香さんはただじっと、口を閉ざして押し黙るかおるんを見つめ続けていた。

　その眼差しはとても優しい。だけど、かおるんは決してその目を見ようとはしなかった。

「……えっと、さっきの女の子は娘さんですか？」

　長い沈黙に耐え切れずにオレが口を開くと、綾香さんは「ええ」と笑顔で頷うなずく。

「今年で中学二年生になるんだけど、やんちゃで困ってるのよ。父親に似ちゃったのね」

　……父親か。かおるんのことも忘れているんだ。綾香さんのいまの旦だん那なは、かおるんの父親とは別人だと考えるのが自然だろうな。

「あの、記憶喪失だって言ってましたけど、旦那さんのことも……？」

　一応確認のために訊ねると、綾香さんは首を横に振った。

「茂しげるさんと出会ったのは、記憶喪失になったあとなの。わたしが記憶を失って不安だったとき、ずっと傍そばにいてくれて、すごく優しくしてくれたのよ」

　綾香さんは嬉うれしそうに語るが、それとは対照的にかおるんの表情に陰が落ちる。

　母親が、自分の父親さえ忘れているという事実を突きつけられたんだ。

　半ばわかっていたこととはいえ、きっとやるせない気持ちでいっぱいなのだろう。

　オレは胸中で大きくため息をつく。

　……ここに来た意味はなかったのかも知れない。

　なにも覚えていない綾あや香かさんに、どんな言葉を投げかければいい？　たとえ恨み言ごとを吐き出したとしても、いまの綾香さんでは応えられないだろう。

　その事実を痛いほど理解しているから、かおるんはなにも言えないんだと思う。

　ただ、綾香さんはかおるんのことが気になるのか、しきりに声をかけていた。それに対してかおるんは「ええ」「はい」と短く返すだけなので、会話は長く続かない。

　それでも綾香さんは気を悪くした様子なく、優しい微笑ほほえみを浮かべていた。そしてその優しい微笑みを浮かべたまま、思い出したように口を開く。

「そういえば、まだ名前を訊きいていなかったわね。よかったら、教えてくれるかしら」

「……薫かおるといいます」

　躊躇ためらいがちにかおるんがそう答えると、綾香さんは「いい名前ね」と頬ほおを緩ゆるめた。

「柔らかな風の匂におい、瑞みず々みずしい新緑の匂い、華やかな花の匂い、それらが香るとき……お前が傍そばにいてくれたから……世界が美しく思えて……だから、子供には……」

　――突然だった。綾香さんは言葉の途中で声を震わせ、ぽろぽろと大粒の涙をこぼす。

　そしてハッとなにかに気づいたようにかおるんに目を向け、

「……ねえ、わたしはいつあなたと会ったの？　いまね、少しだけ昔のことを思い出したの。さっきの言葉、誰だれかが……大切な人が、わたしに言ってたわ」

　ゆっくりとかおるんに手を伸ばし、綾香さんは静かに言う。

「あのね、記憶を失う前から、わたしの身体には子供を産んだ跡があるの。もしかして、あなたはわたしの――」

「違います」

　差し伸べられた手を振り払うように、

「わたくしはあなたの子供ではありません」

　かおるんは強く否定した。

「……そ、そうよね。ごめんなさい。急に変なことを言っちゃって」

「まったくです。本当に……おかしなことを……言う人です」

　悲しいほど声を震わせて、かおるんは綾香さんから目を逸らす。

　見かねてオレが口を開くよりも早く、

「忍しのぶ様、そろそろおいとましましょう」

　かおるんは立ちあがり、呼び止める間もなくリビングを出て行く。すぐにオレがその背中を追いかけたところ、綾香さんがかおるんに声をかけた。

「薫ちゃん、また、会いに来てね」

　その言葉に、かおるんは小さく肩を震わせて唇を噛かむ。しかし堪え切れなかったのか、彼女はゆっくりと振り返り、綾香さんに向かって手を伸ばす。

「……お母さん」

　搾しぼり出したその言葉は、オレだけにしか届かず、

「ん？　なに？」

　綾あや香かさんは首を傾かしげて聞き返す。

　もう一歩踏み込んだら、あの優しい笑顔に手が届くはずだった。

　それなのに、かおるんは伸ばした手をゆっくりと下ろし、綾香さんに背を向ける。

「……元気でいてください。ご家族と仲良く、いつまでも元気で、いてください」

　それだけ残して、かおるんはオレの手を握って逃げるように走り出した。

　痛いほど強く握られたかおるんの小さな手。その手から彼女の気持ちが伝わってきて、オレは耐え切れず、家を出たところで口を開いた。

「よかったのか？　母親なんだろう？　どうして名乗らなかったんだ？」

「……あの人は、自分の子供が悪魔だと知ったら、きっと傷つくでしょう。わたくしは、あの人の幸せを壊したくはありません」

　あの人。その呼び方が悲しかった。

「おかしいんです。恨んでいたはずなのに、あの人の笑顔を見たら……あの優しい笑顔を守りたいだなんて、そんなことを思ってしまったんです」

　おそらく、それはかおるんの本心なのだろう。だけど、守るだけでいいのか？　あの笑顔に触れることも、母親のぬくもりを感じることもできないままで、本当にいいのか？

「かおるん、いまからでも――」

「忍しのぶ様、わたくしはあの笑顔を見られただけで十分です」

　柔らかくオレの言葉を遮さえぎり、かおるんは無理矢理に笑う。泣きそうな顔をして、だけど決して涙は見せず……ただ悲しげに笑う。

　オレはそれ以上なにも言うことができず、ただかおるんの手をしっかりと握り締めたまま、車の前まで戻って来た。

　すると、車の前には聖ひじりと橘たちばなさん、そしてひとりの男性の姿があった。

　その男性は俳優のように整った顔立ちだったが、眼光鋭く、厳しさのある風ふう貌ぼうで、全身から威厳のようなものを醸かもし出している。

「南なん条じよう忍君だね？」

　男性に訊たずねられ、とりあえずオレが頷うなずくと、

「聖がいつも世話になっている。私は五ご行ぎよう宗そう悟ご、聖の父だ」

　そう短く自己紹介したあと、宗悟さんはかおるんに目を向ける。

「薫かおる、母親に自分のことはちゃんと話せたか？」

　その柔らかい問いかけに、かおるんは俯うつむき、小さく首を横に振って返した。

「そうか……」

　宗そう悟ごさんは微かにため息を吐き、わずかに躊ちゆう躇ちよしたあと口を開いた。

「……薫かおる、お前の父親を殺したのは私だ」

　瞬間、かおるんは顔をあげ、動揺に瞳ひとみを揺らす。

　その瞳から目を逸らさず、宗悟さんはゆっくりと語りはじめた。

「お前の父親は狂きよう羅らという名の悪魔だ。狂羅は多くの人間の命を奪ってきた。名のある退魔士たちも、彼に殺された。ただ、そんな彼も私たちと対たい峙じした際に命を落とした。私たちが彼よりも力があったからではない。彼が誰だれも殺さず、赤子のお前を庇かばったからだ」

　重い口調で宗悟さんは続ける。

「狂羅は死ぬ間際に言った。『この子だけは助けてくれ』と。誇り高き悪魔が、頭を下げて人間に懇こん願がんしたのだ。お前の父親は、最期までお前を守ろうとしていた」

　宗悟さんが語り終えると、引き継ぐように橘たちばなさんが口を開いた。

「本来、強い悪魔の血を受け継いだあなたは処分されるはずでした。ですが、周囲の反対を押し切って、宗悟さんがあなたを生かしたのです。それだけでも十分でしたのに、結局数年後にはあなたを引き取ってしまった。……あなたが生きていられるのは、宗悟さんの尽力によるものです。あなたは感謝こそすれ――」

「やめろ」

　宗悟さんは静かに橘さんの言葉を遮さえぎり、懐から何かを取り出してかおるんに差し出した。

「お前の父親から預かったものだ。お前が成長したら、渡して欲しいと頼まれた」

　差し出された小さな白い封筒。その封筒には所々、赤黒い染みがあった。

　おそらく血の跡だろう。かおるんもそれに気づいたに違いない。震える手で封筒を受け取り、ゆっくりと封を切る。

「……手紙？」

　封筒から出てきた便びん箋せんを取り出し、かおるんはそれに目を通す。

　すると、かおるんの瞳に徐々に涙が溜たまっていった。

「なんて書いてあったんだ？」

　柔らかく訊たずねると、かおるんは溜まった涙を拭ぬぐい、声に出して手紙を読みはじめた。



『薫、お前がこの手紙を読んでいるということは、おそらくオレはもうこの世にはいないだろう。だから、娘のお前には、オレのことをきちんと伝えておこうと思う。

　オレは悪魔だ。おのれの欲望を満たすために、数え切れないほどの人間を、悪魔を殺して殺して殺し尽くして……罪を重ね続けたどうしようもない男だ。

　だけど、そんなどうしようもない男を、お前の母親、綾あや香かは愛してくれた。悪魔のオレに、はじめて温もりを与えてくれた。

　しかし綾香はオレと深く関わったせいで、オレ同様に退魔士たちから目をつけられた。

　オレは自分がどこでどうくたばろうと構わなかった。それは自業自得だ。いままでオレがしてきたことを考えれば、当然の報いだと思う。

　だけど、綾あや香かは違う。薫かおるは違う。オレとは違って、幸せになっていいはずだ。

　そう思ったから、オレは綾香の記憶を奪った。不幸な境遇に生まれたあいつの辛つらい過去の記憶も、オレとの思い出も、お前のことも、すべて消した。

　だから、きっと綾香はお前のことを覚えてはいないだろう。

　いくらでもオレを恨んでいい。ただ、綾香だけは恨まないでやってくれ。あいつは本当にお前を愛していた。お前の成長する姿を夢見て、毎日幸せそうだった。

　それはオレも同じだ。お前が産まれてきたとき、オレははじめて知ったんだ。嬉うれしくても涙が出るということを。幸せという言葉の意味を。命の尊さを。

　叶かなうことなら、お前に『父』と呼んで欲しかった。だが、それは叶わない夢だ。オレは罪を犯しすぎた。いずれ退魔士たちに敗れて死ぬだろう。

　そうなったら、お前は退魔の組織に管理されることになる。それは辛く、いつか道具として扱われることに抵抗がなくなるかも知れない。

　それでも、オレはお前に生きていて欲しい。笑えなくても、幸せじゃなくてもいい。もしかしたら、生きていること自体が無意味だと、お前はそう思うかも知れない。

　だけど、お前が生きていることは、オレにとっての救いだ。

　愛してるよ、薫。自分なんかより、世界そのものより、オレはお前が大切だ。

狂きよう羅ら』



　手紙を読み終えたあと、かおるんは愛おしそうに便びん箋せんを胸に抱く。

　と、そこで、聖ひじりがゆっくりとかおるんに近づき、おずおずと口を開いた。

「……薫さん。私たちは、薫さんのお父さんの仇かたきだ。だから、薫さんになら恨まれても仕方がないって思った。私たちが薫さんの家族になる資格なんてないんだって、そう思った。でも、それでも――」

　瞳ひとみを潤ませて、声を震わせて、聖はかおるんに手を伸ばす。

「私は薫さんを諦あきらめられない！　私は薫さんが好きだから！　大好きだから！　私の傍そばにいて欲しいんだ！　勝手なことはわかってる。きっとすごくわがままなんだと思う。でも、私は薫さんがいないとイヤなんだ！　これからも、私のお姉さんでいて欲しい！」

　泣き声混じりに伸ばされた聖の手。

　その手を、なんの躊躇ためらいもなくかおるんは掴つかんだ。聖に抱きつき、肩を震わせ、嗚お咽えつの声をもらして……かおるんが泣いた。

　マキナのことが羨うらやましいと言ったときも、退魔の組織に戻ることが怖いともらしたときも、かおるんは泣かなかった。母親が自分のことを覚えていなくても、涙は見せなかった。

　そのかおるんが、いま声をあげて泣いている。

　……ああ、そうか。

　かおるんが一番欲しかった言葉は、聖ひじりが持っていたんだ。一番大切なものがほかにあったから、かおるんは母親の手を取らなかった。

　――かおるんが甘えられる相手は母親ではなく、聖だったのだろう。

　それは悲しいことなのかも知れない。

　だけど、たとえ実の母親に甘えられなくても、もう会えなくても、かおるんには聖がいる。聖という家族がいる。

　だから、もう大丈夫だろう。

　抱き合う聖とかおるんを見て、やっぱり姉妹のようだと、オレはそう感じた。

　そのまましばらく抱き合うふたりを見守っていると、宗そう悟ごさんがオレの肩に手を載せた。

「南なん条じよう君、君のことは聖と薫かおるから聞いている。……強いそうだね？」

「まさか。まだまだ未熟ですよ」

　オレは軽く手を振ったのだけど、橘たちばなさんが微笑ほほえみながら口を挟はさんできた。

「謙けん遜そんする必要はありませんよ、南条殿。先日、南条殿は私の部下を軽くいなしたではないですか。下手な退魔士よりもずっと強いと思いますよ？」

「なるほど。道理でいい面構えをしているわけだ。なかなかロックな目をしている」



    

  
    
      



    

  
    
      　宗そう悟ごさんはどこか楽しげに言い、真剣な表情で口を開いた。

「南なん条じよう君……退魔士になるつもりはないか？」

「ありません」

　なんだかイヤな予感がしたので、オレはきっぱりと否定した。

　しかし宗悟さんはオレの両肩を掴つかんで言う。

「心配しなくても、退魔の術は私がきちんと教える。君は聖ひじりの夫となる男だ。いまから修業をすればきっと優秀な退魔士になれる。聖を支えてやってくれ」

　……あれ？　宗悟さんの中でオレと聖が結婚することはもうすでに決定事項？　……この状況は非常にまずい。オレは助けを求めるように聖とかおるんに目を向けた。

　すると、いつの間に泣き止んだのか、聖とかおるんは笑顔で言った。

「忍しのぶくん、今度は私の家に来てくれ。私も修業に付き合うぞ」

「その際には忍様の布団はお嬢様の部屋に敷きましょう」

　この場にオレの味方はひとりもいなかった。

「で、でも、家族が待ってるんで、オレは早く別荘に戻らないと……」

「それでは、別荘に戻ったあと我が家に来てもらおう。君の家族も、薫かおると橘たちばなの車できちんと家まで送ろう。なにも心配はいらない」

　宗悟さんに強く言われ、断り切れないままオレは橘さんの運転する車で別荘に向かった。

　その車の中で、宗悟さんに退魔士の職業のことを延々と説明されたわけだが、意外に退魔の修業も面白そうだった。

　実際、オレはちょっと乗り気になっていた。しかし別荘に戻ったとき、宗悟さんはエルニの顔を見た途端に表情を歪ゆがめ、回れ右をして車へと戻って行く。

　それを見たエルニは、笑顔で宗悟さんを追いかけて彼の前に立つ。

「おお、やっぱり宗悟じゃないか。久しぶりだな」

「人違いだ。私は君なんて知らない。急用ができたので失礼する」

「そんなつれないこと言うなよ。奥さんにあのことバラすぞ？」

「やめてくれ！　娘もいるんだぞ！　その話はするな！」

　どうやら、エルニと宗悟さんは知り合いだったようだ。

　聖もかおるんもそのことを知らなかったのか、目を丸くして驚いている。

　ただ、宗悟さんはエルニのことが苦手らしい。エルニがオレと一緒に五ご行ぎよう家に行くと言ったら、宗悟さんは「また今度にしてくれ」と焦ったように言い、オレたちを家まで送ってくれたあと、逃げるようにして帰って行った。

　――とまあ、そんなわけで、こうして別荘での短い生活は終わりを告げた。
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　別荘から帰って来た夜、オレは自室のベッドに寝転がってぼんやりとしていた。

　すると突然部屋の窓が開き、ひょこっとかおるんが顔を覗のぞかせる。

「こんばんは、忍しのぶ様」

「……お前はどうして窓から入ってくるんだよ？」

「忍様、サンタクロースが煙突から入ってくるように、わたくしも窓から入ってくるのです。あまり深く考えないでください」

「泥棒みたいなやつだな」

「え？　恋泥棒ですか？」

「誰だれもそんなこと言っとらんわ。なにしに来たんだよ？」

　上体を起こして訊たずねると、かおるんは少しだけ真剣な表情で答えた。

「実は忍様にご報告があって来ました」

「報告？」

「はい。明日より、わたくしは退魔の組織に戻って訓練を受けることになりました。忍様にはお世話になったので、ご報告しておこうと思いまして……」

「いやちょっと待てよ。宗そう悟ごさんがなんとかしてくれるんじゃなかったのか？」

　宗悟さんの力で、かおるんは訓練に参加しなくてもよくなったはずだ。

「……もしかして、なにかあったのか？」

「いいえ、わたくしが自分の意思で行くと決めたのです」

「……どうしてだ？　訓練は辛つらいんだろう？　わざわざ行かなくてもいいじゃないか」

「わたくしが行かなければ、五ご行ぎよう家の皆様に迷惑がかかります。それがイヤだという気持ちも十分ありますが、それ以上に思ったことがあるんです」

「思ったこと？」

「はい。お嬢様が誇れるような強い姉になりたいと、忍様が望むようなメイドになりたいと、そう思ったのです。ですから、訓練なんかに負けてはいられません」

　そう言って、かおるんは小さく微笑ほほえむ。

「忍様、わたくしはもう逃げません。お嬢様の隣に並べるように頑張ります。まずは早く訓練を終えて帰って来て、皆様を驚かせてみせます」

「……そうか。期待してるよ」

「任せてください。おそらく、わたくしはいままで以上に素晴らしいメイドとなって戻って来ることでしょう。ですから忍様、そんなわたくしを見てご自分のメイドにしたいと思ったらいつでも言ってください。すぐに忍様のことを『ご主人様』と呼びますから」

「そいつは楽しみだな。早く帰って来て、素晴らしいメイドぶりを見せてくれ」

　オレがそう答えると、何故かかおるんは頬ほおを赤くして、おずおずと言った。

「……それでその、忍しのぶ様にひとつお願いがあるのですが、いいですか？」

「おう、なんでも言ってくれ」

「それでは遠慮なく言いますが、その、わたくしが無事に帰って来られたら……ご褒美をくださいませんか？　やはり少し不安なので、それがあれば頑張れると思うんです……」

「まあ、オレができることならいいけど……なにをして欲しいんだ？」

　訊たずねたところ、かおるんは耳まで真っ赤にして俯うつむき、

「……頭を、撫なでてください」

　と、小さな声で答えた。

「え、えっと、そんなことでいいのか？　もっとこう、この前みたいに遊園地に行きたいとかじゃなくて――」

「いいんです。それだけで十分なんです」

　やんわりとオレの言葉を遮さえぎり、かおるんは俯いたまま続ける。

「知らなかったんです。男性に優しく頭を撫でられることが、あんなにも気持ち良くて、すごく嬉うれしいだなんて……」

　言いながらかおるんは顔をあげ、「ですから」と笑顔で続ける。

「そのご褒美があれば、わたくしはどんなことにも耐えられます」

「……そ、そうか。それなら、帰って来たときには好きなだけ頭を撫でてやろう」

　恥ずかしさで頬が熱くなったが、オレはしっかりと頷うなずいて返した。

　すると、かおるんは赤い頬のまま口を開く。

「あの、お願いばかりするのも申し訳ないので、今回のことも含めて、忍様にはなにかお礼がしたいのですが……」

「別にいいよ。たいしたことはしてないしな」

「で、では、感謝の気持ちだけ伝えます」

　言葉と共に、不意にかおるんが動いた。

　瞬間、いい匂においが鼻び腔こうをくすぐったかと思ったら、

「ちゅっ」

　頬に温かく柔らかい感触を覚えた。

　……キス、された？

　その事実を理解するのに、数秒を要した。

　気がつくと、かおるんは背中を向け、窓に向かって歩き出している。

「……かおるんの耳が真っ赤だ」

　オレがぽつりともらしたところ、かおるんは背中を向けたまま慌あわてて言った。

「べ、別に赤くなんかなっていません。忍様の気のせいです見間違いです思い込みです。よ、夜も遅いのでわたくしはこれで失礼します。おやすみなさい忍様っ！」

　そう早口で捲まくし立て、かおるんは背を向けたままいそいそと歩き出す。

　オレはそんなかおるんに柔らかく声をかけた。

「かおるん、なにかあったらいつでも電話してくれ。愚痴ぐらいだったら聞いてやるから」

「そ、そんなのダメです！　いま忍しのぶ様の声を聞いたらエッチな気分になります！」

　人が親切で言ってやったのに、かおるんは得意の冗談で返しやがった。

　相変わらず素直じゃないなあと、オレが苦笑をもらしたところ、かおるんがゆっくりと振り返り、赤い頬ほおのまま念を押すように言った。

「忍様、ご褒美の件、忘れないでくださいね？」

「ああ、ちゃんと覚えておくよ。だから、頑張ってこい」

「はい。ご褒美のために頑張ります」

　しっかりと頷うなずき、笑顔を見せるかおるん。

　この様子だと、大丈夫そうだな。

　窓から出て行ったかおるんを見送り、オレは再びベッドに寝転がり目を閉じた……。



    

  
    
      



    

  
    
      
エピローグ



　ある夏の朝、部屋で気持ち良く眠っていたら、いきなり身体をゆさゆさと揺さぶられた。

「起きてください。もう朝ですよ。さっさと起きて頭を撫なでてください」

「う～ん、なんだよ？　夏休みなんだから寝坊ぐらいさせてくれよ」

「だめです。わたくしは今日のために急いで戻ってきたんです。ですから早く起きてください。起きないとキスしますよ？」

「ああ、しろしろ。好きにしてくれ。オレはまだ眠たいんだ」

　半分眠った頭でそう返し、オレは寝返りを打って再び眠りにつこうとした。しかし、

「……ちゅっ……」

　頬ほおになんとも言えない柔らかさと温かさを感じ、オレは慌あわてて跳ね起きる。

　すると、目の前には頬を赤くしたかおるんの姿があった。

「お、お前、どこから侵入してきたんだよ？　というか、いつ帰ってきたんだ？」

「さきほど訓練から戻って来て五ご行ぎよう家に寄り、聖ちゃんの頬にキスしたあと、その足で忍しのぶ様に会いに来ました」

「……訓練を受けてたのに、全然疲れてないんだな」

「はい、訓練の際は毎夜毎夜、聖ひじりちゃんと忍様のことを考えていました。そしたら不思議なことに欲求不満になってしまい、早く訓練を終わらせて戻って来たのです」

「さすがは変態メイドだな」

　呆あきれつつも、オレは思わず頬を緩ゆるめる。

　かおるんが聖のことを名前で呼んでいることに気づいたからだ。

　だから、オレは約束通りかおるんの頭に手を伸ばし、

「よく頑張ったな」

　優しく頭を撫でてやる。

　するとかおるんは少し驚いたあと、満面の笑みを浮かべた。

　……やっぱり、かおるんは笑った方が可愛いな。

　かおるんの頭を撫でながら、オレはそんなことを思った。

　と、そこでかおるんはぐいっとオレに顔を近づけてきた。

「実はここに来る途中、いいことを思いついたのです」

「いいこと？」

　聞き返すと、かおるんは「はい」と頷うなずき、さらに顔を近づけて続ける。

「以前、忍様は聖ちゃんに誘惑された際、鼻血を出して倒れてしまいましたよね？」

「ああ、オレは純情少年だからな」

「……確かに、見た目に似合わず忍しのぶ様は純情です。ですが、忍様は聖ひじりちゃんのパートナーです。このまま女性に免疫がないままでは、陰おん陽みよう術じゆつを使う際に支障をきたします。そこでわたくしは考えたのです」

「なにを？」

　何気なく訊たずねたところ、かおるんはわずかに頬ほおを赤くして答えた。

「忍様には、わたくしで女性の身体に慣れていただこうと、そう思いました」

「……いつもの冗談だよな？」

「冗談でこんなことは言いません」

　言葉と共に、かおるんはすっと目を閉じた。

「まずはキスからはじめましょう。どうぞ」

「いや、『どうぞ』なんて言われても、いきなりキスなんてできるか。オレはムードを大事にするタイプなんだ」

「乙女のようなことを言うんですね」

　かおるんは目を開け、小さく笑う。

「それでは、いまからムーディーな雰囲気を作りましょう」

「……ボク、朝食の時間なので失礼します」

　そう返して、オレは逃げるように部屋から飛び出したのだった……。
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　その後、ラジオ体操に付き合ってくれと、エルニとなずなにつかまったオレは、ふたりに引きずられるまま家を出た。

　しかし公園に着いたものの、ラジオ体操の時間にはまだ早かったらしく、オレとなずなは一緒にベンチに座り、老人たちと談笑しているエルニの様子を眺めていた。

　と、そこで、なずなが話しかけてきた。

「お兄ちゃん、もうすぐ臨海学校だね。今年はお兄ちゃんも行くんだよね？」

「マキナが行きたいとか言うからな」

　高校で行われている臨海学校（希望者制の課外授業）は、なずなの中学校と合同で行われるため、なずなは楽しみにしているのだ。

　去年は爺じいちゃんのところで身体を鍛えていたので、今年もそのつもりだったのだけど、マキナとなずなに強く勧められ、臨海学校に行くことにした。

「そういえば、五ご行ぎようさんは臨海学校に参加するの？」

「さあ？　聞いてないからわからないな」

「そっか。五行さんも参加してるといいなあ……」

「そうだな。今度聞いてみるか」

　などと話していたところ、噂うわさをすればなんとやら。

　視線の先で、ジョギングをしている聖ひじりの姿を発見した。

「あっ、五ご行ぎようさんだ」

　気づいたなずなが「五行さ～ん！」と声をあげると、聖は足を止める。そしてオレたちに目を向けると、笑顔で駆け寄って来た。

「おはよう忍しのぶくん、なずなちゃん。偶然だな、こんなところで会うなんて」

「ああ、そうだな。……それにしても、聖は毎朝ジョギングしてるのか？」

「うん、そうだけど、忍くんたちはなにをしているんだ？」

「ラジオ体操に来たんだよ！」

　なずなが元気いっぱいに答えると、聖は柔らかく微笑ほほえむ。

「そうか、健康的だな」

「うん！　健康のためならわたしは死ねる覚悟です！」

「矛盾してないか、それ？」

　オレはなずなに突っ込みつつ、聖に視線を向ける。

「それはそうと聖、来週なにか予定はあるか？」

「……え？　それってもしかして、デートのお誘いかな？」

「違います」

　頬ほおを赤く染める聖に、オレはきっぱりと否定して続ける。

「ほら、来週臨海学校があるだろう？　オレもなずなもマキナも行くけど、聖はどうするのかなと思ってな」

「あっ、それなら私も行くぞ。臨海学校を行う場所で仕事の依頼があったからな」

「仕事って、退魔の？」

「うん、調査の依頼を受けたんだ。もしかしたら悪魔が潜んでいるかも知れないってことで、調べることになった」

「そうか、夏休みなのに大変だな」

　オレがそう相あい槌づちを打ったところで、

「……いまの話、本当？」

　不意に割り込んできた第三者の声。

　驚いて振り向いたところ、視線の先にはクラスメイトの南みなみの姿があった。

「……お前、どうしてこんなところに？」

「えっと、朝練の前に弟の付き添いでラジオ体操に来たんだけど……」

　言いながら南はオレたちに近づき、真剣な表情で訊たずねてきた。



「ねえ、悪魔ってどういうことなの？」



    

  









    
      


あとがき



　先日、人生で初めてサイン会を開催していただきました、後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　サイン会の方は九月にアニブロゲーマーズ秋葉原店様で行われ、当日私はかなり緊張しておりました。緊張のあまりペンネームではなく、自分の本名をサインするんじゃないかと危惧していましたが、なんとか無事にサイン会は終了しました。本当によかったです。

　――さて、突然ですがここで少し宣伝をさせていただきます。

　この本が書店に並ぶのと同じ頃、柴しば嶺みねタカシ先生によるコミック版『つきツキ！』の単行本一巻と、ホビレコード様から『つきツキ！』のドラマＣＤが発売となります。

　コミックの方ではヒロインたちのエロ可愛い姿が見え、ドラマＣＤでは豪華すぎる声優様たちが各キャラに声をあててくださっております。

　コミックは必見、ドラマＣＤは必聴です！　是非、こちらもよろしくお願いします。

　さてさて、台風の日に兄が拾ってきた仔こ猫ねこに翻弄されながら書きあげた『つきツキ！』の五巻ですが、今回はメイドさんであるかおるんの話です。

　私は割とメイドさんが好きなので、こんな風にメイドさんを書かせていただき、とても嬉しく思っています。ただ、忍に『変態メイド』と言われてしまうようなかおるんは、皆様が思う理想のメイドさんとは少し違うのかも知れません。ですがそんなかおるんにも魅力的なところはたくさんあると思いますので、今巻でそれを感じてくだされば幸いです。

　では、このあたりで謝辞を。

　いつも丁寧なチェックと的確なアドバイスで私を助けてくださる担当の庄しよう司じ様。本当に毎回毎回迷惑ばかりかけてしまい、申し訳ありませんでした。どうか、どうかこれからもよろしくお願いします。

　今回もハイクオリティなイラストを描いてくださった梱こり枝えりこ様。例の素晴らしい触手のイラストが頭から離れません。これまで触手とは無縁の人生を送ってきましたが、最近触手にも興味がわいてきました。また、各キャラの水着姿もすごかったです！　ありがとうございました！

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様。そしてコミック版を描いてくださっている柴嶺タカシ様、ドラマＣＤに関わってくださった皆様にも、この場をかりて厚くお礼申し上げます。

　もちろん、本書を手にとってくださった読者の皆様にも最大級の感謝を！

　最後に、モバイルアンケートにて本作品の感想を送ってくださった方々。皆様のお言葉はいつも大切に読ませていただいております。――深謝です！

後藤祐迅
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